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　振り降ろされた一太刀が異形の獣の頭部を真っ二つに斬ざん断だんし、その巨きよ軀くを荒野に沈める。

「英雄殿がベヘモス型を仕留めたぞ！」

　誰だれかが叫びをあげ、勝利の快かい哉さいが熱狂と共に波及していく。

　それが、戦の終おわりの合図だった。




　無数の骸むくろが大地に転がり、その命を散らす。

　人の骸は大地に還かえり、異形の骸は黒霧となって大気に溶ける。

　勝利の後であっても、断たれた命を数えるのは気の滅め入いる作業だ。

　慣れたつもりではいた。人の命に序列をつけているつもりもなかった。

　けれど──




「…………メリッサ？」




　ひび割れた呼びかけに、しかし返事は来ない。

　顎あごの位置で切りそろえられた、太たい陽ようのような金髪。

　小鹿のように跳ねまわっていた手足。

　夏に咲く花のように笑いかけてきた口唇。

　──そのすべてが、赤く染まっていた。




　無造作に投げ出された手を取る。力なく指先が垂れる様は、糸の切れた操り人形パペツトのようでもあった。

　わずかに残った体温が、みるみる失われていく。

　ひやりとした感触に身体からだの熱を奪われていくのとは逆に、じわじわと理解が頭の奥まで染みわたっていく。

　喧やかましくも不思議と耳触りではなかったその声を聞くことは、もうないのだと。




「七体だ」

　戦場の後始末をする者たちの声が、耳に入る。

「八体目だ」

　後ろに立った誰だれかが、数字を足した。

　人としての尊厳も意味も漂白され、『ひとり』が『ひとつ』になったのだとわかった。

「知り合いですか？　英雄殿」

　誰かが言う。

「戦って散ったのですね……戦士として、本望だったでしょう」

　慰めの言葉は、意識の表層を素通りする。

　戦って散った？　本望？




　──……馬ば鹿かなことを言う。




　胸中で毒づく。

　これが、名誉ある戦死のはずがあるまい。

　なぜなら──その背中には、深い刃物傷がつけられていたのだから。

「……馬鹿野郎が。師匠より先に死ぬ弟子があるかよ」




　ぽつりぽつりと、戦場に雨が降り始める。




　──嗚あ呼あ……ここは、ひどく冷えるな。




　腕に抱いた弟子の身体から温ぬくもりを感じられないことが、ひどく理不尽に思えた。
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　どうやらこの世には、神の救いなどというものは存在しないらしい──フィオレンツァ・アリギエーリがそう悟ったのは、五年前のある日だった。

　彼女の人生の転機は極めて明確でわかりやすい。森の中でひっそりと隠れ住んでいた五十人ほどの集落は、武装した男たちによって瞬く間に蹂じゆう躙りんされ、あえなく壊滅した。

　当時まだ十とおを数えていなかったフィオレンツァにも、順当にいけば数年後には同じ集落の二つ年上の少年と夫婦となるだろうと、なんとはなしに予想はついていた。まあ自分の人生などその程度の平凡なものだろうという達たつ観かんめいたものがあったし、それに不満を覚えないくらいにはのんき者だったということだ。

　結果的に、突如として現れた無法者によってその予想は実現しなかったが。

　そして今──フィオレンツァは二度目の人生の転機を迎えていた。

　というか、人生が終おわりかけていた。




「と、とばせとばせぇぇぇ……ッ！　追いつかれるぞ！」

　切迫した形相で、御者席に座る禿とく頭とうの大男が叫ぶ。四頭の馬車馬は鞭むちで叩たたかれるまでもなく、自らの生存本能に従い、全速力で申しわけ程度に舗装された荒野の道を駆ける。

　遠景に霞かすむ山と時折見かける廃村を眺めながら、フィオレンツァは胸中でぼやく。

（……お尻しり痛いなぁ）

　膝ひざを抱えた姿勢が長かったせいだろう。凝り固まった身体からだの節々に痛みを感じ、フィオレンツァは軽く身じろぎする。その動きに合わせ、鎖がじゃらりと鳴った。

　鎖の一方は彼女が背にした鉄格子のフックへと繫つながれており、もう一方は彼女の首に巻かれた革製の首輪へと続いていた。

　馬車の荷台はまるごと檻おりとなっている。高さは一メートル半もなく、小柄なフィオレンツァでも少し首を曲げなければ立ち上がることすらできなかった。

　御者席では禿頭の大男と頭ず巾きんを被かぶった小男が、なにやら言いあいをしている。

「もっとスピードでねぇのか!?　こんな駄馬つかまされやがって！」

「む、無む茶ちや言わないでくだせぇ！　アニキがまだ詰め込めるって奴隷を買い足すから、荷台が重すぎるんですよ！　こうなったら荷台を切り離すしか……」

「ンなことしたら破産だろうが！　これだけの奴隷弁償させられたら、どのみち首ぃくくるしかなくならァ！　くそッ、たんまり稼いだらさっさと東部にとんずらするつもりだったってのに……！」

　手狭な空間には十人ほどの人間が詰め込まれている。一様に薄汚れた粗末な貫かん頭とう衣いを着せられ、虚うつろな表情で身を縮めている。唯一元気が余っているらしい少年が鉄格子を揺さぶりながら「ここから出せ！」とかそんなことを吠ほえていた。

（…………お尻しり、痛いなぁ）

　そんな様子を眺めながら、フィオレンツァは現実逃避のように尻の痛みを気にしていた。

　別に、自分の命をどうでもいいと思っているわけではない。五年間の労働奴隷生活でなけなしの希望は擦り切れていたが、それでも死んだ方がマシというほどにやさぐれてはいない。けれど──

（これは……駄目でしょう）

　どこか他人事のように胸中でぼやき、馬車の後方に視線をやる。

　──悪夢から引きずり出されたような異形の怪物の群れが、そこにいた。

　獅し子しのような身体からだに蛇の尾を持った四足獣。手足が六本ある熊。それらに引けをとらないほどに巨大な爬は虫ちゆう類るい──

　一見して一体一体がまったく別の種のような外見だったが、怪物には共通点があった。

　すなわち──全身がコールタールに塗れているかのようにどす黒く、身体中から黒い霧を漂わせていること。そして、いずれにも眼めにあたる器官が存在しないこと。

　そんな異形が、おおよそ十数頭。眼はなくとも視覚以外に獲物を判別する方法があるのか、まっすぐに馬車を追って来ていた。

「ちくしょう……、なんだってこんなとこまで〈黙示録の獣アロステイア〉が出やがるんだッ……!?」

　奴隷商人が泣きそうな声でわめく。

〈黙示録の獣〉──それが、異形の怪物たちの総称だった。

　その出自については不明な部分が多い。

　曰いわく、それは魔術実験によって生み出された生体兵器である。曰く、それは人の傲ごう慢まんに下された天の裁きである。曰く、それは地上を征服せんとする悪魔の尖せん兵ぺいである──さまざまな説が唱えられては消えた。いずれにしろ、〈黙示録の獣〉は人類の天敵だ。喰くらうためでも自衛のためでもなく、本能で人間を襲う。

　今のところ、獣アロステイアの群れとの距離は目算で百メートルほどだ。しかし三分ほど前は倍以上あった。つまり、あと三分後にはこの馬車に追いつかれるということだ。

（わたしの人生、あと三分ですかー……）

　ため息を漏らし、フィオレンツァは空を仰ぐ。

（──天国の父様、母様。今日までの五年間、どうにか前向きに生きてきたつもりですが……いよいよフィオもピンチです……）

「どうせ死ぬなら、麦むぎ粥がゆでいいから最後にお腹なかいっぱい食べたかったな……」

　と──

　突き上げるような衝撃を受け、馬車が浮いた。車輪が石でも踏んだのだろう。

　フィオレンツァの視界が傾かしぎ、次の瞬間には滅め茶ちや苦く茶ちやにシェイクされる。身体からだのあちこちを打ち付けてから、ようやく動きが止まる。

　ふらふらしながら立ち上がる。横倒しになった馬車が少し離れた場所に見えた。どうやら、転がっている間に檻おりが歪ゆがんで扉が開き、飛び出してしまったらしい。

　幸いにも、首輪の鎖は馬車が倒れた拍子にフックから外れていた。さもなくば首が千切れていたかもしれない。

　軽い脳のう震しん盪とうでも起こしているのか、いまいち思考がまとまらない。檻から出られたことは嬉うれしいことのような気がする。けれど、なにか忘れていないか。

　突如、背後から影が差す。生臭い獣アロステイアの息遣いをすぐ後ろに感じた。

　振り返る。そこには、黒々とした巨きよ軀くを誇る、六本足の熊が屹きつ立りつしていた。

（ああ……三分もなかったですね）

　どこか他人事のように思いながら、振りあげられる剛腕を眺める。振り降ろされれば、フィオレンツァの頭などトマトのように潰つぶれてしまうだろう。

「……これで、楽になれるんですかね……」

　逃げるという考えすら起こらず、そんなことを呟つぶやく。と──

「どうだかねぇー」

　声が聞こえた。

　直後、銀の閃せん光こうが視界を両断する。

　目の前の異形を、荒れ果てた風景を、そしてフィオレンツァの諦てい念ねんすらをも、真っ二つに切り裂くような一いつ閃せん。

　動きを止めた異形の巨体が、胸の位置で横にずれる。切断面から血液ではなく黒い霧を大量に噴きあげると、巨大な熊の身体は重々しく大地に倒れ伏した。

　その向こうに立っていたのは、身の丈ほどもある大剣を肩に担いだ青年。

　無造作に伸ばされた赤銅色の頭髪の下で、どこか倦けん怠たい感かんを伴う目線がフィオレンツァを撫なでる。

「死んだ方が楽って思う奴は、まあいるよな。けどほんとに死んじまったら、楽になったかどうか聞くこともできないし」

　なにか言葉を返すべきかと思うが、男はひとり言のように続ける。

「今日はたまたま街の外縁にいた」

「……へ？」

「騎士団が獣を相手するには基本、砦とりでで篭ろう城じよう戦するのが当たり前だが、最寄りの砦までは遠い。おまえが乗った馬車は到底砦とりでまではもたなかった。で、俺がすぐ駆けつけられる位置にいたのはたまたまだ。つまり──おまえはすこぶる運がいい」

　どこか言い訳めいた説明は、なぜだか運の話に着地したらしい。

　だが、どういうことだろうか。騎士団とはすなわち、〈黙示録の獣アロステイア〉に対抗するべく、魔術を併用する実戦訓練を受けた者たちのことである。けれど、高度な訓練を受けてなお、獣アロステイアに対するには砦にこもって弓や魔術で遠距離攻撃をぶつけるのが基本となる。なのに、この青年はたった一人で獣の前に身をさらしている。

　馬ば鹿かげた話ではある。だが現に、青年はあっという間に獣を仕留めた。

「別に、おまえがどうしても死にたいってんなら止めないさ。けどまあ、せっかく助けに来たんだから、とりあえず今は生きとけよ。俺は無駄な労力ってやつが一番嫌いなんだ」

　そう嘯うそぶく青年の背後から、獅し子し頭がしらの獣と巨大な爬は虫ちゆう類るいが跳びかかるのが見えた。

　あぶない、と声をあげる暇すらなかった。

　二つの巨大な顎あごに頭を食いちぎられる一瞬前、無造作に肩に担いでいた剣が閃ひらめき、獅子の頭を落とす。爬虫類の爪を身を沈めてかわし、その胴体を斬ざん断だんする。

　わずか数瞬──その間に、人類の天敵たる獣が次々と屠ほふられていた。

　青年の身体からだは鮮烈な蒼あおい光で覆われている。前衛クラスの基本技能である、肉体強化ブースト系魔術を発動している証あかしだ。熟練者ともなれば、矢よりも速く駆け、馬の首すら一太刀で落とせると言う。












　だが、それは単純な速度と膂りよ力りよくの話だ。四足獣の動きと反射速度に対応できるだけの経験なくして、単騎で獣アロステイアを屠ほふることなど不可能。それだけの魔術練度と実戦経験をこの若さで体得しているなど、到底信じられる話ではなかった。

　青年は気負った様子もなく馬車へと向き直る。そこには、檻おりの中に取り残された奴隷たちに襲いかかろうとする怪物たちの姿があった。

　青年の足元の地面が爆発した──そうとしか思えないほどの勢いで地を蹴けり、青年は一足で人類の天敵たる〈黙示録の獣アロステイア〉の群れに飛び込んだ。

　単騎で十体を越える獣の群れに斬きり込むなど、本来であれば自殺行こう為いだ。

　けれど──フィオレンツァは見た。

　二頭を持つ狼おおかみ。巨大な鋏はさみを掲げる甲殻類。無数の棘いばらを背中に生やした昆虫。それらを相手に一歩も退かないどころか、目にも止まらぬ速さで翻ほん弄ろうする青年の姿を。

　その威容、迅雷の如ごとし。人の姿をとった青い稲光が駆け抜けるたび、異形の獣はその数を減らしていく。

　──この世に神の救いなど存在しない。そう悟った五年前から、フィオレンツァの考えは変わっていない。

　けれど──神は確かにいないが、どうやら〝英雄〟は存在するらしいことを、フィオレンツァはこの日知った。……いささか覇気に欠ける英雄ではあったが。
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「どういうことだ、ヒューイット・クライゼル……！」

　机を荒々しく叩たたく音と共に、怒声が響き渡る。豪ごう奢しやなローブに身を包んだ老人が、顔を真っ赤にしてこちらを睨にらみつけていた。

　そんな光景を、赤銅色の髪の青年──ヒューイットは机に足を投げ出すという、これ以上なく礼に失する姿勢で眺める。

「貴様はいつもいつも、我々にろくに報告もせず、現場を引っかき回しおって……それ以前にここをどこだと思っているッ！　弁わきまえんかッ！」

（ここがどこか、ねぇ）

　レムニア大陸全土を版図とする巨大国家、神しん聖せいロムスタリア国。その中枢たる聖王都から西に二百キロに位置する、大陸防衛の最前線たる〈前線都市〉ヴィクティムの行政府。ある意味、聖王都に匹敵する重要都市である。

（つまり、お偉い十三貴族の皆さま方が雁がん首くびそろえて、〈黙示録の獣〉の脅威からどうやって生き残るか、飽きもせずに実のない議論を重ねる場所だな）

　一般的な家屋の二、三軒は楽に入りそうなほどの、無駄に広い議場。ヒューイット一人に対し、数段高い位置から見下ろすのは老齢にさしかかった議員たちだ。そのほぼ全員が、ヒューイットに対して苦々しい視線を向けている。

「そもそも貴様、いつになったら弟子をとるのだ!?　〝英雄〟の座にある者は、後進を育てるのが責務であろう!?」

〝英雄〟──それはこの場においては、優れた武勇を誇る者への賛辞ではなく、明確な立場を示す言葉だった。

　まったくその気風にそぐわぬ名で呼ばれた青年は、ひどく出来の悪い冗談を聞いたかのように皮肉げに頰ほおを歪ゆがめ、

「後進を育てる、ねぇ……あんたたちがそれを言うのかい？」

　トーンを下げた一言に、議員たちの顔が引ひき攣つった。

「そ……そなたにも言い分はあるだろう……だが、いずれにしろ後継者は見つけねばならん。いくらそなたが数かず多おおくの恩寵グレイスを宿した英雄とはいえ、戦場ではなにが起こるかわからんからな。それでなくとも英雄は皆短命──二百年の昔より受け継がれてきた〝英雄〟の力、絶やすわけにはいかんのだ」

　気け圧おされながらも、どうにか体裁を保つように言う議員。

　ヒューイットは貴族たちを睨にらみつけたまま席を立つと、そのまま背を向けた。

「お、おい、どこへ行く!?　まだ話は終おわっておらんぞ！」

　呼びとめる声には一切構わず、ヒューイットは議場を後にする。

　広い廊下に出ると、見張りの衛兵と視線が合うが、衛兵は慌てて目を逸そらした。

　つまらなげに肩をすくめ、ヒューイットは正面の門を抜けて外へ出る。

　そこには、ヒューイットを待つように二頭立ての馬車が停車していた。馬車の前には、メイド服姿の少女が一人。

「お早いお帰りでしたね」

「大した話じゃなかったからな。いつもどおり、とりあえずケチつけたいだけの爺じいさんたちにつきあってやっただけだよ」

「つまり、似た者同士で益えきのない時間を過ごしたと」

「…………」

　ごく自然に罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐くメイドに閉口していると、

「お乗りください。お嬢様がお待ちです」

　馬車の扉を開け、慇いん懃ぎんに一礼する。

　ヒューイットは肩をすくめ、馬車に乗り込んだ。




　雑然とした街並みを二頭立て馬車が悠然と進む。

　車内は向かい合うように席が設けられ、その一方にはヒューイットが、他方には凝った刺し繡しゆうがあしらわれた紺色のドレス姿の幼女が腰かけていた。

　身長はヒューイットよりも頭二つ分は低いか。長い黒髪は腰まで届き、その前髪は一直線に切りそろえられ、頭には青いリボンが巻かれている。アーモンド形のつり目は不機嫌そうにヒューイットを睨にらんでいる。なかなかの目力だったが、ふっくらした頰ほおが紅潮しているせいで迫力は相殺されてほぼゼロだった。

　肩を怒らせて小さな拳こぶしを握る幼女に、ヒューイットはあくび混じりに口を開く。

「で、ソーニャ。ヴァルトシュタイン家のご令嬢が、俺みたいなゴロツキに何の用だ？」

「ヒューイ……お主、またしても中座したな？」

　ソーニャと呼ばれた娘は、見た目どおりの甲高い声で、妙に貫かん禄ろくのある物言いをする。

「貴族議会をなんと心得ておる！　列席する十三貴族はこの街の治安を、ひいては大陸の防衛を任された有力貴族たちじゃぞ？　いくら我がヴァルトシュタインの縁者とて、さすがに庇かばいきれん」

「持病でな、年寄りの小言は古傷に響くんだよ」

　悪びれた風もなくへらへらと笑うヒューイットに、ソーニャはわなわなと肩を震わせる。

「まったく……よくもまあそう次から次へと皮肉ばかりでてくるものじゃな！　わらわや父上がどれだけの被害を受けているかも知らずに！」

　一息に怒鳴りつける。と、ため息をついてその肩から力が抜けた。

「……昔はそんなんじゃなかったのに……」

　いじけたように小声で呟つぶやき、ぷいとそっぽを向く。ヒューイットは苦笑し、そんなソーニャの頭に手をのせ、左右にぶんぶん振り回すように撫なでる。

「な、なにをするっ！　やめんかっ！」

　ソーニャはヒューイットの手を払うと乱れた髪の毛を直しながら、赤い顔で睨みつける。

「……おおかた、今回も弟子のことをせっつかれたのじゃろ」

「そうそう。ほんっと飽きないよな、あの爺じいさんたちも」

「たわけ、笑っている場合か。……お主が後継者を育てなければ、世界が滅びかねんのじゃぞ」

「それならそれが自然なんじゃないのかねぇ」

「……本気で言っているわけではあるまい？　お主が英雄を継いだのは、世界を救うためであろう」

　ヒューイットは答えない。本心が見えない薄笑いで、ソーニャの言葉を受け流す。

（……読めん）

　ソーニャは内心で忸じく怩じたる思いを嚙かみしめる。

（思えばこの二年間、こやつが心から笑っているところも、怒っているところも見ておらん。かつてはあんなにも理想に燃えていたというに……それも全すべては──）

　唇をきゅっと結び、頭を切り替える。

「……英雄は常に最前線に立つためか、若くして命を落とす者が多い。英雄の座の継承者である新たな弟子をとるのは、お主にとって急務のはずじゃ」

　めんどくさげに肩をすくめ、ヒューイットは気負いもなく言う。

「わかったよ。弟子をとれば、文句はないんだろ？」

　ソーニャは笑顔を咲かせて手を打ち合わせる。

「ほ、本当か!?　弟子をとるとな!?」

「そう言ったろ」

「そうか、それはいい！　次代の英雄候補は騎士団から候補を見つくろっておる。宿舎に向かってもらえればすぐにでも──」

「いや、いらない。自分で探す」

「…………は？」

　きょとんとするソーニャの前で、馬車の窓を開く。「なにを……」と困惑するソーニャに構わず、ヒューイットは身軽に窓の外へと身を乗り出し、馬車の屋根に登る。

「ちょっ、待つのじゃヒューイ！　弟子はどうするのじゃ!?　探すってどういうことじゃ!?」












　ニィ、っと人を食ったような笑みを浮かべ、

「なに、俺は自分で選んだ相手しか信用しない。なにせ人類の命運を担う英雄候補だからな、うん。──なので、軽く見つくろってくる」

　直後、馬車自体が真上から殴られたように沈み込む。ソーニャがよろめきながらも窓から顔を出すが、既に屋根の上にヒューイットの姿はない。

「あやつめ……、また逃げおった……っ！」

　ソーニャは馬車の窓から顔を出し、力一杯に叫んだ。

「ヒューイのぉ……大おお莫ば迦か者ものォ─────！」




　背中にソーニャの罵ば声せいを聞きつつ、ヒューイットは家屋の屋根を渡って雑然とした区画に入る。

（この辺でいいか）

　追手がついていないことを確認し、細い路地へと飛び降りて危なげなく着地。誰だれにも注目されることなく、雑踏へと滑り込んだ。

（屋敷は……ソーニャの使用人が待ち伏せしてるだろうな。ちょっと時間潰つぶすか）

　その通りは俗に〝裏街〟と呼ばれる区画にあった。そう広くない通りの両脇を、営業許可をとっているかも疑わしい雑多な店が埋めている。干し肉や乾燥させた果物などの保存食もあれば、出自の怪しい貴金属類、毒々しい色の液体を窯で煮詰めた料理屋だか呪術屋だかわからない店まである。

　通りをゆく者たちも、物々しい装備を身に纏まとった傭兵マーセナリやら頭までをローブですっぽり覆った邪教徒風の魔術師メイガスやら、物々しいいでたちの者が多い。

（相変わらず胡う散さん臭くさい場所だ）

　この中には多くの犯罪者が紛れこんでいることだろう。だが、この街──前線都市ヴィクティムの行政府がそれらを取り締まることはあまりない。理由は単純、きりがないからだ。たとえこの百メートル以上続く通りにはびこる犯罪者を一掃したところで、すぐにまた沸いてくる。

「──この街もそろそろ潮時かもな」

　ふと、通り沿いの露店で仲間と安酒をかっくらっていた傭兵らしき男の声が耳に入る。

「獣アロステイアの侵攻も、ここ最近随分進んでるって話だ。この一年で村もかなり減った。うまい汁吸ってるうちに逃げ時を見失いました、じゃあ話になんねぇ」

「ああ。前線都市このまちは金になるが、一歩間違えば獣に喰くわれてお陀だ仏ぶつだ。せめて、今の代の〝英雄〟様がもっと気張ってくれりゃあ、オレらも楽して稼げるってのによ」

「まったくだぜ。戦線は後退する一方……獣の毒に侵された土地は、もう人は住めねぇ。年々稼ぎ場所がなくなっていくってことだ。おう、そういえばこの前よ──」

　酔っ払いの言葉を意識の端で聞き流しながら、ヒューイットは雑踏をすり抜ける。

　些さ細さいなことで揉もめ事ごとが起こり、荒くれ者が声を張り上げる。無責任にはやし立てる野や次じ馬うまの声、物が壊れる音、罵ば声せいに笑声──それらが混然一体となって作られる喧けん騒そうの渦に身を浸す。

　うっすらと、ヒューイットの口の端に暗い笑みが浮かぶ。

「……笑えるな」

　一見して活気に満ちているように見えるこの裏街だったが、その根源にあるのは恐怖だ。

　誰だれもが恐れている。

　誰もが絶望している。

　少しずつ、けれど着実に迫る滅びの足音を、聞こえぬふりをしている。

　彼らは明日も自分が生きていることを疑いはしない。一週間後もこうして狂乱に身を任せていることだろう。

　だが、半年後はどうだ？　一年後は？

　獣アロステイアとの闘争の最前線たるこの都市に住んでいて、一年後も変わらぬ街の姿があると思っている人間はよほどの楽観主義者か、瘴しよう気きに頭を汚染された気の毒な者だけだろう。

（ま──たったひとりの英雄に頼らなきゃ生きていけない時点で、人類の命運なんてとうに尽きてるようなもんだ）

　だから正直、今さら本気で弟子を探す気もなかった。

（とはいえ、いい加減ソーニャも議会の爺じいさんたちもうるさくなってきたしな……どうしたものかね）

　余生くらい静かに送らせてほしいものだ──と老人のようなことを考えていた時だった。

「待ちやがれッ！」

　喧騒を貫く怒声が、ヒューイットの足を止めた。

　声の方を見れば、人ごみをかき分けてヒューイットの前につんのめるように転がりでる者がいた。

　ヒューイットの肩にも至らない矮わい軀くを粗末な貫かん頭とう衣いで包んだ少女だ。元は銀色であっただろう髪の毛は土つち埃ぼこりに汚れ、肌も擦り傷と埃にまみれている。

　見下ろすヒューイットの視線と、見上げる少女の視線がぶつかった。

「ぁ…………」

　少女がなにごとか言いかけ、

「こォの……ガキがッ！」

　背後から追いついた禿とく頭とうの大男に肩をつかまれ、地面に押しつけられた。

「ぁぐ……っ！」

「てこずらせやがって！　てめぇ、自分の立場わかってんのか、奴隷風情がッ！」

　少女の苦鳴にも委細構わず、男が懐から手の平に握り込めるサイズの黒い金属板を取り出す。金属板の表面には複雑な紋様が刻まれていた。

（付ふ咒じゆ刻印……呪詛カースか？）

　男が金属板を指先でなぞると、紋様が光を発する。直後、地面に押しつけられた少女の身体からだが跳ねた。

「……っ、ぁ……かッ……！」

　目を見開き、激痛にのたうつ少女。その首には革のベルトが巻かれており、男が持っているものとよく似た金属板が嵌はめられている。表面にはやはり光の紋様が浮かんでいた。

　声さえでないほどの苦痛に喘あえぎながら、少女は背骨が折れるのではないかと思うほどに背中を仰のけ反ぞらせる。

「『隷従』の呪詛カース──対になる刻印板カースド・ギアを通して起動、対象の霊体アストラル体に負荷をかける術式、か……随分と趣味の悪い」

　ヒューイットの呟つぶやきに反応して、禿とく頭とうの大男が睨にらみつけてくる。

「ぁあン？　文句でもあんのか、兄ちゃん？　おれが買い付けた奴隷だ。どうしようとおれの勝手だろうが」

「別に。けどさ、その辺にしとかないとその娘、壊れるぞ」

　男は舌打ちし、先ほどとは逆向きに刻印板カースド・ギアをなぞる。光の文字は消え、少女の身体が弛し緩かんした。

（ああ……見たことあると思ったら、今朝の奴隷か。今朝は随分と諦あきらめきった顔してると思ったけど──随分と無む茶ちやしたもんだな）

　状況から見るに、どうやら少女は奴隷商人のもとを逃げ出したらしい。

　だが、それは元より無謀な行こう為いだった。奴隷の首輪がついたままでは自由などあるはずもない。指先一つで耐えがたい苦痛を与え、逃げることもままならなくなる。痛みは奴隷から反逆の意思を奪い、やがて現状を受け入れるようになるのが常だ。この少女もそうして抗あらがうことをやめた、どこにでもいる奴隷の一人だと思っていた。

　なにが少女を突き動かしたのかはわからない。だが──

「ふーん……ま、ちょうどいいと言えばちょうどいいしな。うん、おまえでいいや」

　少女の虚うつろな視線がヒューイットを見上げる。

「一応聞いとくけど。おまえさ、このまま一生奴隷として生きるのと、見ず知らずの奴からめんどくさい荷物を押しつけられる代わりに今の境遇から抜けだすの、どっちがいい？」

　意識が朦もう朧ろうとしているのだろう。声は出なかった。こちらの言葉を正確に理解できたかも怪しい。

　けれど、その視線は逸そらされることなく、まっすぐにヒューイットを見ていた。

「──上出来だ」

　男が少女を肩にかつぎあげ、ヒューイットに背を向けようとする。

「待てよ、おっさん」

「ぁあン？」

　ヒューイットに呼びとめられ、男は肩越しに振り返る。

「あんた、その娘をどうするつもりだ？」

「ンなもん、奴隷市場で競りにかけるに決まってんだろうが。バカなのか、てめぇ？」

「……今日はしょっちゅうバカ呼ばわりされる日だな」

「あ？　なんだコラ、ふざけてんのか？」

　元より気が短い性た質ちなのだろう。気色ばむ男に、ヒューイットは飄ひよう々ひようと続ける。

「いやなに。おかしなこともあるもんだと思ってな。なんで奴隷市場に出品しようってのに、こんな場所にいるんだ？　市場は街の反対側だぜ？」

「……てめぇ、なにが言いてぇ？」

　男の雰囲気が変わった。うざったそうにしていた目に宿るのは、明確な敵意。

（かまかけただけだったけど……あっさり引っかかったな）

　ヒューイットは人を食ったような笑みを浮かべ、男を睥へい睨げいする。

「大陸法を知らないわけじゃないだろ。役人を通さずに奴隷を売り買いするのは違法だ」

「…………」

　禿とく頭とうの大男は黙りこむ。

（やっぱり違法売買か）

　奇妙なもので、大陸法は奴隷制度を認めつつも、奴隷に対して過剰な暴力を振るうことは禁止している。首輪は奴隷の人数や所有者の管理を徹底する目的もあるのだ。

　恐らく、先の獣アロステイアの襲撃のごたごたで人数をごまかせると思ったのだろう。裏街であれば非合法の売買ルートも存在する。蛮族として差別されることの多いエルフとはいえ、若い少女の奴隷だ。高値がつくと踏んだのだろう。

　大男の元へ、小男が息を切らして現れる。

「あ、アニキぃ、やっと追いついた……ガキは捕まえたんですかい？」

「……ああ。だが、ちょいと野や暮ぼ用ようができた」

「はい？」

　肩にかついだ少女を無造作に地面に放ほうり捨てると、背中に担いだ剣を抜く。野や次じ馬うまたちから悲鳴と、はやし立てる歓声があがった。

「……おい、兄ちゃん。もっと簡単なルールを教えてやろうか？」

　両手で握った分厚い剣を肩に担ぎ、重心を沈める。

「死人に口無しってなァッ！」

　男の巨きよ軀くが砲弾と化す。

　尋常ならざる加速は、人間の筋力限界を遥はるかに越えている。そもそも男が振りかざした剣自体、やすやすと振り回せるような重量ではない。

　相手がただのゴロツキではなく、魔術による肉体強化ブースト術を会得していることに気づいた時には、既に頭がい骨を真っ二つに両断されている──そういう算段だったのだろう。

　大男は確かに、見た目の粗暴さに似合わない使い手だ。あるいは、傭兵団に所属していたが揉もめ事ごとを起こして追放されたとか、そういう経歴があるのかもしれない。実際、現役の傭兵でも、重量を上乗せして振り降ろされる大剣の一撃をさばき切れる者はそういないだろう。

　──ただ、男にはひとつだけ誤算があった。

　ズン──！　地鳴りのような音が腹に響く。

「…………!?　バカな……！」

　得意げだった顔が一変、男は目玉をこぼさんばかりに見開き、目の前で起こっている光景に啞あ然ぜんとなる。

「おいおい、そう人をバカバカ言うなよ。傷ついちゃうだろ？」

　へらへらとそう言って、ヒューイットは肩をすくめた。

　振り降ろされた大剣は、ヒューイットの頭上わずか数センチでぴたりと静止していた。──左手の親指と人さし指に挟まれて。

「肉体強化ブースト系魔術で筋力を強化しての振り降ろし──そこそこ重い一撃だったな。傭兵ギルドの戦力評価基準で言えば、近接攻撃評価は四百弱ってとこか。バジリスク型の鱗うろこを砕けるレベルだな。いやいや、実際なかなかのもんだ。聖王都の福音騎士団エヴアンジエル・オルドの入団規定はクリアしてるな、うん」

　ヒューイットが眠たげに分析している間、男は必死で大剣を引こうとするがぴくりとも動かない。

「なんで……っ、なんで動かねぇだよッ!?　お、おまえ魔術師メイガスクラスか!?　空間固定とか、そういうのか!?」

「誰だれが魔術師メイガスだ。単に、あんたの全力より俺の指二本の方が強いってだけだ」

「…………は？」

「そら」

　次の瞬間、男の間抜け面が地面に叩たたきつけられた。

　ヒューイットのしたことは単純だ。大剣をつかんでいた左手の手首を曲げただけ。結果、むきになって柄つかを握っていた禿とく頭とうの大男は、大剣に引っ張られて地面に叩きつけられた。

　それっきり禿頭の大男は沈黙する。周囲が静まり返る中、ヒューイットは小男に視線を向ける。喉のどから引ひき攣つった声を漏らす小男に、ヒューイットはさわやかな笑みで、

「えーっと、なんだっけな。あんたのツレ、さっき面白いこと言ってたよな。なんだったっけ……あ、そうだ」

　ニィ、っと邪悪な笑みを浮かべ──ヒューイットは言った。

「──死人に口無し、だったよな？」




　フィオレンツァは徐々に鮮明になる意識で、呆ぼう然ぜんと事態の成り行きを見ていた。

　──誰だれかに助けを求めることの無意味さはとうの昔に思い知った。人生に救いはないと思っていた。思いきって奴隷商人から逃げて、けれどあっさり追いつかれても、「ああ、やっぱりか」という諦てい観かんしかなかった。

　なのに──今、目の前で起こっていることはなんだ？　この青年は、どうして自分を追ってきた奴隷商人を叩たたきのめしている？

　青年がフィオレンツァへと向き直る。

「助けて……くださるのですか……？」

　口をついて出た言葉に、フィオレンツァは自分ではっとする。

　──自分は助けてもらえるのか？　救いなどないと思っていた世界で、この青年はおとぎ話の英雄のように、自分を助け出してくれるというのか……？

　青年が片かた膝ひざをつき、地面に這はいつくばったままのフィオレンツァと目線を合わせる。

　その手が、フィオレンツァへと差し伸べられた。引き寄せられるように、フィオレンツァもまた手を伸ばし──すれ違う。

「…………ふぇ？」

　青年の手が向かったのは、目を白黒させるフィオレンツァの首筋だった。その指先が首輪の金属板に触れ、青年の口がなにごとか早口に唱えると、首輪がわずかに熱を持った。

（……あ、そうか。先に首輪を外してくれるんだ）

　そう思ったが、奴隷の証あかしである首輪は外れることなく、青年はさっさと立ち上がった。

「…………あれ？」

　立ち上がる青年を見上げ、フィオレンツァは気づく。青年の左手に、禿とく頭とうの大男が持っていた刻印板カースド・ギアが握られていることに。

「あの……助けてくださるのでは……？」

「助ける？　──いいや、違うな。買い取るのさ」

　恐る恐る訊たずねるフィオレンツァに、青年は唇の端をつり上げ、

「このまま奴隷として生きても、どのみちろくなことのない人生だ。だったら──俺がおまえの残りの人生もらったって、そう変わらないよな？」

　いかにも嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、青年は言った。

「──今からおまえは、俺の所有物ものだ」




（──天国の父様、母様。お元気ですか？）

　いっそ気を失ってしまいたいほどの失望感の中、フィオレンツァは思う。

（思いきって頑張ってみましたけど……世の中、そうそううまくはいかないようで）

　命の危険を冒して奴隷商人から逃げて、追いつかれて。助かったと思ったら結局それもぬか喜びで。

　いっそ笑いだしたい心地で、フィオレンツァは空の上にいるであろう父母に呼びかける。

（やっぱりフィオの人生は、これからも灰色みたいです……）







　その後、ヒューイットは奴隷商人とフィオレンツァを伴い、奴隷市場へと足を運んだ。正式な奴隷所有権の移譲手続きを済ませるためだ。

　神しん聖せいロムスタリア国において、奴隷に市民権は発生しないが、その数と所有者は厳密に管理されている。現所有者からの移譲契約成立をもって、首輪の刻印板カースド・ギアに記された所有者の情報が書き換えられる。

　役人の立ち会いのもと、フィオレンツァの所有権の移譲はつつがなく終了した。

「ほら、代金だ」

　ヒューイットが硬貨の詰まった革袋を放ほうると、小男が慌てて受け止める。

「い、いいんですかい……？」

「はっはー、変なこと言うなーあんた。話し合いの結果、正当な手続きで奴隷を売り買いしたんだから、代金を払うのは当然だろ？　違うか？」

　引ひき攣つった顔で頷うなずき、小男は気絶したままの大男を積んだ荷馬車を引いて逃げるようにその場を後にした。

　あれよあれよと推移する成り行きに、フィオレンツァは取り残されそうになっていたが、

「じゃ、行くか」

　大股で歩き出すヒューイットに促され、慌ててその後ろをついていく。

　ヒューイットは仕立てのいい身なりをしており、奴隷の貫かん頭とう衣い姿のフィオレンツァはそばを歩くのに気が引けてしまう。実際、裏街ならともかく、表通りではフィオレンツァの恰かつ好こうは浮いている感が否いなめなかった。

　普通、所有者は奴隷を単純な労働力としか見ないため、連れ歩いたりしない。フィオレンツァはいまいちこの新しい主あるじとの距離の取り方がわからず、躊躇ためらいながらも三歩ほど後ろをついて行く。

「そういえば、おまえ名前は？」

　どうしたものかと思っていたが、気楽に声をかけたのは主の方だった。

「あ……フィオレンツァです。フィオレンツァ・アリギエーリ……」

「長いな。それに言いにくい」

「す、すみません、です……」

「別に謝れとは言ってないよ」

「は、はい、旦だん那な様」

「旦那さまってガラでもないなぁ。ヒューイット・クライゼルだ。ヒューイットでいい」

　と、ヒューイットは肩越しに振り返って言う。

「あんまり離れてるとはぐれるぞ、フィオ」

　フィオレンツァはつかの間足を止める。その呼び方は、故郷で暮らしていた頃に両親から呼ばれていたものと同じだった。

（……フィオって呼ばれるの、久しぶりだな……）

　この五年間は割り振られた番号だったり、あるいはグループごとにまとめて扱われてばかりだった。そもそも自分の名前を覚えている所有者すらいなかっただろう。

「……はい、ヒューイット様」

　それに、主あるじの名前を呼ぶこともなかったな──フィオレンツァはそんなことを思い、少しだけヒューイットとの距離を縮めて歩き出した。




　三十分ほどで、二人は一軒の屋敷へと辿たどりついた。

「ここがヒューイット様のお屋敷……ですか？」

「んー。まあ遠慮なく気兼ねなく入ってくれ。今日からここがおまえの家でもあるんだからな。ま、広いだけで大したもんじゃないけど」

　その言葉が謙けん遜そんの類たぐいでないことは、目の前の光景を見ればわかった。

　──奴隷というのは高額な資産だ。フィオレンツァは先住民エルフであるため、奴隷の中でも底辺に近い値段だったが、それでもロムスタリア国民の平均年収と同等の価値はつけられる。それだけの金額をあっさり払えるヒューイットの懐に余裕があるだろうことは予想がついていた。

　そして、目の前にある屋敷が中級貴族の邸宅に匹敵する造りであることもその裏付けになっている。

　ただし──その敷地内は、荒れに荒れていた。

　不届き者を威圧するはずの門は錆さびが浮き、ところどころ格子が外れている。庭は放置されて随分になるのだろう、雑草が鬱うつ蒼そうと生い茂り、レンガ造りの外壁には蔦つたが血管のように這はいまわっている。本来は高い透明度を持っていたであろう窓ガラスには砂すな埃ぼこりがこびりつき、ほとんど中が見えない。

　格調高い建築様式と相まって、幽霊屋敷のような不気味さがあった。

「あの……ヒューイット様は、貴族の方なのですか？」

「いんや。つうか、西側の貴族は領地がまるごと汚染されてほとんど没落してるからな。ここはもともと、そういう貴族が都市を訪れた時用に建てさせた別荘の払い下げ品だ。この街に住む貴族ってのは、領地を失くしても生き残った名門だけだ。間違ってもこんなボロ屋には住んでないさ」

「はぁ、そういうものですか」

　しかし、だとすればこの青年はどういう身分の人間なのだろうか──そんなことを思いながら、フィオレンツァは屋敷の正面玄関の扉を開くヒューイットの後ろに続き、

「──ヒューイィィィィイイイイイイイイイイイイイ！」

　甲高い声が屋敷の中から聞こえてくるのに気づいた。扉越しの声はどんどん近づき、

「こぉのッ……ロクデナシがぁあああああぁああああああああ！」

　罵ば声せいが響くと同時、ヒューイットが横にひょいと身体からだをかわし。

　扉を蹴けり開け、猛スピードで飛び出してきた小さな人影が、フィオレンツァの腹に頭突きをかましていた。

「はぐぅっ……!?」

　横隔膜を強打され、肺から空気が絞りだされる。人影はそのままひっくり返ったフィオレンツァに馬乗りになり、胸倉をつかんでわめく。

「お主はいっつもいっつもわらわを振り回しおってっ！　わらわがっ、わらわが日々どんな思いで議会に弁明していると思うておる!?　わらわはなぁ、悪化する都市の治安対策に日夜大忙しなのじゃ！　それに加えてお主の監督責任まで押しつけられては身がもたんわ！　おいっ、聞いておるのかヒューイッ!?」

　つかんだ胸倉を揺さぶられ、フィオレンツァの頭はいい感じにシェイクされる。もはや抵抗する気力もないほどに目を回していた。

　青い服の闖ちん入にゆう者しやは馬乗りのままフィオレンツァの胸に手をつき、そこで異変に気づく。

「……む？　むむむむ？」

　手の中の感触をこねくり回し、眉み間けんに皺しわが寄る。

「……ヒューイ？　どうしたお主、乳がまるでおなごのように膨らんでおるぞ。まあ、わらわの胸はみごとに真っ平らじゃが……ってやかましいわッ！」

「元気だな、おまえ」

　横で一連の様子を眺めていたヒューイットが呟つぶやく。

「む、ヒューイ？　では、わらわが下敷きにしておるこの者は……」

　改めて顔をまっすぐ見て。そこで初めて、ソーニャは自分がまったく関係のない人間に暴挙を働いていたことに気づく。

「おおぅっ!?　なんということじゃ！　おいしっかりせい！　目を開けろ！」

　ぱしーん、ぱしーん、とフィオレンツァの頰ほおをひっぱたくが、「きゅう……」と目を回したまま一向に目覚める気配がない。

「ど、どどどどうしようヒューイ!?　埋めるか!?」

「埋めんな。とりあえず、顔を叩たたくのはやめてやれ」




「……ぅ、うーん……？」

　呻うめき声ごえを上げながら瞼まぶたを開く。かすかに残る頭痛に頭を押さえながら身体からだを起こす。

「む、目覚めたようじゃな」

　フィオレンツァが周囲を見回すと、年代物ながら高級感のある調度品が目に入った。自分が寝ていたのは今まで触ったこともない、ふかふかのソファだ。

　と、木製のテーブルを挟んだ向かいのソファからこちらを見つめる幼い少女と目が合う。年齢は十歳前後だろうか。仕立てのいい紺色のワンピースドレスを身に纏まとった、愛らしい娘だ。幼いながらも気品のある顔立ちからは、育ちの良さを窺うかがわせる。

「ここは……」

「ヒューイの屋敷じゃ。すまんな、わらわのせいで気絶させてしもうて」

　申し訳なさそうに言う幼女。そこで、少し離れた一人掛けソファにだらけた体勢で座る人物に目が止まり、ぼやけていた記憶が一気に繫つながる。

　ヒューイット・クライゼル──自分の新しい主あるじだ。

「あ……ヒューイット様。す、すみません、主人の前で眠るなんて……」

「別に俺は構わんが。おまえが気絶したのも、そこの欠食児童のせいだし」

「誰だれが欠食児童か!?」

　ヒューイットの物言いに幼女が食ってかかる。

　状況が飲み込めないフィオレンツァの視線に、幼女は咳せき払ばらいをひとつ。

「自己紹介が遅れたな。わらわはソーニャ・ヴァルトシュタイン。ヒューイは以前、我がヴァルトシュタイン家に居候しておってな。わらわとは腐れ縁の仲じゃ」

「あ、わたしはフィオレンツァと申します。フィオレンツァ・アリギエーリです」

「承知したぞ、フィオレンツァ。それと──」

　ソーニャの視線がフィオレンツァの背後へと移る。そちらを見ると、今までまったく気づかなかったが、壁際にメイド服姿の女性が一人、気配もなく立っていた。

「わらわの身の回りの世話を任せておる、メイドのヘルベルカじゃ」

　長い髪を三つ編みにしたメイドは身体の前で手を組み、丁寧な仕草で一礼する。怜れい悧りとすらとれる鋭い目つきは、いかにも仕事ができる女という風情だ。

「以後お見知りおきを、フィオレンツァ嬢。いったいどのような理由でかようなゴミ溜だめに足を踏み入れたかは存じませんが、そこの肥こえ溜だめ野郎とは速やかに縁を切ることをお勧めします」

「は、はい、よろしくお願いします…………え？」

　丁寧な物腰のまますらすらと言い切られたため流しかけたが、なにかとんでもないことを口にしていた気がする。

「ヘルベルカは物腰丁寧なのじゃが、口が悪いのが玉に瑕きずなんじゃ」

「大体なじられるのは俺だけどなー」

　肩をすくめるヒューイットに、ヘルベルカは温度の宿らない視線を向ける。

「ヒューイット様──真実とは常に、卑屈な人間にとっては厳しいものなのでございます」

「……この際だからまとめて聞いておくけど、他になにか言いたいことある？」

「これは過分なお言葉、わたくしのごとき使用人メイドサーヴアントの心中まで察する器があろうとは。──そうですね、あまり多くは申しませんが、ひとつだけ進言させていただくなら、ヒューイット様は首から上を切除された方が似合うと思います」

「あれ？　遠回しに死ねって言われてる？」

　そんなやり取りに啞あ然ぜんとしていると、ソーニャが再び咳せき払ばらい。

「それでじゃ、ヒューイ、フィオレンツァ。お主らはいったい、どういった間柄なのじゃ？」

　どうやら、まだ紹介が済んでいないらしい。

「あ……ええと、その、わたしはヒューイット様の……」

　しどろもどろに口を開き、フィオレンツァは躊躇ためらう。

　奴隷、と言ってしまってよいものだろうか。そもそも、奴隷の身分でありながら主人の客人と言葉をかわすこと自体、失礼なのではないか。余計なことを口にしてしまった時、以前の主人から鞭むちで酷ひどく痛めつけられたことを思い出す。

「なんじゃ？　はっきり申さんか」

　ソーニャに急せかされ、フィオレンツァは考えがまとまらないままに口を開き、

「わ、わたしはその、ヒューイット様にお買い上げいただき……、いただいたので、えと、その……つまりっ、わたしはヒューイット様の所有物ですっ！」

　──空気が凍った。

　感情を失ったソーニャの視線がヒューイットへ向けられる。

「ヒューイ……この娘を買ったとな？」

「ああ、そうだな。……いや待て。おまえは重大な勘違いをしている。つまりこいつは奴隷商人が連れていた娘で……」

「奴隷？」

　ソーニャの背中から立ち上る、どす黒いオーラをフィオレンツァは幻視した。

「あ、ぃ、いえその、そうではなく……」

　自分の言葉のせいで張り詰めた空気にフィオレンツァがわたわたしていると、ソーニャにヘルベルカが耳打ちする。

「ソーニャ様、ヒューイット様が言おうとしていることを代弁しますと、つまり──」

　さすがは大人の女性。正しく状況を理解し、この場を穏便に収めようとしているのか。

「つまり、性奴隷という意味でございましょう」

「ヒューイ貴様ぁぁぁああああああああああ！　そこに直らんかぁぁあああああああ！」

　先ほどに倍する規模の嵐が屋敷のリビングに吹き荒れたのは、言うまでもない。




「……つまり、悪質な奴隷商人から保護するかたちで、ヒューイはお主を買いとったと、そういうわけか」

「は、はいっ、そうです……でございます」

　強こわ張ばった顔で、フィオレンツァはどうにかそれだけを答える。

　そんなフィオレンツァを見下ろし、安心したようにため息をつくソーニャ。

「それならそうと早く言えばよかったものを」

「それが問答無用で人の家のリビングをかき回したやつの言うことか」

　ヒューイの姿は、ひっくり返されたソファの上にあった。

　リビングは一転、家探しにあったかのように悲惨な有様だ。

「うぐ……それを言われると弱いが……」

　たじろぐソーニャ。その視線がフィオレンツァにとまる。

「……それはそうとお主──なぜ床に座っておる？」

　フィオレンツァは今、リビングの床に膝ひざを折って座っていた。

　しばし、きょとんとするフィオレンツァ。

「あ、すみません。絨じゆう毯たんが汚れちゃいますよね」

　慌てて後ろに下がり、絨毯の敷かれていない場所まで後退する。

　短い腕を組み、首を傾かしげるソーニャ。

「むぅ……？　なぜそうなる」

「いえ、その……わたしは──」

　どうやら、気づいていなかったらしい。フィオレンツァは髪を手で搔かき上げて、長く尖とがった耳を見せる。

「この通り、エルフですから。主人やお客様と同じ高さにいてはならないと、そう言いつけられていたもので……」

　途と端たん、ソーニャの顔色が変わった。眦まなじりを険しくし、フィオレンツァの眼前まで歩み寄る。

「あの……なにか粗相を……、ふぇあ!?」

　ソーニャの指がフィオレンツァの両りよう頰ほおをつまむ。

「フィオレンツァ。汝なんじがエルフであることに、わらわが気づいてないと思っていたのか？　確かに、汝はエルフじゃ。見下す者も多かろう。じゃが、それがどうした？　この世に生を受けた者が、なぜそのような括くくりで不当な扱いを受けねばならん？　わらわはかような理由で目を曇らせるほど、狭量な人間ではないわ！」

「…………！」

　ソーニャの一喝に、フィオレンツァは目を見開く。

「そなたがこれまでに受けた扱いは、到底忘れられるものではないかもしれぬ。じゃがな、わらわをこれまでのそなたの主人と同格に扱うことは、そなたを客人と認めたわらわへの侮辱じゃ。わらわの前で自分を卑下することは、金輪際やめよ。……返事は？」

　フィオレンツァは頰ほおをつままれたまま、こくこくと頷うなずく。

「ならばよい」

　指を離し、再び腕組みをするソーニャ。ふん、っと鼻息を鳴らす様は、その幼さにそぐわない器の大きさを感じさせた。

「……ソーニャ様はすごいですね」

　思わず、といったようにフィオレンツァが口を滑らせる。

「なにがじゃ？」

「だって……わたしよりずっと年下なのに、はっきりとした自分の信念をお持ちです」

　ピキ。ソーニャの顔が仮面のように無表情に固まる。

「……フィオレンツァ。そなた、歳としはいくつじゃ？」

「？　もうすぐ十五歳になりますが」

「……そうか……ふふふ、つまり、今は十四ということじゃな……」

「はい。……あの、それがなにか……？」

　ソーニャは俯うつむいて肩を震わせていたが、不意にキッと顔を上げる。その大きな瞳ひとみには涙が滲にじみ、口元はへの字に結ばれていた。

「あーあ」とヒューイットが頰ほお杖づえをついて眺め、ヘルベルカは胸の前で十字を切る。

「え？　え？　え？」

　状況がつかめずあたふたするフィオレンツァに、ソーニャは頰をリンゴのように真っ赤にして叫んだ。

「わらわは……わらわは十六歳じゃあああぁあぁぁあああああああああああああああ！」

「えっ!?　噓うそっ!?」

「噓とはなんじゃ噓とはぁあああああああああああああああああああああああああ！」

　しかし、その駄だ々だっ子このような振る舞いは、まさに子供そのものだった。




　ややあって──癇かん癪しやくが収まったソーニャは、改めてフィオレンツァに向き直った。

「……わらわとしたことが取り乱してしもうたな。忘れてくれ」

「は、はぁ……」

　忘れようもなかったが、とりあえず頷うなずいておく。

　ソーニャはフィオレンツァのいでたちを上から下まで眺め、

「ふむ……まずはなりがいかんの。──ヘルベルカ、屋敷に戻るぞ。ヒューイ、フィオを借りていく。お主も来い」

　ソーニャは躊躇ためらいなくフィオレンツァの手を引っ張って立たせる。

　てきぱきと指示を下すソーニャにフィオレンツァが混乱する一方、ヒューイットは「またソーニャの病気が始まったな」と肩をすくめている。

「え？　え？　え？」

　なにが起ころうとしているかわからず、フィオレンツァは手を引かれるまま屋敷の外へ連れ出されるのだった。




　ヘルベルカが御者を務める馬車に揺られることしばし──一行はソーニャの実家であるヴァルトシュタイン家の屋敷へと辿たどりついた。

　ヴァルトシュタイン邸の威容に、フィオレンツァは思わず感嘆の吐息を漏らす。ヒューイットの屋敷も建物自体は立派なものだったが、こちらはそれをさらに数段上回る。手入れが行き届いていることで、敷地全体がオーラを纏まとっているような気さえした。

「ほら、行くぞ」

　屋敷を見上げて呆ほうけていたフィオレンツァの頭をヒューイットがぽんと軽く叩たたく。

　門扉を抜けてから屋敷の正面玄関までがまた長い。青々とした芝生は庭師による手入れが行き届き、季節の花が上品に配されている。玄関前には噴水まであった。

　ヴィクティムに来るまでに見た荒野の風景からすれば、まるで別世界のようだ。

「どうかしたか？」

　きょろきょろするフィオレンツァに、ヒューイットが言う。

「あ、いえ。この街はずいぶん豊かなところなんだな、って思って」

「もともと大河沿いに作られた街だからな、水は豊富なんだ。ここより西にも水源はあるけど、瘴しよう気き汚染で枯れてしまった所も多い。水がなくなれば、人は住めなくなる。都市の外にいた連中、見なかったか？」

「そういえば、外壁のそばにたくさんテントがはってありましたね」

　奴隷商人の馬車から見えたが、街を囲む外壁沿いには多くの人たちが野営していた。目に見える範囲だけでも、数百人はいたように思う。

「あれは全員、ヴィクティムへの移住希望者だよ。けど、この街も全員を受け入れられるほど余裕があるわけじゃない。移住審査っていう名目で、何カ月も足止めされてるんだ」

「都市に住む者としては心苦しい限りじゃ」

　ソーニャが振り返って会話に混ざる。

「かくいう我がヴァルトシュタイン家も、わらわの祖父の代に領地を汚染されての。領民共々避難せざるをえなくなったんじゃ」

「領民……？　あの、ソーニャ様のお家というのは、どういう……？」

「うむ？　そういえば言っておらんかったの。我がヴァルトシュタインは貴族の家系じゃ」

　このご時世、メイドを雇う余裕がある者など、貴族か豪商くらいのものだ。となると、ソーニャの実家は領地を失ってもなお存続している一握りの名家、ということになる。

「祖父がやり手だったおかげで、どうにか没落を免れての。今はわらわの父上が──」

　ソーニャが言いかけた、その時だった。

「──ヴァルトシュタイン流奥義ッ！」

　高らかな気合いの雄お叫たけびが轟とどろく。見れば、そこにはいかにも紳士然としたいでたちの中年男性がいた。庭の一角で藁わら人形を前に刺突剣レイピアを右手に持ち、左手は二本指を立てて眼前に翳かざして片足立ちするという、奇妙な構えをとっている。

　男は「こぉぉぉぉ……」と細い呼気を漏らしていたが、不意にカッと目を見開き、

「天空ムーンサルト二回転捻ひねりボンバーマグナム燕つばめ返がえし！」

　無駄に長い珍妙な技名を叫びながら高々と跳躍、空中で複雑な印を切り、それは一切関係なく剣を振り降ろす。剣は藁人形の数十センチ上を空振りし、勢い余った男は顔面から地面に激突。そのまま沈黙する。

　フィオレンツァが戸惑いの視線をソーニャに向けると、なにやら頭痛を堪こらえるように頭を抱えていた。

　と、当の男がぬるっとした動作で身体からだを起こす。あれだけ派手な落ち方をしたにも拘かかわらず、背筋はかくしゃくと伸び、きっちり真ん中で別わけられた髪型には乱れもない。

「これはこれはお客人。稽けい古こにのめり込むあまり挨あい拶さつが遅れたこと、ご容赦願いたい」

　胸元に手を当て、優雅な仕草で一礼する。年齢は四十代の半ばといったところか。ピンと伸びたカイゼル髭ひげに分厚い眼鏡。いかにも上流階級らしい、品のいい着こなし。

「はぁ……稽古、ですか？」

「イエス。このエドアルト、ヴァルトシュタイン家の当主として、文武両面において民の手本とならねば、我らが父祖に申しわけが立たぬゆえ」

「はぁ……え？　当主、っていうことは……」

　苦虫をダース単位で嚙かみ潰つぶしたような顔をしたソーニャが、それはそれは嫌そうに、

「……わらわの父上じゃ。不本意なことに」

「ハハ、つれないなあ、ソーニャ。パパは君のことを愛して止やまないというのに」

「むしろ頭が病んでおるわ……」

　辛しん辣らつな娘はさておき、エドアルトはヒューイットに向き直る。

「しかしヒューイットくん、なかなかうまくいかぬものだね。日夜奥義に開眼すべく研けん鑽さんに励んでいるというのに、いまだにビームとかでない。なにかアドバイスはあるかね？」

「とりあえず、なんか叫びながら剣を振れば奥義になると思ってるおめでたい頭をどうにかするのが先かね」

「なるほど。奥義は一日にしてならずというわけか」

　腕を組んで頷うなずく様子は貫かん禄ろくがあったが、行動が雰囲気にまったく追いついていなかった。

「父上っ、頼むから妙な遊びはやめてくれっ！　民に示しがつかん！」

「遊びではないが……ヘルベルカ、君はどう思うかね？」

　完全な無表情を貫くメイドに意見を求めると、ヘルベルカは怜れい悧りな視線を当主に向け、

「ご立派にございます旦だん那な様。それでこそ当主、人の上に立つ御お方かたの風格にございます」

　大絶賛だった。表情筋はぴくりとも動いていなかったが。

「うむ、やはりヘルベルカは君主道のなんたるかをわかっている。君に任せている限り、ソーニャの将来も安心だ」

「わらわには不安しかないわっ！　なにが君主道じゃ！　どこにも通じとらんわ！　──ヘルベルカ、お主も父上をあまり持ちあげるな。めんどくさいだけじゃ」

「しかしソーニャ様。わたくしと致しましても、旦那様であそ……お相手をするのはやぶさかではありませんゆえ」

「お主今なんと言おうとした？」

　追及を涼しい顔で流すヘルベルカ。ソーニャはため息をつき、父に告げる。

「……とにかく、父上。後ほどヒューイを連れていくゆえ、書斎に戻っていてくれ」

「承知した。でも今新しい奥義を三つほど思いついたから、それ試してから戻るね」

「……もう、勝手にしてくれ」

　再び背後で奇声があがるも、決して振り返るまいとするソーニャに、フィオレンツァが言葉を選んで話しかける。

「えと、あの……楽しいお父様ですね」

「……言うな、フィオ。すべて皮肉に聞こえてしまう……」




　その後、フィオレンツァをヘルベルカに任せ、ヒューイットとソーニャはエドアルトの書斎へと向かった。

「待っていたよ、ヒューイット君、ソーニャ」

　背の高い書棚と調度品に囲まれて執務椅い子すに腰かけるエドアルト。その首は斜めに曲がっている。奥義とやらの開発中に頭から落下でもしたのだろう。

　来客用のソファに腰かけるヒューイットとソーニャに、エドアルトは組んだ指の上に頰ほおを乗せる（首が曲がっているので顎あごがのらなかった）。

「君がここに顔を出すのも随分と久しぶりだね、ヒューイットくん。もとは君の後見人だった身としては、もう少し頻繁に顔を見たいかなってパパ思う」

「誰だれがパパだ」

「それはそうと、先ほどのお嬢さんは何者かね？」

「それをわらわも問いただしたかったのじゃ。──ヒューイ、フィオがいる場では聞けなんだが、一体どういう風の吹きまわしで奴隷など買った。保護というから一応納得したが、お主は善行を積もうというタイプでもあるまい」

「はっはー、ひでぇ言い草だな。人を社会不適合者みたいに」

　冗談っぽく笑ってから、ヒューイットは肩をすくめて飄ひよう々ひようと答える。

「別に大したことじゃないって。あいつを弟子にしようと思っただけだよ」

「なるほど、弟子か。それなら議会の連中も納得……」

　ソーニャは得心いったというように頷うなずきかけ、硬直する。

「…………今、なんと言った？」

「だから、弟子だって。あいつを俺の後継者にする。次の英雄はあいつだ」

「…………………………………………」

　しばし、ソーニャは硬直し。

「はぁあああああぁああああああああぁぁあああああああっ!?　ばばばばばばばかなっ！　お主本気かっ!?　いやさ正気かっ!?　冗談であろうっ!?」

　ソーニャの大音声にきーんとする耳をほじりつつ、ヒューイットはあっさりと言う。

「なんか問題あるか？　おまえだって早く弟子をとれってうるさく言ってたろ」

「それは素養のある者をという意味で言ったのであって、適当にでっちあげろということではないわっ！　第一、議会が用意した候補者を無視し、よりにもよって素人の娘を弟子にするなど嫌いや味みのつもりか!?　議員どもの顔に泥を塗るどころか、頭から泥沼に突き落とすような行こう為いじゃぞ!?」

「それ楽しそうだな。今度やってみるか」

「するな！」

　顔を真っ赤にして怒鳴りつけるソーニャの肩を、いつの間にか近づいていたエドアルトがそっと押さえる。

「ソーニャ、少し落ちつきたまえ。──ヒューイット君」

　いつになく真剣な口調。さすがにヒューイットを叱しかりつけるのかとソーニャは期待し、

「それすごく楽しそう。やる時はパパも呼んで」

「父上─────────ッ！」

「だってだって、他の議員のみんな、吾わが輩はいのこと若造だって言って軽んじるんだもん」

「子供かっ！」

　ソーニャは頭をかきむしった後で、げっそりとうな垂れる。

「というか……父上だって議員の一人であろう。言うことはないのか？」

「ヒューイット君はそういうエキセントリックなところ、昔からあったよね」

　はははーと朗らかに笑うエドアルト。

「うぅぅ……駄目じゃ、こやつらと話していても埒らちが明かぬ……ちょっとフィオの様子を見てくる……」

　悄しよう然ぜんと背中を丸め、ソーニャは書斎を出ていった。

　二人だけになった書斎で、エドアルトが口を開く。

「……議会へのあてつけかな？」

　ヒューイットの顔には薄笑いが浮かんでいるばかりで、返事はない。エドアルトは自分の椅い子すに深く腰をかけると、窓の外の景色に目を向ける。

「今日は空気が澄んでいるようだ。へムズウェル山脈がよく見える」

　遥はるか遠くに霞かすむ山の稜りよう線せん。その一部に、不自然な欠落があった。

「あの山の欠損は、七十年ほど前の英雄が強大な〈黙示録の獣アロステイア〉と戦った際にできたと言われている。かつてない強力な個体だったようだが、結局その英雄と相討ちで仕留めることができたらしい」

「回りくどいな。なにが言いたいんだ？」

　エドアルトは振り向いて告げる。

「英雄は皆短命だ。そのうち、戦いで命を落とす者が半数ほど。そう──たったの半分なのだよ」

　ヒューイットの内面を覗のぞき込こむように、エドアルトが目を細める。

「君の師である先代英雄──吾わが輩はいの姉は歴代の英雄の中でも、特に永きに渡って戦い続けた。そんな姉を間近で見続けた吾輩だからこそ、見えるものもある。──ヒューイット君。今の君の姿は、死を目前にした姉を思い出させる。恐らく、あの時姉は既に──」

「帰るよ。弟子の件はあんたから議会に報告しておいてくれ」

　エドアルトを遮り、ヒューイットは席を立つ。

「ヒューイット君。現状、都市の防衛を英雄に頼りすぎていることは問題であると、吾輩は考えている。だからこそ、吾輩や議会が君をバックアップして──」

「その結果があれか？」

　その一言が、エドアルトの言葉を封殺する。

「……心配すんなって。フィオをメリッサのようにはさせない。──絶対にな」

　それ以上の対話を拒むように、ヒューイットは書斎を後にした。




「……まだ傷は癒えないか」

　エドアルトは瞑めい目もくする。あたかも、失われてしまった命に黙もく禱とうを捧ささげるように。

「人々の希望になれるのは英雄だけなのだよ、ヒューイット君。それは貴族にも騎士団にも無理だ。もっとも──光を失っている者が、誰だれかの光になることはできないだろう」

　青年の心中を慮おもんばかり、エドアルトは誰に聞かせるでもなく述懐する。

「ヒューイット君にとって、二番目の弟子──か。君がどういうつもりかは知らないが、今度ばかりは吾わが輩はいも務めを果たそう」







　ヒューイットがヴァルトシュタイン家の正門に背を預けて時間を潰つぶしていると、

「人の家の庭先でなにを不景気なツラをさらしておる」

　顔を上げると、二人のメイドを連れたソーニャが立っていた。

「そんな顔で門前をうろつかれたら、我が家の評判が悪くなるわ」

「おっさんの奇行のおかげでとっくに変人屋敷扱いだろう」

「ち、父上のことは言うでないっ！　反論できぬであろうっ！」

　変人であること自体は否定できないようだ。この娘はこの娘で苦労しているらしい。

「で、そっちはどうなったんだよ。フィオはどこだ？」

　ヒューイットの問いに、ソーニャがぱちくりと目を瞬まばたかせる。

「なにを言っておる、目の前にいるであろう」

「ん？」

　そこで、ようやく気づく。ソーニャが連れている二人の使用人。片方はヘルベルカだが、もう一人の銀髪のメイドにも、よく見れば覚えが──

「……フィオか？」

　その出いで立たちは先ほどまでの奴隷用の貫かん頭とう衣いとは大きく変わっていた。

　メイド服だった。ベースはヘルベルカのものと同じらしいが、スカート丈が短く、細部にもアレンジが見られる。

　フィオレンツァは恥ずかしそうに裾すそを引っ張り、少しでも肌を隠そうとしているが、ほとんど意味はない。

「……どういう趣向だ、これは？」

「ご説明しましょう」

　半眼のヒューイットの前にヘルベルカが進みでる。

「これは決してヒューイット様を、『労働奴隷に破廉恥なメイド服を着せて楽しむ変態ペド野郎』と言いふらすことで世間体を地の底まで貶おとしめてやろう──などという意図ではありません」

「むしろそっちが本音くさいんだが」

「ご冗談を。そもそも、あなたの世間体は既に底辺、地べたを這はいずっておりますゆえ。それとも、さらに下を目指すおつもりですか？　埋まるんですか？　熱心ですね、よろしければお手伝いします死ね」

　光を反射しない黒塗りの刃やいばが抜く手も見せずにヒューイットの首へと迫り、寸前で止められる。

「いきなりなにすんだ。殺す気か」

「土葬するなら死ぬのが礼儀でしょう」

「誰だれへの礼儀だよ。ていうか、このナイフ思いっきり暗殺用だよな？」

「まさか。これは『主あるじのためのメイド七つ道具』のひとつ、〝特に肉とかよく切れるフルーツナイフ〟でございます」

「説得力がなさすぎる……」

　ヒューイットがげんなりした顔で手を離すと、ヘルベルカはナイフをエプロンの内側に収納した。

「ヒューイ。フィオの衣装についてじゃがな。あれはお主への配慮も考えてのことじゃ」

「どういうことだ？」

「お主にも世間体はある。いきなりあの屋敷に若い娘と二人で住み始めたとあっては、あらぬ誤解も招くであろう。じゃが、その恰かつ好こうなら荒れ果てた屋敷の管理に使用人を雇ったというように解釈されるじゃろ。要は擬態じゃよ」












　一応、筋は通っているか。少なくとも、変態扱いされるよりはいい。

「あ、あの、ソーニャ様……」

　遠慮がちにフィオレンツァが言葉を挟む。

「その……お召しものを用意していただいたことは本当にありがたいのですが……ヘルベルカ様とデザインが違うのは、どうしてでしょうか……？」

　全体的に見てクラシカルなヘルベルカのメイド服と比べ、フィオレンツァのそれは少々分かりやすく男受けするようなデザインだ。裏街にある怪しげな酒場の給仕服ほどではないものの、フィオレンツァにとっては十分恥ずかしいらしい。

「それは仕立て直したヘルベルカに聞くのが早いが」

　一同の視線がヘルベルカへと集まる。ヘルベルカはいつも通りの澄ました顔で、

「趣味でございます」

　それだけを答えた。「それがなにか？」とでも言うような平然とした顔に、かえって追及する気すら失うせてしまう。

「ま、まぁそれはいいとして……お主」

　まじまじとフィオレンツァを眺めるソーニャ。その眉み間けんには複雑そうに皺しわが寄っている。

「元より素材はいいと思っておったが……見違えおったな」

　全身の汚れを落とし、ヘルベルカの手により髪を整えた結果──薄汚れていたフィオレンツァの様相は一変。陽光に輝く銀髪は雪原を思わせ、栄養状態は悪かっただろうに種族の特性ゆえか、汚れを落とした肌は色白で、シルクのように滑らかだ。

「そ、そんなことは……」

　赤くなった顔を俯うつむいて隠すが、いかんせん、髪から飛び出したエルフ特有の尖とがった耳が真っ赤に染まっている。

「ヒューイ、お主からはなにか言うことはないのか？」

　水を向けられ、ヒューイは首を捻ひねる。

「なにかって、なにがだ？」

「……はぁ。本当に気が利かん男じゃのう。なにかあるじゃろ、褒めるなり照れるなり。それをお主、『なにがだ？』じゃと？　──ハッ、ないわー。気どりおって。それでクールなつもりかっ。流は行やらんわ、朴念仁がっ」

「ソ、ソーニャ様、わたしはいいですから」

　そんな嚙かみ合あわない言葉を交わしながら、一同はヴァルトシュタイン家を後にした。




　その後、商店街で最低限必要な生活用品を買いそろえてから、ヒューイットの屋敷へ向かった。ヘルベルカの指揮で空き部屋の掃除を行い、フィオレンツァの部屋を用意。どうにか二人の人間が住める状態にした。

「それじゃあ、わらわたちは帰るが。ヒューイ、フィオに変な真ま似ねするでないぞ」

　念押しするソーニャを見送り、ヒューイットとフィオレンツァの二人きりとなる。

「さて、と──」

　時刻は宵の口。ソファから腰をあげるヒューイットに、フィオレンツァはソーニャの言葉を思い出して思わず身体からだを緊張させるが。

「じゃ、俺は寝るから。おまえも適当に休んどけ」

　あっさり言って、ヒューイットは二階の寝室へと向かう。あまりにあっさりしていて、声を返す暇もなかった。

　子供ならともかく、寝るにはまだ早い時間だ。

（……意外と、夜に弱いのかな）

　そんなことを思って、フィオレンツァは首を傾かしげた。




　二階の寝室に入るなりヒューイットは息をつき、窓際の椅い子すへと腰を下ろした。

　背もたれに体重を預け、しばし天井を仰いで脱力する。緩慢な動作で傍かたわらのサイドボードに手を伸ばすと、革の表紙の本を手にとって開く。どうやら雑記帳の類たぐいらしく、癖のある手書きの文字が躍っていた。

『聖歴五一七年／七の月／十一日目』

　窓越しの月明かりを照明に、ヒューイットは無言で文面に目を走らせる。

『先月の獣アロステイア襲撃で負った傷の治りが遅い。

　恩寵グレイスは効いているはずだが、効果は一年前に比べ明らかに減衰している。

　千里眼ヴイジヨンを起動すると眼球の奥を突き刺すような痛み。

　霊アストラル体の魔力循環に停滞？』

　日記のようではあったが、その日の出来事を書いているというより、自分の体調についての覚え書きがほとんどだった。

　その後も、ページをめくっていくほどに身体の不調が増えていく。そうして日数を進めていくが、ある日を境に白紙となる。

　ヒューイットは窓の外を見やると、目に意識を集中。体内魔力が活性化し、水平飛行する鳥の視点を得たかのように、見ている景色が拡大され──

「つ……ッ！」

　眼球の奥に疼とう痛つうを覚え、すぐに体内の魔力を鎮静化させる。痛みが去るのを待ってから、視線を手元の手記に戻し、白紙となる直前の日付を確認する。

「……聖歴五一七年／八の月／十日目」

　先の日付から、ほぼ一カ月後。その翌日になにが起こったか、忘れようはずもない。

（俺が〝英雄〟を継いだ日……師匠の命日だ）

　手記の裏表紙を見ると、そこには元の所有者の名前が刻まれていた。

　ジゼット・ヴァルトシュタイン。

（──間違いない）

　何度も何度も、繰り返し読み返した先代英雄の手記を手に、ヒューイットは呟つぶやく。




「俺は──あと三十日で死ぬ」




　仄ほのかな月明かりの下、ヒューイットは皮肉げな笑みを浮かべる。

「なぁ……笑えるだろ師匠。この世界の行く末が、奴隷のガキにかかってるなんて」

　なにも知らない奴隷の少女を、わずか一カ月で英雄にでっちあげる。

　もしも、英雄の継承が十全に行われなかったなら──英雄を失った世界は、坂を転げ落ちるように滅びへと向かうだろう。

　いつだってこの世界は、喜劇的な悲劇に事欠かない。

「……ま、やるだけやるさ。ダメだったら──世界と心中ってことになるか。まったくもって……笑えるな」

　言葉とは裏腹に、まったく愉快そうではない空虚な声で、ヒューイットは囁ささやいた。
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　いつからそうしていたのか──ヒューイットは一人、乾いた風が吹きすさぶ荒野に佇たたずんでいた。

　自分以外に人の気配は感じられなかったが、

「……セン、セ」

　かぼそい声に、ハッと振り返る。

　そこにはうち捨てられた人形のように、力なく四肢を投げ出した少女が倒れていた。

「メリッサ！」

　焦燥感に突き動かされ、少女のもとへ駆け寄る。肩を抱き起こすと、今にも途切れそうな細いものではあったが、かすかに息をしているのがわかった。

「おいッ、しっかりしろ！　今治療術師ヒーラーのところへ連れてってやるから……」

「駄目だよ、センセ」

　と──

　その冷ややかな声は腕の中の少女ではなく、前方からかけられた。

　弾はじかれたように顔をあげる。周囲の光景は荒野から、光一筋差し込まない暗くら闇やみへと一変していた。

　そんな闇の中にも拘かかわらず、不思議とその少女の顔立ちははっきり見える。顎あごの位置で切りそろえた金髪に縁どられた顔は、仮面のように表情がなかった。

　華きや奢しやな身体からだを包む軽けい鎧がいは小柄な身体に合わせて特注したものだが、その胸にはあろうことか、何本もの剣が突き立てられている。それにも拘わらず、少女は痛みを感じている様子もなく、ただじっとヒューイットを見つめていた。

「センセ。もう遅いんだよ。アタシはほら、この通り死んじゃってるから」

　淡々と、温度のない声がヒューイットに突き刺さる。

「もう、なにをしても遅いんだ。あの時、センセが助けてくれなかったから」

「…………ッ、違う！」

　胸の奥を抉えぐられるような痛つう痒ように、ヒューイットの表情が歪ゆがむ。

「そんなつもりじゃなかった……、俺はおまえになら、後を任せられると思って──」

「そんな調子のいいことを言って、また繰り返すつもり？」

「……なに？」

　すぅ──と。少女の指が持ち上がり、ヒューイットの腕の中を指さす。

「そうやって、その子も死なせるの？　──アタシみたいに」

「……え？」

　自分の腕の中を見下ろし──そこにいるのが銀髪の少女であることに気づいた。

　少女の目は虚うつろに開かれていたが、瞳ひとみはなにも映してはいない。胸には大きな傷が開き、とめどなく赤黒い血が流れ出ていく。

「フィオ……？」

　血の生温かさと逆に失われていく体温が、既に少女の命が尽きていることを知らせる。

「ね、センセ──いい加減、観念しなよ」

　ゆっくりと、一滴一滴傷口に毒を注ぐように──少女はヒューイットの耳元で囁ささやく。

「世界を救うとか言っておいて、センセは近くにいる人さえ守れない。センセの後を継ぐ人なんて、一人も残らないんだ。だって──センセに近づく人たちは、みんな死んでしまうから」

「──ねぇ、ヒューイット様」

　続く声は、腕の中からだった。こと切れていたはずのフィオレンツァの目が見開かれ、光を映さない瞳がまっすぐにヒューイットを見上げる。

「どうして、わたしを殺したんですか？」




「…………ッ！」

　ヒューイットはベッドの上で跳ね起きた。

　自分の屋敷の見慣れた寝室。カーテン越しの日差しが、部屋の中をぼんやりと照らしている。

　ひと気のない荒野でもなければ、光の差さない暗くら闇やみでもない。当然ながら、腕の中に少女の死体もない。

（……またか）

　悪夢を見るのは今に始まったことではない。二年前、メリッサが死んだ日から安眠したことなど一度もなかった。

　ため息を吐つく。全身が脂汗に濡ぬれ、疲労が身体からだの底に澱おりのように沈殿している。

（……獣アロステイアの襲撃なんかなくても、どのみち長くはもたなかったかもな）

　皮肉げに笑おうとするが、左右非対称の中途半端な苦笑にしかならなかった。





　　　２






　レムニア大陸の滅びは西から始まった。

〈黙示録の獣アロステイア〉──それが、大陸を侵す病魔アロステイアに冠された総称だ。

　地図に灯ともした小さな火が燃え広がっていくように、二百年前に突如現れた獣アロステイアは、着々とその版図を大陸東部へと広げている。

　どこから現れ、いかなる理由で人間を襲うのか。説は数多あまたあれど、いずれも根拠に乏しい。獣たちは捕食のためではなく、ただ殺さつ戮りくのためにその爪そう牙がを振るう──それが人類に突きつけられた現実だった。

　二百年前に獣が地上に現れてからの数年間、人類はなすすべもなく蹂じゆう躙りんされた。獣たちが放つ瘴しよう気きは生物のみならず大気すら蝕むしばみ、亡なき骸がらさえもが毒となり大地を腐らせる。人類の領土は見る間に後退し、誰だれもがこの世の終おわりが始まったのだと嘆いた。

　──そんな時だった。この大陸に忽こつ然ぜんとして、〝最初の英雄〟が現れたのは。

　たった一人で戦場を渡り歩き、獣を掃討していくその姿は、まさに救世主。

　英雄は自身が扱う奇跡の一端を人々に授けた。やがてその力は〝魔術〟として体系化され、普及していく。

　英雄がいったいどこから来たのか。如い何かにしてその力を手に入れたのか──英雄は多くを語らなかったが、その姿は人々の希望となった。

　やがて英雄は弟子をとり、自らの力を継承させた。師から弟子へ、そのまた弟子へと、二百年の永きに渡って英雄の力は受け継がれ──




「──で、俺が今の代の英雄だ。初代から数えて十八代目だな」

　壮大な大陸の歴史から一転、さらりととんでもない告白をするヒューイットに、フィオレンツァは開いた口が塞ふさがらなかった。

　ヒューイットの屋敷での共同生活、二日目。フィオレンツァは朝食の支度をする暇もなくリビングに呼び出された。そこで聞かされたのが大陸の歴史と、主あるじの英雄宣言である。

　ソファに座ったフィオレンツァはしばし目を丸くして、口をぱくぱくさせた後、

「なるほど……そういう夢を見た、と」

　ズビシ。ヒューイットのでこぴんがフィオレンツァの形のいいおでこに炸さく裂れつ。

「あぅっ!?　ぃ、痛いです……」

「これは真面目な話なんだよ、フィオ」

「は、はぁ……」

　確かに、獣の襲撃を退けた際のヒューイットの力は凄すさまじいものだった。

　本来、獣との戦いは砦とりでに篭ろう城じようして弓や遠距離魔術を撃ちこんで行われるものだ。近接戦でまともに戦える者など、訓練を積んだ兵士の中でもごく一握りのはずだ。

「ここまででなにか質問は？」

「では……とりあえず、この体勢はどういうことなのでしょうか？」

　膝の上の主を見下ろし、フィオレンツァは言った。

「うん。せっかく奴隷を買ったわけだし、なんかそれっぽいことしようかな、と思って」

「それで膝ひざ枕まくらですか……」

「もっとエロいことの方がよかったか？」

　手をわきわきさせるヒューイット。

「い、いいえっ、結構です！」

　フィオレンツァは顔を真っ赤にして即座に否定する。

「話を戻すけど。そういうわけだから、俺も弟子をとる必要がある。俺の力も、師匠から受け継いだものだからな」

「はぁ」

　あっさりしたフィオレンツァの反応に、ヒューイットは眉まゆをひそめて見上げる。

「なんか反応が薄いな」

「え？　お弟子さんをとる、っていう話ですよね。あっ、そうなると、お部屋の用意が必要ですね。じゃあ、わたしの仕事はお弟子さんのお世話ですか？」

「あ、そういう解釈か。いやいや、違うって。そうじゃなくてさ。フィオだよ」

「？　はい、フィオですけど？」

　くりっ、と首を傾かしげる。












「うん、だからさ。弟子はおまえだ、フィオレンツァ・アリギエーリ。おまえの仕事は俺の英雄の力を受け継いで、十九代目の英雄になることだ」

「……………………」

　たっぷり十秒ほど、フィオレンツァは硬直し。

「はぁぁああああああああああああああああああああああああ!?」

「声でけーなー」

　間近で叫ばれ、耳に指で栓をするヒューイット。

「あっ、すみません……いえそうではなくって！　だって、英雄っていうのは人類にとって重要な役割で、選ばれた人がなるもので……それをなんでわたしなんかに!?」

「それはな、フィオ──」

　混乱するフィオレンツァに、ヒューイットはふっ、と達たつ観かんしたような目で、

「選ぶのがめんどかったから。もうこいつでいいやー、って」

「えぇぇー……」

　想像の遥はるか上をいく適当さだった。

「まぁ、そう気負うなよ。継承さえ済めば、それなりのものにはなるさ。──というわけだから、さっそく訓練を始める。まずは庭にでるか」

「は、はぁ……」

　色々と言いたいことはあったが、強引なヒューイットに押される形で、フィオレンツァは疑問を飲みこんだ。




「よく見てな、フィオ。魔術っていうのは基本、変にアレンジしようとか思わず、手順をなぞればそう難しいもんじゃない」

　庭に出たヒューイットは幼子に基礎を教える教師のように、丁寧に説明する。

「まずは自分の物質マテリアル体に重なってる霊アストラル体を意識しろ。指先の霊アストラル体を活性化させるんだ」

　ヒューイットが人さし指をたてると、仄ほのかに青白い光を帯び始めた。指が虚空を滑ると、青い光の線が刻まれる。光の線は円を描き、その内側に紋様を描きだしていく。

「これが魔ま導どう式しき。この図形は教本にも載ってる初歩的なものだ。記述の意味を理解すればアレンジも可能だけど、教本通りに書くのが一番安定してる。で、魔導式が組み上がったら大気中の遍在魔力アストラルを、自分の霊アストラル体を入口にして注ぎ込む」

　にわかに魔導式の輝度が上がり、回転し始める。

「そして起動呪文ブート・スペル。これは慣れれば口に出さなくてもいい。

　──《吹き荒れよ・風の槍ヴイント・ランツエ》」

　直後、凝縮された風の塊が庭の草をかき分けて疾走。木に衝突して枝葉をしならせた。

「ま、元素系の初歩魔術だとこんなもんか。人間相手なら、不意打ちでもよろめかせるのがやっとだ」

　簡単に魔術を実演してのけたヒューイットに、フィオレンツァは目を丸くしている。

「なんだ、魔術を見るのは初めてか？」

「エルフの集落でも魔術は使われていたので、見たことはありますけど……こんなに早く魔ま導どう式しきを組みあげられる人はいなかったので」

「そこは経験とセンスかな。慣れれば遠隔で魔導式を書いたりもできるようになる。今のは初歩魔術だから必要なかったけど、高度な術になると魔導式に音階詠唱も併用したり……まあ、それはいいか。フィオは使えないのか？　魔術」

「一応、魔導紋章イコンはあるのですが、魔導式の描き方も教わらなかったので」

「魔導紋章イコンがあるのに、式の描き方を教わってない？　随分と半端なことするんだな」

「すみません……」

「ま、いいさ。元より一から教えるつもりだったし。ちょっと手を出せ」

　ヒューイットはフィオレンツァの手を取り、自分の手と重ね合わせる。

「俺の体内魔力を循環させて、フィオの霊アストラル体を強制的に活性化させる。これで魔力線は引けるようになるはずだ」

　徐々にフィオレンツァの右手の人さし指が仄ほのかな青白い光を帯び始める。

「普通は魔力線を引けるようになるにも、それなりに訓練は必要なんだけどな。これはちょっとした裏技だよ。お勧めはできないけど。……こんなもんか」

　ヒューイットが手を離しても、フィオレンツァの指先は光を帯びたままだった。青白く輝く自分の指に、フィオレンツァは目を丸くする。

「これで……わたしも魔術が使えるんですか？」

「理屈上はな。とりあえず、教本見ながらでいいからやってみな」

「は、はいっ！」

　緊張と期待が入り混じった面持ちで、フィオレンツァは指先に意識を集中させる。拙つたないながらも指先が滑り、片手に持った教本を見ながらたどたどしく魔導式を描いていく。

　一分ほどで、少し不格好な魔導式が完成した。

「まあ、初めてならそんなもんだろ。次は大気中の遍在魔力アストラルを注ぎ込め。自分の背中の真ん中から取り込んで、腕を通り道にして魔導式に流すイメージだ」

　言われた通り、大気中の遍在魔力アストラルを取り込もうとする。が──

「あ、あれ？」

　魔導式はヒューイットの時のように滑らかに回転せず、錆さびついた歯車のように断続的な動きを見せる。

「え!?　なんで……きゃっ!?」

　不意に、魔術は起動呪文ブート・スペルを待つことなく暴発。その場で膨れ上がった風がフィオレンツァの矮わい軀くを吹き飛ばした。

　壁に叩たたきつけられそうになったところを機敏に動いたヒューイットが抱きとめる。

「大丈夫か？」

「え……あっ！　あわっ、す、すみません！」

　ヒューイットに抱えられていることに気づき、フィオレンツァは慌てて身体からだを離す。

「その……申しわけありません。わたし、才能ないみたいで……」

　落ち込んで俯うつむくフィオレンツァ。

　ヒューイットが手をあげると、長年の奴隷としての経験から、失敗を理由に殴られるかと思って咄とつ嗟さに首をすくめるが、ヒューイットはその頭にぽんと手をのせた。

「あんまり自分を卑下するなって。最初からうまくいくことばかりじゃないさ。それに、集中力はなかなかのもんだったぞ。ちょっと雑だけど、魔ま導どう式しきも問題なかった」

「そうなのですか……？」

「ああ。遍在魔力アストラルを流し込んだ時点で破は綻たんしたみたいだったが……相性の問題か？　ま、誰だれにでも得手不得手がある。まだ元素系魔術を失敗しただけだしな。俺もあんまり元素系は使わないし」

「え？　あんなに早く起動できるのに？」

「俺の専門は白兵戦でね。師匠が遠距離型だったから、その補助役やってた期間が長くてさ。フィオ、剣とかは……使えるわけないか」

　奴隷を私兵として使う者もいるが、体格からして剣士向きではないのは明らかだ。

「育成方針としちゃ、やっぱり魔術師メイガス系のクラスかね」

「クラスっていうと、魔術師メイガスとか聖騎士パラデインとか、ですよね？」

　あまりわかっていないように首を傾かしげるフィオレンツァ。

「そうそう。元は傭兵ギルドが始めたことで、傭兵が自分の能力をアピールしやすいように作られた肩書きだな。元素系魔術が得意なら魔術師メイガス、治癒系魔術が得意なら治療術師ヒーラー、肉体強化ブースト系に特化してれば戦士フアイターなんかの前衛クラスだ。ついでに言えば、近接攻撃力や敏びん捷しよう性せい、魔術適正なんかを数値ステータス化して、総合的な等級レベル付けをする方法もある。この方式は、今の騎士団にも受け継がれてる」

「へぇ……なんだかおもしろいですね。どうやって測るんですか？」

「実戦を想定した訓練施設で、傀く儡ぐつ術師が用意した泥人形マツドマンや石巨人ゴーレム相手に立ち回るんだ。そこでの動きを検証して、複雑な計算式に当てはめて割りだすらしい。いけそうだったらフィオも放ほうりこもうかと思ってたんだが──」

　じっとフィオレンツァを見下ろすヒューイット。

「今のおまえを放り込んだら、死ぬな」

「そ、そんなに危ないところなんですかっ!?」

「実戦での力を見るための場所だからなー。事故ぐらい起こるさ。ま、魔術をそれなりに使えることが前提だから、どのみちしばらくはおあずけだよ」

　その言葉に、安心して胸をなでおろすフィオレンツァ。

「ともあれ、肉体強化ブースト系とか加速アクセル系で試さなくてよかったな。外部に魔ま導どう式しきを構築する元素系と違って、肉体強化や加速は自分の霊アストラル体に魔導式を構築する術だからな。暴発すれば、最悪全身バラバラだ」

　ひぃ、と青ざめてがたがた震えるフィオレンツァ。

「まあ俺としては、おまえの身体からだに魔導紋章イコンが既に刻まれてたってことの方が意外だったんだよな……エルフの集落では、誰だれにでも刻むのか？」

　魔導紋章イコンとは、人間が魔術を使う際に必須となる紋様のことだ。霊アストラル体に魔術的な手法で紋様を刻むことで物質マテリアル体と霊アストラル体の親和性が上がり、魔術行使が可能となる。

「わたしがいた集落では、長老様が成長に合わせて少しずつ魔導紋章イコンを書き足していくんです。ただ、わたしの場合は中途半端に終おわっちゃって……」

「ああ、奴隷になったからか。魔導式の描き方を教わらなかったのも、それでか」

「あ、いえ、そうではなくてですね……わたしの場合、もっと早い時点で刻むのをやめちゃったんですよ」

「？　どういうことだ？」

　首を傾かしげるヒューイットに、フィオレンツァは自嘲気味に笑って見せる。

「最初に刻むのが七歳になってからなんですけど、その時点で長老様はわたしに魔術を使うことを禁じて、それ以来魔導紋章イコンを書き足すこともなかったんです。……落ちこぼれだったんですよ、わたし」

　フィオレンツァは申し訳なさそうに俯うつむき、ひとり言のように呟つぶやく。

（そうですよね……結局わたしには、特別なことなんてなにも……）

　──ほんの少しだが、期待してしまった。なにも持たない自分にも、意味のあることができるのではないか。人の役にたてるのではないかと。

「ま、のんびりいこうぜー。焦ってもしょうがない」

　だが、ヒューイットは気楽に肩をすくめる。

　てっきり、これで英雄の座を継がせる話はなくなるものと思ったのだが、あくまで自分を弟子として育てるつもりらしい。

　ヒューイットがどういうつもりなのかはわからない。けれど、

（わたしなんかに期待してくれるんなら、できるだけ頑張ってみよう）

　フィオレンツァはそう思った。

「というわけでだ、フィオ。さっそくだが、おまえの魔術の才能を伸ばすためにしてもらうことがある」

「は、はいっ！　なんでも仰おつしやってください！　わたし、頑張りますから！」

　意気込むフィオレンツァにヒューイットは満足げに頷うなずく。

「それじゃあフィオ、とりあえずは──」

　ヒューイットはフィオレンツァの肩に手を置き、真面目な顔で言った。

「脱げ」

「…………へ？」




　ベッドに寝かされたフィオレンツァの全身が、緊張に強こわ張ばる。呼吸も心なしか荒く、吐息は熱っぽく湿っていた。

　スー──と。ヒューイットの指先が、剝むき出だしのフィオレンツァの肌をなぞる。その度に背筋がびくんと跳ね、頰ほおに差した赤みが増していく。

「この辺はどうだ？」

「ひゃうっ!?」

　ヒューイットの指が柔肌を押すと、一際甲高い声があがる。

「おい、静かにしてろ」

「はっ、はい……」

　フィオレンツァは唇を嚙かむと、きゅっとベッドのシーツを握りしめる。

「……っ、…………、ぁ……、ん……っ！」

　なおも執しつ拗ようにヒューイットの指が、フィオレンツァの肌をなぞる。その度に、フィオレンツァは漏れそうになる悲鳴を吞のみこむ。

「こんなもんか」

　息を荒くしているフィオレンツァに、ヒューイットは淡々と告げる。

「……ぉ……、終おわりました、か……？」

「ああ、おまえの身体からだのことは大体わかった。もういいぞ」

　ヒューイットの言葉に、うつ伏せの状態だったフィオレンツァは安あん堵どの吐息をつき、剝き出しになっていた背中を、いそいそと服で隠す。

　その背中には、うっすらと光の紋様が浮かびあがっていた。

　魔導紋章イコン──人が魔術を使う際に必須となる、物質マテリアル体と霊アストラル体の親和性をあげるための細工だ。

　魔導紋章イコンは肉体ではなく霊アストラル体に刻むため、普段は肉眼で見ることはできない。魔術行使などにより魔力を流すことで紋様が浮かびあがり、初めて見えるようになるのだ。

「それで……わたしの魔導紋章イコンには、なにか異常はありましたか？」

　ヒューイットの手を離れて光が収まっていく背中を気にしながら、フィオレンツァが言う。魔術の不発を受け、フィオレンツァの魔導紋章イコンをチェックしていたのだ。

「結論から言って──フィオの魔導紋章イコンは未完成ではあるけど、肝心な部分はしっかり機能している。魔力はちゃんと流れてるから、魔力抵抗が異常に高い体質ってわけでもないしな。初歩の術なら十分に発動できるはず……なんだけど」

　ヒューイットは歯切れ悪く言って首を傾かしげる。

「えと……それはつまり、わたしが下手なのがいけない、ということでしょうか……？」

「今はまだなんとも言えないな。長年戦場で魔術を使ってると、瘴しよう気きも一緒に取り込んじまって霊アストラル体が澱むケースもあるが、フィオの場合それもあり得ないし」

　施術で肩が凝ったのか、首を回しつつ続ける。

「体質的なものなら、ある程度は矯正できる。とりあえず今日は、ろくに使われてなかったフィオの魔導紋章イコンに俺の体内魔力を通して刺激しといた。これからはおまえの中途半端な紋章に、俺が英雄の魔導紋章イコンを描き加えていくことになる」

　つまり、この恥ずかしい時間はこれからの日課になるらしい。フィオレンツァは前途多難な日々に内心ため息をつく。

「あの……英雄の魔導紋章イコンって、普通のとは違うんですか？」

「ああ、そもそも魔導紋章イコンってのは流派ごとの秘伝なんだ。基礎の部分はどこも同じだけど、その枝葉の記述で特定の系統の魔術への適正に補正がかかったりもする。あとは、恩寵グレイスが込められている場合もあるな」

「グレイ、ス……？」

　聞きなれない単語に、フィオレンツァが首を傾げる。

「簡単に言えば、霊アストラル体に刻まれる便利効果ってとこだ。それについてはおいおい説明するさ。──それよりもフィオ。俺たちには一刻も早く解決しなければならない問題がある」

　一転して真剣なまなざしになるヒューイットに、フィオレンツァは緊張する。

「俺たちに振りかかっている問題……それはな──」

　ごくりと唾つばを飲むフィオレンツァに、ヒューイットは言った。

「我が家には一切の食料がない」




　というわけで、二人は市場へ買い出しに赴くこととなった。

「いやー、まさか食料庫が空っぽとはな。最近あんま飯食ってなかったから気づかなかったわ。はっはっはー」

　ちなみに屋敷には立派な厨ちゆう房ぼうがあるのだが、確認してみると一年以上使っていないらしく、かまどには蜘く蛛もの巣が張られていた。

　引いた。正直に言って、ドン引きだった。労働奴隷用にあてがわれた部屋ですら、あれほど荒れ果ててはいなかった。

（……まずは片づけから始めないといけませんね。あ、でも、わたしに割り当てられた部屋は綺き麗れいだったな……誰だれか使ってたのかな？）

　当然と言えば当然だが、裏町と違って表通りの市場は清潔で活気があった。

　道行く人々の身なりもしっかりしており、生活水準の高さを窺うかがわせる。

「ヴィクティムはもともと交易の中継地だからな。市場に来れば食料も雑貨も大体そろう」

　最初にヒューイットが足を止めたのは青果店だった。雑多に積まれた野菜や果物を見回し、ヒューイットは片かた眉まゆを上げる。

「随分とまた値があがってんな」

　予防線を引くように店主が渋い顔で答える。

「そりゃあ、しょうがねぇってもんさ。西部は獣アロステイアの毒に侵されて、ろくに作物も育たなくなってる。品薄になりゃ、単価上げるしかねぇ。こっちも商売なんでな、まからねぇぞ」

「質もあんまりよくないな……まあ、今の状況じゃあしょうがねぇか」

「そうさな、質がいいものは金持ち御ご用よう達たしの商人に取られちまうんだ。まったく、生きづらいご時世だぜ」

　フィオレンツァがおずおずと訊たずねる。

「ヒューイット様、野菜の質とかわかるんですね」

「農村出身だからな。いやでも身につくさ」

「え？　ヒューイット様も畑仕事とかされていたのですか？　都市育ちだとばかり」

「いや、十歳くらいまでは農村で土いじりしてたよ。遊び程度に剣は振ってたけどな」

「へぇ……ご家族をこちらに呼ばれたりはしないのですか？」

　せっかくあれだけ立派な屋敷を持っているのだ。都市で成功して田舎の家族を呼ぶというのは貧しい村の者が抱く、よくある夢だと思ったのだが。

「もういない。獣に襲われて村は壊滅した」

「あ……」

　聞いてはならなかったことを聞いてしまったと思い、フィオレンツァは縮こまる。

「なにしょぼくれてんだ。よくある話だよ。俺の場合、師匠に拾われてどうにかなったぶん、運がいい方だ」

　いつもの薄笑いからは本心が見通せなかったが、少なくとも空元気というわけではなさそうだった。

（わたしは……まだそんなふうには笑い飛ばせないな）

　故郷の村が燃えている光景は、今でもありありと思いだせる。背中に矢を受けて倒れる村人、炎に巻かれて叫びをあげる隣人──思いだすだけで足がすくむ。

　嫌な記憶が首をもたげた時、フィオレンツァは空を見上げ、意識を空白にすることでやりすごしてきた。

（いつかわたしもヒューイット様みたく、笑って話せるようになるのかな……）

「おっさん、これとこれ貰もらうわ」

「おう、まいどありぃ」

　商品と引き換えに銅貨を支払うヒューイット。

「フィオ、大体の値段おぼえとけよ。一人で買い出し頼むこともあるだろうから」

「がはは、そっちの可愛かわいいお嬢ちゃんだったら、値引きしてやらんこともねぇな」

　気のいい笑みを浮かべ、店主は言う。

「あ、その……ありがとう、ございます」

　綺き麗れいな服を着ていたからだろうか。外見のことを褒められた経験がなかっただけに、フィオレンツァは顔を赤くしてお辞儀をする。

　と──突然店主の顔が曇る。眉み間けんにしわが寄り、あからさまに不快げな顔で吐き捨てる。

「チッ……なんでぇ、長耳か。縁起でもねぇ」

「あっ……」

　そこで気づいた。お辞儀した拍子に、耳を隠していた髪がずれ、尖とがった耳があらわになっていたことに。

　咄とつ嗟さに手で耳を隠す。綺麗な服を着られ、大きな街の市場を自由に歩けることにうきうきと弾んでいた心が、急速にしぼんでいく。

　それが現実だった。いくら可愛い服を着ていても、手足を縛る鎖がなくても──自分はあくまで、異端者でしかない。そこにいるだけで忌み嫌われる、先住民エルフの奴隷なのだ。

「もうこねぇでくれ。厄がついちまう」

　さっきまであんなに気のよかった店主が、煩わしげにフィオレンツァを追い払う。

　悲しかった。善意が自分に向けられると思いこんだ自分が呪わしかった。しかしそれ以上に、自分のような者を連れているせいでヒューイットが恥ずかしい思いをしたことが申し訳なかった。

「ヒューイット様……申し訳ありま──」

　フィオレンツァが言い切る前に、ヒューイットは店主に詰め寄っていた。親しい相手にするように肩に手を回し、

「な、なんだあんた……ぐお!?」

　一瞬の後には、店主の首をがっちり腕と身体からだで挟み込んでいた。

　変わらぬ薄笑いのまま、挨あい拶さつでも交わすように淡々と言う。

「──なぁ、あんた。この街で商売してんだから、当然営業許可証は持ってるよな？」

「あ、当たり前だろうが、でなきゃ堂々と商売できるわけ……クソ、外れねぇ……！」

　ヒューイットの腕を振りほどこうとしているようだが、まったく緩む気配がない。当然だろう。身の丈ほどもある大剣を軽々振り回せるほどの膂りよ力りよくがあるのだ。

「だよなー。裏町は例外としても、この街の治安が保たれてるのは、貴族様による統治が行き届いているからだ。逆に言えば、貴族に睨にらまれればこの街では生きていけない。そんなことはオムツがとれたばかりのガキだって知ってる。──で、ここで問題だ。これ、なーんだ？」

　ヒューイットが懐から出したのは、銀の懐中時計。その蓋ふたに刻まれた彫金細工に気づき、店主の顔が青ざめる。

「そ、そいつは王家の……っ!?」

「そう──こいつは聖王陛下から直々に贈られる懐中時計だ。これがどういうことか、わかるよな？」

「あんたまさかっ……」

　顔面蒼そう白はくの店主に、ヒューイットは含みを持たせた笑みで言う。

「うちの使用人が買い物に来たときは、なにとぞよろしく頼むぜ？」




「まあ、もちろんあれはただのハッタリなんだけどな」

　歩きながら銀の懐中時計を放ほうり投げてはキャッチし、ヒューイットは言った。

「一応、英雄になった時点で下級貴族相当の権限は与えられてる。こいつはその証拠みたいなもんさ。とはいっても、営業許可を取り消すような真ま似ねはできないけどな」

「じゃあさっきのは……」

「あっちが勝手に俺を貴族の関係者だと誤解しただけ。はっはー、早とちりー」

「あからさまに勘違いを誘導していたと思いますが……」

　とはいえ、その意図はフィオレンツァを庇かばうことにあったのは明白だ。

「でも……どうしてわたしなんかを庇って下さったんですか？」

「フィオ。あんまり『自分なんか』とか言うな。おまえはエルフで奴隷だけど、それ以前に俺の弟子で、英雄の後継者だ」

「ヒューイット様……」

　勇気づけるような優しげな言葉に、フィオレンツァは感激しかけたが、

「それに、どうせ俺の力を受け継いだら、あんな奴ら好きにぶっ飛ばせるんだし」

「そ、それも問題ある気がしますが……」

　ヒューイットは自分で色々と台無しにしていた。

　はっはっはー、と笑うヒューイット。その言葉が本気なのか冗談なのか、なにが本音でなにが噓うそなのか──フィオレンツァには判断がつかなかった。




　その後いくつかの店を回ってから、二人はヴィクティム中心部まで足を運んでいた。

「あれが世に名高いヴィクティムの時計塔だ。大陸広しといえど、あれだけ高い建築物はほかには聖王都の王宮くらいのもんだよ」

「わぁ……おっきいですね」

　首を後ろに倒さなければてっぺんが見えないほどの巨大建築物を前に、フィオは思わず感嘆の吐息を漏らす。

「これが建てられたのは百年くらい前でな。重力魔術が実用化されて石材を持ち上げるのに使われるようになって、建築技術が一気に進化した時期だ。その頃は、建物の高さがそのまま権威の高さにつながると考えられててな。で、王宮に迫る高さになってきたもんだから、王室が慌ててお触れをだして、王宮を越える建物を建てるのはご法度になったって逸話がある」

「物知りなんですね、ヒューイット様」

　尊敬のまなざしを送るフィオに、ヒューイットは肩をすくめる。

「師匠の受け売りだよ。曰いわく、『権威のでかさと人間の器は反比例するいい事例』だそうだ」

「て、哲学的な方だったんですね……」

「ひねくれ者っていうんだよ」

　時計塔は堅けん牢ろうな外壁に囲まれており、その敷地内には他にも巨大な建物があるようだ。

「あの建物はなんですか？」

「議事堂。権力という自己顕示欲を満たす道具を与えられた連中が、日夜税金を食いつぶしながらくだをまく施設だ」

「変わった表現ですね……」

「師匠よりは控えめだぞ。あの人は豚小屋のひとことで済ませてたし」

「へぇ……」

　話題を変えようと、時計塔前の広場を見渡す。屋台で商売をしている者がちらほらと見られる。その付近にはパラソルつきのテーブル席がいくつか並んでいた。

「屋台、いろいろありますね」

「獣アロステイアとの戦いの最前線とはいえ、大陸で二番目の都市だからな。商売のチャンスは多いさ。せっかくだし、なんか食っていこうか」

「あ、そんなつもりで言ったわけでは……」

「俺が腹減ったんだ。付き合ってくれよ」

「……はい」

　自分を気遣ってくれたのだろうか。申し訳なく思う反面、嬉うれしくもあった。

　二人が屋台へ向かおうとして──

「……もし、そこなお二人……」

　か細い声が、二人を呼びとめる。

　そこにいたのは、修道女だった。埃ほこりに塗れた修道服に身を包み、杖つえ代わりの木の枝に縋すがりつくようにして立っている。足はがくがくと震え、今にも倒れそうだ。と思うや、前のめりに膝ひざをつく。

「だ、大丈夫ですかっ!?」

　慌てて助け起こすフィオレンツァ。修道女の顔の上半分は前髪に隠されて、目の色も窺うかがえない。修道女は弱々しい声を絞り出す。

「嗚あ呼あ、これも神の思おぼし召めしでしょうか……使命半ばで命尽き果てんとするこの時に、あなたのような慈悲深い方にまみえるとは……うっ、ごほっ、ごほっ、えげふっ！」

「あ、あの、お医者様にお見せすれば……」

　修道女はフィオレンツァを遮るように首を振る。

「よいのです……自分の身のことは、自分が一番よくわかっております……これは医者の手にかかってどうにかなる類たぐいのものではありません……」

　すべてを悟りきったように、むしろ穏やかに修道女は語る。

「ただ、ひとつだけ……これもなにかの縁と思い、願いを聞いていただければ、この魂は安らかに最後の時を迎えられるでしょう」

「わ、わたしにできることならなんでも言って下さいっ」

　雰囲気に当てられてか、フィオも上ずった声で答える。

「慈悲深き御お方かた……どうか聞き届けください。願わくば……」

　その言葉を一言一句聞き逃すまいと息を潜めるフィオレンツァに──修道女は言った。

「ごはん奢おごってください」




「いやー、助かりましたー」

　先ほどまでのやつれた声から一転、修道女は潑はつ剌らつと言った。

　三人は屋台横のテーブル席で、共に昼食をとっていた。テーブルの上には大量の器が散らばっている。どう見ても人数分の倍以上はあったが、そのほとんどが修道女の腹の中に消えていた。

　微妙な顔でその食いっぷりを見ていたフィオレンツァが言う。

「はぁ……それはよかったです……えっと」

「あ、申し遅れましたー。シスター・コレットと言いますー」

「フィオレンツァです」

「ヒューイットだ」

「ふむふむ。フィオレンツァさんに、ヒューイットさんですね。いやはやー、助かりましたよー。これこそまさに神の思し召し。信仰のたまものでしょうかー」

「あんたを助けたのは俺の財布だよ」

　胡う散さん臭くさいものを見る目で言うヒューイットに、シスターは指を振って否定する。

「ノンノーン。正しい行いをしていれば、善行は巡り巡るのですー。汝なんじ、いいことありますよー、そのうち」

「適当だな」

「神の助けはいつどんな形で巡ってくるかわからないのですー。善意をもって接していればいずれ善意が返りますしー、悪あく辣らつな者はことごとく煉れん獄ごく行きです～。浄化の炎でこんがりバーベキューです～」

「こいつほんとに聖職者か……？」

「どこからどう見ても完かん璧ぺきなシスターさんですよー？　エイメン」

「とってつけた感がすごいですね……」

　さすがにフィオレンツァも苦笑する。

「いやー、しかしこの街も変わりましたねー。以前は二割くらいの確率で食べ物もらえたんですけどねー。お二人に助けてもらうまで、かれこれ三時間は粘りましたよー」

「しょっちゅうやってるんですね……前にもこの街に来たことあるんですか？」

「大陸各地を巡礼しながら布教活動に努めておりますので～。いやはや、世も末ですねー。人心、乱れてますねー」

「ていうかあんた、どこの宗派だ？」

　待ってましたとばかり、シスターは目を輝かせて（髪で見えないがそんな雰囲気）手の平をぱちんと打つ。

「ふっふっふー、知りたいですかー？　知りたいですよねー？」

「いや、そんなには」

「なれば教えてしんぜましょう！」

　話を聞かない聖職者だった。

「遠からん者は音にも聞けっ！　近くば寄って、目にも見よっ！　乱世を信仰で救う使命を帯びた、我が教団の名は！　──箱舟教団！」

　テーブルに片足を乗せ、両手の平を天に掲げて名乗りあげる修道女。通行人の視線が一瞬集まるが、すぐに目を逸そらされていた。

「完全に腫はれ物扱いだな」

「布教活動とは地道なものでございますればー。なかなか大衆の理解は得られない、茨いばらの道なのでございますー」

　奇異の眼まな差ざしにも応こたえていないらしい。テーブルから降りて座り直す。

「しっかし、箱舟教団ね……聞いたことないな」

「新興宗教ですからー。絶賛信徒募集中ですー。お二人もどうです？」

「遠慮しとく」

「そんなこと言わずー。大丈夫、怪しくないよー、だからとりあえず三日間体験コースからいかが～？　今なら王立劇場の観劇チケットもつけますよー」

「怪しさしかないわ」

「疑りぶかいですね～」

「新興宗教立ちあげて寄付金集めてばっくれるって詐欺はありふれてるからな。あんたのとこはどういう理屈だ？　箱舟とやらを作って、獣アロステイアから信徒を救済するとか？」

「箱舟製作は現在暗礁に乗り上げておりますー。試算したところ、必要経費が国家予算超えたので～。いい金づる……あいや、貴族様のパトロンを探しているところです～」

「酷ひどい本音がでましたね……」

　身も蓋ふたもない大人の事情に、呆あきれればいいのか笑えばいいのか。

　と、思いついたようにコレットが二人を見る。

「ところでお二人は～、恋人同士かなにかで？」

「……ふぇあ!?」

　フィオレンツァが一瞬で顔を真っ赤にし、奇妙な声をあげる。

「な、なんでそうなるんですかっ!?」

「いやはやいやはや、こんな白昼に若い二人が広場で逢あい引びきとなるとー、もうそれしかないのでは？　と、わたくしめは思うのですよ～、ハイ」

「いっ、いいえそんな恐れ多い！　わたしはただのヒューイット様の奴隷ですからっ！」

「……上級者でしたかー」

　生温かい目で見られた。

　と──

「シスター！」

　大声で呼びかけてきたのは、一見すれば少女とも見間違えそうな、線の細い少年だった。年齢は十代前半、フィオレンツァと同じ程度だろうか。簡素だが丈夫な旅装は使い込まれているらしく、シスターと同じく砂さ塵じんに塗れている。見た目の割に力があるのか、大きな背はい囊のうを背負いながらもしっかりした足取りで駆け寄ってきた。

「探しましたよっ！　まったくもう、ちょっと目を離すとすぐいなくなるんですからっ」

　あどけなさが残るものの整った顔立ちを困ったように歪ゆがめる。

「おやー、アッシュくんじゃないですか～。どこ行ってたんですかー？」

「シスターを探してたんですよっ！」

　半泣きで抗議する少年。そこでテーブルの様子に目を止める。

「ああっ、もう、またこんなに人に食べ物をたかって……！　すみません、お代はお支払いしますから」

　若くして既に苦労人の風情を漂わせる少年を、ヒューイットが制止する。

「いいよ、一度奢おごるって言ったんだ。子供に払ってもらう方が恥ずかしい」

「でも……」

「そうですよ～、アッシュくん。人の好意はー、素直に受け取るものです～。そうやって、善意の循環というのは始まるのです～」

「シスターが言わないで下さいよっ！」

　そこではっと時計塔を見上げる少年。

「ああっ、もうこんな時間に……！　シスターっ、早く報告に行かないと！」

「あらー、そういえばそんな話もありましたねー」

　のろのろと立ち上がるシスターにやきもきさせられながら、ヒューイットに申し訳なさそうな視線を向ける少年。

「ほんとにすみませんっ。本当なら、ちゃんとお詫わびしなければいけないんですけど……」

「いいって。なんか知らないけど、急いでるんだろ」

　それでもなお迷いがあったようだが、深々と頭を下げるとシスターの腕を引っ張って去っていく。

「ごきげんよう～。お二人に祝福がありますように～」

「ちゃんと歩いて下さい！」

　連れの剣けん幕まくにも動じず、最後まで暢気のんきに手を振るシスターだった。

「……変わった方たちでしたね」

「どこにでも変人はいるもんだな」

　そんな奇妙な出会いを挟みつつ、二人の街歩きは続いた。




　ヒューイットたちと別れたシスターと少年の姿は、巨大な門の前にあった。

　衛兵の詰め所がすぐ横にあり、今も槍やりを携えた衛兵が門前に立っていることから、二十四時間体制で見張りが置かれていることがわかる。それもそのはず、そこはヴィクティムの都市機能を担う重要施設だ。

　出入りする者は厳重なチェックを受け、その動向も常に監視されることになる。万が一、敷地内で狼ろう藉ぜきを働こうものなら、百名を越える衛兵によって瞬く間に包囲されるだろう。

　そんな場所に、シスターと少年は無造作に歩み寄る。あまりにも堂々と近づいてくる修道服姿の女に衛兵たちは戸惑って一瞬反応が遅れるが、槍を構えて二人を押しとどめる。

「そこで止まれ！　女、ここをどこだと心得ている！」

「枢密院の直属機関、〈黙示録の獣アロステイア〉対策室の本部、ですよねー」

　槍を突きつけられながら暢気に答えるシスターに困惑し、同僚と視線を交わす衛兵。

「わたくしー、箱舟教団の者ですー。議員の方にー、お取り次ぎ願えますか～？」

「議員……？　十三貴族の方々に謁見を望むというのか？」

「ですです～」

　衛兵はもう一度同僚と視線を交わし、失笑する。

「女、箱舟教団とか言ったか？　おおかた貴族にとりいって後ろ盾になってもらおうという新興宗教だろうが、そんな輩につきあっている暇は……」

　そこで、衛兵の言葉が止まる。シスターが懐から取り出したものを見たからだ。

「っ……!?　それは聖王陛下の……!?」

　シスターの手にあったのは、精せい緻ちな彫金の施された懐中時計。

「お取り次ぎ、いただけますよね？」

「はっ……、こ、これは失礼いたしました！」

　衛兵たちは態度を一転、槍やりを引いて背筋を伸ばす。

「議員へは来訪を伝えますが……そ、その、どのような用件と伝えれば……？」

　恐縮しながら問う衛兵に、シスターは暢気のんきに唇に指を当ててしばし考え、言った。

「そうですねー……大陸の存亡に関かかわる火急の用件──そうお伝えくださいまし～」
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　──それは人知れず、成長を続けていた。

　それは生物を、木々を、果ては大地さえも喰くらいながら、地の底で人知れず力を蓄える。

　使命感でもなく、義務感でもなく、ただ生まれ持った在り方として──それは惑ほ星しの命そのものを喰らう。

　人は天の星に祈り、願う。どうかこのまま世界が続きますようにと、想像を超えるなにかに縋すがることで、現実から目を背ける。故に──

　現実を見ず、天ばかりに気をとられているから、人は足元を掬すくわれる。すぐ足もとにある滅びに吞のみこまれる。

　人類が死に絶えるとしたら、それを成すのは空から降る凶星でも、地平線の彼方かなたから押し寄せる百年の寒波でもない。

　──来たる滅びの時へ向け、それは着々と成長を続ける。自身の存在意義を疑うこともなく、ただただ滅びをもたらす存在として完成するために──
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「どの系統にも適性がなく、初級魔術すら撃てない……じゃと？」

　クライゼル邸のリビングにて、ソーニャが眉まゆ根ねに皺しわを寄せて唸うなる。

　フィオレンツァが屋敷に来て数日、ソーニャは修行の進しん捗ちよくの確認に訪れていた。

「まったく……だから言ったであろう。訓練も受けていない者を英雄にしようなど、もとより無謀だったんじゃ。いくら恩寵グレイスで補正がきくとはいえ、そもそも魔術の才は個人差が大きい。優劣ではなく、適材適所という話じゃ。──今からでも遅くない、弟子を選びなおすのじゃ」

「お断りだね。フィオ以外を弟子にとる気はない」

「くっ、強情な……！」

　聞く耳もたないヒューイットに、ソーニャはほぞを嚙かむ。

「……そこまで言うならば、選び直すという案は一度置いておく。が、問題を放置しておくわけにもいかんぞ。議会への報告も必要じゃからな」

「そういうことならお嬢様。わたくしに考えがあります」

　挙手したのは背後に控えていたヘルベルカ。

「こんなこともあろうかと不肖ヘルベルカ、フィオレンツァ嬢の力となるべく、準備をして参りました。──この場はわたくしめにお任せ下さい」

「準備……？」

　にこりともせずに言うヘルベルカに、一同は顔を見合わせた。




「ぃぃぃぃいいいいいいいやぁぁああああああああああああああああ……！」

　悲鳴を上げながら、屋敷の庭をフィオレンツァが死に物狂いで走る。

　その後を追いかけるのは、体長三メートルほどの巨大トカゲ。背中には剣山のような棘とげが生え、ズラリと並んだ牙きばは人間の手足など骨ごと嚙みちぎれそうだ。

「ヘ、ヘルベルカ様っ！　な、なんでわたしこんなことさせられてるんですかっ!?」

　高みの見物のヘルベルカに、フィオレンツァが抗議の声をあげる。

「魔術に失敗するのは精神的なものが原因となっているケースも多いと聞きます。であれば、極限状況に置かれることでこう、なにかしらのタガが外れ、それまでできなかったことが案外できたりとか、そういう感じで」

「そんなふわっとした理由でっ!?」

　ただの精神論だった。

「ていうかっ、このトカゲなんなんですかー!?」

「それはわたくしが丹精込めて育てたペットのモコちゃんです」

「まったくモコっとしてないんですけど!?」

「フィオレンツァ嬢、モコちゃんは強い子ですので、少しくらい魔術を当てても大丈夫です。さあ、遠慮せずにバシッとおいきなさい」

「その前にガブっとやられそうですが!?　ソーニャ様、助けてくださいぃぃぃぃぃ……！」

「お嬢様、フィオレンツァ嬢が呼んでおられますが」

　この場における唯一の常識人に助けを求めるが、そこには身を縮めて丸くなり、頭を抱えてガタガタと震えるソーニャの姿があった。

「……いやじゃ……いやじゃいやじゃ、ヘルベルカ、それだけは、それだけはやめてくれっ、言うこと聞くから、もうわがまま言わないから……ひっ、そ、そのトカゲを近づけるでないっ！　あああ吐息が、よだれがぁぁぁぁあぁあぁぁぁあああぁぁぁ……！」

　ヒューイットがヘルベルカを胡乱うろんげに見やる。

「こっちはこっちでなんかトラウマ刺激されてるみたいだな……なにやったんだ？」

「わたくしはソーニャ様の教育係を任されておりましたゆえ。教育には、飴あめと鞭むちの使い分けが肝要でございます」

「心の傷負ってるレベルなんだが、おまえの鞭」

「誰だれでもいいから助けてぇぇぇえええええええええええ……！」

　巨大トカゲはじゃれているつもりなのか、手加減しているのは傍はたから見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだったが、当のフィオレンツァにしてみれば命がけだ。

「まあ、そのくらいにしとけ」

　ヒューイットが割り込み、巨大トカゲの突進を片手で食い止める。

「うぅぅ……ありがとうございますぅ……」

　ヒューイットの背中に隠れたフィオレンツァが、涙に潤んだ瞳ひとみで見上げてくる。

「ヘルベルカ、ちょっと無む茶ちやしすぎだ」

「これは失礼を。わたくしとしたことが、熱が入りすぎたようです。──フィオレンツァ嬢、大丈夫ですか？」

　案外素直に非を認め、フィオレンツァに声をかける。

「は、はい……あの、そのトカゲ、どうにかできませんか……？　動物は好きですけど、さすがにちょっと大きすぎて……」

「ご安心を。モコちゃんにとってわたくしは親代わり、わたくしの命令はすぐに聞きます。──モコちゃん、伏せ」

　ヘルベルカが命令するが、巨大トカゲは興奮している様子で指示を聞こうとしない。

　ヘルベルカは巨大トカゲの正面に歩み寄ると、握りしめた拳こぶしを頭に振り降ろした。

　ドズン！　と重々しい音を立てて頭が地面にめり込み、それっきり沈黙する。

「とまあ、このようにモコちゃんは従順な子なのです」

「おまえ三秒前に言ったこと覚えてる？」

　そんな具合で、今日もクライゼル邸は平和だった。
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「ちょっと出かけてくる」

　夕方も近くなった頃、玄関先を掃いていたフィオレンツァにヒューイットが声をかけた。

「あ、はい。今日はどちらに？」

「英雄ともなると、色々しがらみがあってさ。人づきあいも楽じゃないよな」

　ヒューイットは時折こうして、突然でかけることがあった。貴族に準じる身の上だと聞いているから、晩ばん餐さん会かいかなにかに招かれているのかもしれない。

　こういう時、あまり主あるじの動向を探るのも失礼だと思い、深く追求しないことにしていた。

「おかえりはいつ頃になりますか？」

「今日はちょっと遅くなるかもな。ま、別に待ってなくていいから、先に寝てていいぞ」

「はい。では、いってらっしゃいませ」

　腰を折ってヒューイットを見送る。

　と、ヒューイットは足を止めて振り返り、呆ほうけたような顔でフィオレンツァを見た。

「？　どうかしましたか？」

「……いや、なんでもない」

　なにか変なことを言ったかとフィオレンツァが首を傾かしげていると、主は一瞬ふっと笑う。

「行ってくる」

　そう言って、ヒューイットは屋敷を後にした。

　不思議な反応に首を傾げながら、フィオレンツァはその背中を見送った。




　深夜、屋敷のリビング。フィオレンツァはランプの明かりを頼りに針仕事をしていた。

　ふと、手を止めて窓の外に視線を送る。

「ヒューイット様、遅いな……」

　先に寝てもいいとは言われているが、ちょうど針仕事が残っていたので、進めながら待つことにしたのだが、今日は普段にも増して遅い。

　あくびを嚙かみ殺ころしながら、淡々と作業を進める。

　どれくらいの時間が経たっただろうか。ふと──玄関からなにか物音が聞こえた。

「ヒューイット様……？」

　一瞬そう思うが、様子がおかしい。ヒューイットであれば、さっさとドアを開けて入ってくるはずだ。

（もしかして……泥棒？）

　みてくれだけは立派な屋敷だ。最近はフィオレンツァが庭の手入れを始めたこともあって、徐々にだが綺き麗れいになりつつもある。泥棒に目を付けられたとしてもおかしくはない。

　留守を任された身としては、屋敷を守らなければならない。フィオレンツァは覚悟を決めると、暖炉の火かき棒を手に玄関へと向かう。

　そろりそろりと足音を殺し、玄関扉へ手をかける。

　深呼吸して気持ちを落ちつけ──一気に扉を押しあける。

「どっ、どちらさまでひょうか!?」

　嚙かんだ。しかも、泥棒（推定）相手にどちらさまって。

　しかし、玄関先には誰だれもいなかった。

「…………あれ？」

　振り上げた火かき棒を手持ち無ぶ沙さ汰たに下ろす。気のせいだったのだろうか。

（まあ……そもそも泥棒だったら玄関からは入らないのかな……）

　早とちりした自分の行動が恥ずかしくなり、戻ろうとして──つま先が何かにあたる。

　足元を見下ろすと──そこには、力なく倒れるヒューイットの姿があった。

「ヒュ……ヒューイット様……!?」

　うつ伏せに倒れたヒューイットから返事はなく、ただか細い呼吸音だけが聞こえていた。




　ヒューイットの身体からだを引っ張り、どうにかリビングのソファまで運ぶ。

　仰あお向むけに寝かせた主あるじの様子をランプの明かりで確認し──フィオレンツァは息を飲む。

　血だ。流れ出た血で外がい套とうの下のシャツがべっとりと濡ぬれている。

　しばし呆ぼう然ぜんとするが、はっと気づいてヒューイットの外套を脱がせる。見た目は細いが筋肉がしっかりついているせいか重く、脱がせるのにも苦労する。シャツはどのみち血が落ちそうになかったので、鋏はさみで切った。

「……ッ！」

　露あらわになった傷きず痕あとに、悲鳴が漏れかける。

　肩口からわき腹まで、三条の深い傷が走っている。傷が並んでいることからして、剣などの刃物ではなく、獣アロステイアの爪で切り裂かれたのだろう。

「と、とにかく、応急処置を……！」

　急いで布で血を拭ぬぐい、消毒用のアルコールをかけようとして──気づく。

「傷口が……治ってる……？」

　徐々にだが、ヒューイットの傷が塞ふさがりつつあった。既に身体の内側は再生されていたのか、出血量も見た目の悲惨さほどではない。

《恩寵グレイス》──ヒューイットに教わったことを思いだす。魔導紋章イコンに特殊な記述を加えることで、様々な異能力を身につけることができる術理。つまりこれは、本人が気を失っていようと自動で発動する、治癒の恩寵グレイスということか。

　しかし、それは本来些さ細さいな効果のはずだ。明らかな致命傷を、こんな速度で回復させるなど、規格外にもほどがある。

　そこで思いだす。英雄の魔導紋章イコンは特別製だと。ヒューイットが軽い振る舞いをするため忘れがちになるが、この人は人類の希望そのものなのだ。

　けれど──

「だからって……こんなに傷を負ってまで……」

　ヒューイットの身体からだには、今負ったものの他にも無数の古傷があった。そのひとつひとつが、ヒューイットが死にかけてきた証あかしだ。

　死ぬほどの傷を負っても、自動で治療され、また戦場に送りだされる──そんな人生を、この人は送ってきたのか。たった一人で──戦い続けてきたのか。

　夕方のヒューイットの言葉を思い出す。

『英雄ともなると、色々しがらみがあってさ。人づきあいも楽じゃないよな』

　──わたしはバカだ。

　英雄だからそんなものかと片づけていた。

　知っていたはずなのに。

　──この世界が、とっくに終おわりかけていることなんて。

　あまりに幸福な日々が続いていたから、つい忘れていた。どこか他人事に思っていた。自分はもう関係なくなったと、心のどこかで安心していた。

　けれど、違う。フィオレンツァの幸福な日々は、ヒューイットの傷で賄われていた。

「……ま……ない……」

　掠かすれるような声がヒューイットの口から漏れた。

「……すまない……ッサ……」

（誰だれかに謝ってる……？）

　悪夢にうなされているらしく、ヒューイットの顔が苦しげに歪ゆがむ。

　普段の飄ひよう々ひようとした様子からは想像もできない、後悔と罪悪感に苛さいなまれた声。

　ヒューイットがどんな夢を見ているかはわからない。けれど、フィオレンツァは唐突に気づいた。英雄である前に、ヒューイットも血の通った人間であると。

　戦いで傷つかないわけがない。重圧に押しつぶされないわけがない。

　──けれど、英雄に泣き言は許されない。

（この人は……誰にも見られないように、誰にも知られないように、たった一人で痛みを抱えていたんだ……身体の痛みも、心の痛みも──）

　英雄。世界でただひとつの力を受け継ぐ、たった一人の人類の希望。

　それは──ひどく孤独なことなのではないか？

　英雄は賞賛される。その肩書きには名声も富も付随する。この屋敷にしても、本来なら貴族でもない青年が手に入れられるようなものではない。

（だけど……ここにはなにもなかった）

　一週間前、初めてこの屋敷に連れてこられた日を思い出す。あの時、フィオレンツァはこの屋敷を見て思ったのだ。

　なにもない──と。ここには人が息づいている痕こん跡せきが、人の生活が生む温ぬくもりが、誰だれかがここにいたという傷きず痕あとが──なにひとつ、刻まれていなかった。

　もしもヒューイットがここを去ったら、きっと忘れ去られてしまうだろう。ここで、確かに誰かが生きていたということを。

　痛みも苦しみも知られることなく、光のように、影のように──跡形もなく消える。

　存在の痕跡が残らない──それは、どうしようもなく恐ろしいことではないのか？

　フィオレンツァの胸がきゅっと締め付けられる。

　すがるように、繫つなぎ止とめるように、フィオレンツァはヒューイットの手を握る。そうしなければ、この人がどこかへ行ってしまうような気がした。

「……メリッサ……？」

　呻うめくようなヒューイットの声。うっすらと目が開いていた。意識を取り戻したようだ。

「……フィオ、か……？」

「はい……わたしです、ヒューイット様」

「ここは……？」

「屋敷のリビングです。……ヒューイット様は、玄関先で倒れておられたんです」

　状況を理解するや、ヒューイットは奥歯を嚙かみしめたようだった。ヒューイットにとってこの状況は、大きなしくじりだったのだろう。

　俯うつむいていたのは、ほんの数秒だった。再び顔を上げたヒューイットは──薄く笑っていた。なにを考えているかわからない、あの笑みだ。

　ヒューイットはなんでもないように身体からだを起こし、ソファに座る。

「……面倒かけたな、フィオ。ちょっと体調崩したみたいだ」

　下手な言い訳のような言葉が、フィオレンツァの中を素通りしていく。

　──すぐに気づいた。ヒューイットは、なんでもないことにしようとしている。

　けれど──見てしまった。

　苦しげに顔を歪ゆがめるヒューイットを。誰かの名前を呼んで、懺ざん悔げの言葉を口にする姿を。

（この顔は……ヒューイット様の仮面なんだ）

　フィオレンツァが心を空白にして空を見上げ、辛つらい境遇をやり過ごしたように、ヒューイットは薄笑いを浮かべることで辛さを表に出さないようにしている。軽薄な人間になりきることで、英雄の重荷を受け流そうとしている。

　──それに気づいた今、見て見ぬふりなんて、できるはずがなかった。

　気がつけば──立ち上がろうとするヒューイットを、フィオレンツァは正面から抱きしめていた。

「フィオ……？」

「いいんですよ……頑張らなくたって。ここには、わたししかいないんです。わたしはあなたの所有物ものなんですから──わたしに対してまで、英雄でいる必要はないんです」

「…………」

　沈黙するヒューイットをソファに横たわらせる。抵抗はなかった。

「大丈夫ですよ──大丈夫です」

　頭を抱き寄せたまま、そっと耳元で囁ささやく。そうしていると、徐々にヒューイットの身体からだのこわばりがほぐれていく。やがて、静かな寝息を立て始めた。

「大丈夫……大丈夫です。わたしがいますから……」

　ランプの明かりだけが揺れるリビングで、フィオレンツァは自分の意識が眠気に飲み込まれるまで、ヒューイットの髪を撫なでながら、囁き続けた。




　瞼まぶたの裏にうっすらと光を感じ、ヒューイットの意識は緩やかに覚かく醒せいした。

　ここ最近、身体の奥にたまっていた戦場での疲労が抜けている。心なしか頭の中もすっきりしているように思えた。

（……久々によく眠ったな）

　悪夢にうなされない目覚めは久しぶりだ。

　身体を起こそうとして──うまく動けないことに気づく。

　目を開けば、すぐ近くにフィオレンツァの顔があった。

（ああ……思いだした）

　昨日は強力な〈黙示録の獣アロステイア〉を相手に大立ち回りを演じたのだ。その最中、気が緩んだ隙すきに一撃を受けてしまった。どうにか獣アロステイアは撃滅して屋敷まで帰りついたものの、玄関先で気を失ってしまったのだ。

　その結果、あの醜態をさらしてしまった。

　と──

「……ん……うぅん？」

　フィオレンツァが身じろぎし、顔をあげる。

　しばし寝ぼけ眼でヒューイットを見つめていが、ハッとするや身を乗り出し、

「ヒューイットさ、ま……っ!?」

　勢いよく動いたせいで、ヒューイットと額同士が衝突。互いに仰のけ反ぞり、フィオレンツァはソファの下に落ちた。

「なにしてんだ、おまえは……」

「あぅぅ……すみません……」

　フィオレンツァはふらふらしながら起き上がると、ヒューイットをまっすぐに見つめる。

　数瞬、躊躇ためらうように唇を震わせ、やがて意を決して口を開いた。

「あっ、あの、ヒューイット様っ！　だ……、大丈夫ですからっ！」

「…………？」

「……いろいろ大変なんだと思います。わたしなんかと違って、ヒューイット様にしかできないことっていっぱいあるんだろうし……」

　いまいちなにを言いたいのか分からなかったが、続きを待つ。

「わ、わたしなんかがなに言ってるんだって感じかもしれないですけど……でも、あの、うまく言えないですけどっ、ソーニャ様も、ヘルベルカ様もいるんですっ。それに、あのぅ……わたしも、いますので……」

　たどたどしく言葉を繫つなぐフィオレンツァ。

「だから……安心してください。ヒューイット様は、お一人ではないのですから」

「…………」

　直接昨日の夜のことに触れてこないのは、フィオレンツァなりの気遣いか。

　ヒューイットは誤ご魔ま化かしの言葉を口にしようとして──代わりに盛大なため息をついた。

（ま……ここで意地張ったところで、今さらだよな）

　自分の失敗に呆あきれると同時、不思議と心地よさも感じていた。

　天井を仰ぎ、頭をがしがしとかく。

「……今朝は、久々によく眠れた」

「え？」

「落ちついたってことだよ」

　フィオレンツァの頭に手を置く。

　どうやら、自分はこの少女に大きな借りができたようだ。そして信じがたいことに──この少女がそばにいることを、悪くないと思っているらしい。

（あと二十二日……か）

　それは、フィオレンツァを英雄として完成させるためのタイムリミットであり──自分がこの少女といられる残りの時間でもある。

（まぁ……せいぜい、悪あがきしてみますかね）

　それまで、どうにかこの死にかけの身体からだがもってくれることを祈りながら、ヒューイットは「え？　え？」と顔を赤くして混乱するフィオレンツァの頭を撫なで続けた。





フィオレンツァ・アリギエーリの手紙










　──拝啓、天国の父様、母様。フィオがこのお屋敷に来てから、十日が過ぎました。




　いくつものお屋敷を転々としましたが、このお屋敷はそのどれよりも変わっています。

　まるで貴族様の邸宅のように立派なのに、わたしが来たばかりの頃、ここには人の生活が生み出す音も、温度もありませんでした。




　屋敷の主あるじであるヒューイット様は、まるでおとぎ話の中に出てくる古びた館で一人暮らす、世捨て人のような方です。

　あ、そうそう、新しい主はヒューイット様といいます。

　ヒューイット様はとてもいじわるです。

　いつも皮肉ばかり言うし、目つきが悪いです。




　……なんだかすごくひどい人のようにも聞こえますね。

　でも、それだけではないことに最近気づきました。




　いじわるだけど優しいところもあって、言葉で人を傷つけるようなことはしません。

　目つきが悪いのは、残念なことに生まれつきでしょう。残念です。




　話は変わりますが、昔、怪け我がをした野の狐ぎつねが村に迷い込んできたことがありましたよね。

　歯をむき出して威い嚇かくするのが怖くて、わたしは近づけないでいました。

　でも、父様は言いました。威嚇するのは人が怖いからだと。傷つけられたくないから、威嚇して相手を遠ざけようとしているのだと。

　わたしはその尖とがった牙きばが怖くて、怪我の手当てをしてあげることができませんでした。




　……なんで野狐のことを思い出したのか不思議だったのですが、この手紙を書いていて気がつきました。




　きっと、ヒューイット様は孤独な人なんだな、と。




　今度、野狐を見かけることがあったら







　そこで用意していた便びん箋せんが尽き、フィオレンツァは羽ペンを止めた。

「なくなっちゃった……」

　自室の小さな文ふ机づくえには、文字がいっぱいに書きこまれた便箋が何枚も重ねられている。

　──まあ、いいか。どうせ出す宛あてもない手紙だ。今日はここまでにしよう。便箋はまた買ってこよう。

　と、そこでフィオレンツァはあることに気づいてハッとする。

「……ソーニャ様たちのこと、書くの忘れてた……」
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　前線都市ヴィクティムの西、数十キロの荒野。草木の生えない荒涼たる景色の中、場違いな修道服に身を包んだ女性と、線の細い少年の姿があった。

「あの、シスター・コレット……僕らがヴィクティムに派遣されたのは、〈黙示録の獣アロステイア〉の生息分布が偏っているっていう情報があったからなんですよね？」

　少年が緊張に唾つばを飲み込み、傍かたわらのシスターに言う。

　シスターはわざわざ運んで来たと思おぼしき椅い子すを高台に置き、暢気のんきに腰を下ろしていた。その視線は双眼鏡を通し、荒野の彼方かなたを見ている。

「ええ、そうですよ～。箱舟機関の使命は、世界を喰くらう獣アロステイアの脅威から、情報によって人類を守ることですからー」

　緊張感のない間延びした口調にも慣れているのか、少年は頷うなずく。

「まあ、そのためには宗教家に扮ふんするのがなにかと便利ですよね。新興宗教を布教する巡礼の旅の途中なんて、怪しすぎてかえって誰だれも変に関かかわろうとしませんし」

「そうですね～。こうして可愛かわいいシスターさんを演じていればー、目立つこともありませんので～」

「…………」

　通じているようで通じていない会話に内心うな垂れながらも、少年はシスターに問う。

「それで……見えましたか？　僕は視力強化の恩寵グレイスを持っているんで、裸眼でも見えるんですけど」

「はいー、見えますねー。──〈黙示録の獣〉の団体さんが」

　遥はるか先の荒野に、赤茶けた土の色とは別に、黒く蠢うごめく一帯があった。双眼鏡越しによく見れば、それは集結した無数の異形であることがわかる。その数は、百体どころではない。

「これは……偏ってるってレベルじゃあないです……まるで軍隊だ」

　緊張に唾を嚥えん下げする。

「……明らかにこれは異常事態です。基本的に群れで行動しない、集まるとしてもせいぜい数体程度であるはずの獣が、あれだけの数でまとまってるなんて……」

　誰しも太たい陽ようが東から昇って西に沈むことを疑問に思わないように、獣が群れるなどということは想定していない。当然だ。自分の頭に隕いん石せきが落ちて死ぬ確率を想定して生きている者などいない。これは、そういった類たぐいの災厄だった。

「アッシュくん。七十年前の巨大な獣アロステイアのお話、知ってますー？」

「〈空を飲む海蛇リヴアイアサン〉ですか？　当時の英雄が命と引き換えに撃退したっていう」

「あれって、なんで空を飛んでるのに海蛇なんでしょうねー」

「いや知りませんが……」

　また脱線しての与よ太た話かと思い、力が抜けかけるが、

「あの個体には、他の獣を指揮する能力があったとも言われています」

「そんな馬ば鹿かな……」

　いつもの冗談だと思ってシスターを見るが、シスターは淡々と続ける。

「蜂とか蟻ありとか、虫の中にはフェロモンでコロニーの群れを操る種類がいますよね。それと同じような性質があるのではないかと、一部研究者の間では言われてますー」

「……それは虫の話でしょう？」

「便宜的に獣と呼ばれていますが、いろんな形がいるでしょう。もともとは流動生物だとか、魂アニマだけの存在だとかで、取り込んだ生き物の姿を模しているっていう説もありましたねー。つまりー、虫の生態を持っていてもおかしくないっていうことですよー」

「……でも、〈空を飲む海蛇〉みたいに巨大な獣なんてどこにも──」

「地割れ」

「はい？」

「ヴィクティムから西に百キロほど行ったところでー、大規模な地割れが起きていたらしいですー。その辺りは獣が多くてあまり詳しい調査はできなかったみたいなんですけどねー。ところで、アッシュくんはセミ取りとかしたことありますかー？」

「……いえ、ないですけど」

「セミってー、土の下で七年間過ごしてから地上に出てきてー、ようやく成体になるんですよー。ちなみに昔すぎてあまり詳しい文献が残っていないんですけどー、百五十年くらい前にも一度、巨大な獣が現れたっていう話もあるんですよー」

　少年の耳にはもはや、シスターの言葉は入ってこなかった。

　なにか、とんでもないことが起ころうとしている──背筋に怖おぞ気けが走るような感触に、少年は身体からだを震わせた。
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　昼下がりの市場を、フィオレンツァは眉み間けんに皺しわを寄せて歩く。

（なにか、ヒューイット様を元気づけられる方法はないでしょうか……？）

　先日の憔しよう悴すいした様子から、疲労が慢性的に溜たまっていることは確実だ。それならば、せめて自分が何かできないかと考えているのだが、現状、フィオレンツァに思いつくのは栄養のあるものを食べさせるくらいだった。

　とはいえ──

「やっぱり、大したものはないんですよねぇ……」

　青果店の品ぞろえを眺め、フィオレンツァはため息をつく。

「おい、人の店の売りもんにケチつけてくれんなよ」

　迷惑そうに呻うめいたのは、先日ひと悶もん着ちやくあった青果店の店主だ。

「あ、どうも」

「ああ。……つーかお嬢ちゃん、あんなことがあったのにあっさりうちの店に来るんだな」

「ええ。ここのお店、他よりも安く買えますので」

「そりゃあんたの主人に脅されたからだよ……」

　にっこり笑って言うフィオレンツァに、店主は顔をしかめてため息をつく。

「変なとこで肝が据わってるっつうか……まあいい。今日はなにが欲しいんだ？」

　ふと、フィオレンツァは考える。

（そういえば……他の人に訊たずねるっていうのも手ですよね）

　ソーニャやヘルベルカに相談すれば、ヒューイットの不調まで打ち明けることになりかねない。それなら、赤の他人に訊きくのが一番いいかもしれない。

「あのう、お聞きしたいんですけど」

　唇に指を当ててしばし言葉を選び──フィオレンツァは言った。

「男の人って、どうしたら元気になるんですか？」

　唐突な質問に、店主は眉まゆをひそめる。

「元気って……そりゃおめぇ。九番街に行くに決まってんだろ」

　聞きなれない地名に首を傾かしげる。

「九番街？」

「おう。この街の九番街っていやぁ、玉ぎよく石せき混こん淆こうだが金さえありゃいくらでもいい思いができるってんで、わざわざ東部からくるやつもいるくれぇだ」

　なんと。東部と言えば聖王都がある方角。つまり、わざわざ大陸文化の最高峰から訪れる人がいるほど、すごいものがあるということになる。

「詳しく教えてくださいっ！　九番街になにがあるんですか？」

「なにっておまえ、そりゃあ……」

　はっとしたように口を押さえる店主。

「いや……あんたんとこの主人、かなりあんたを大事にしてるみたいだからな……余計なこと言えねぇや」

　急に言葉を濁らせる店主。その態度が、フィオレンツァの興味を一層引く。

　──元気になるということは、医療術師が集まる区画なのだろうか。あるいは、霊アストラル体治療に効果がある秘薬が秘密裏に売られているとか。強力な薬は禁制品に指定されているものもあると聞く。なるほど、だとすればおいそれと話せないのも納得がいくというものだ。

　ならばなおさら、聞きださないわけにはいかない。少しでも、ヒューイットが元気になる望みがあるのなら。

「教えてくださいっ！　わたし、ヒューイット様のためならなんでもしますから！」

「いや、そう言われてもよ……女子供にはちょっと……」

「お願いしますっ！　九番街にはどんな秘密が──」

「だぁ───！　待った！　わかったよ、言う！　言うから店の前で大声出すなっ！」

　周囲から集まる視線を気にするように、店主はフィオレンツァの言葉を遮る。

「はぁ……なんだってこんなことに……あんたんとこの旦だん那なには、おれから聞いたとか言うんじゃねぇぞ」

「はいっ！」

　元気よく返事するフィオレンツァに店主はため息をつき、声を潜めて話し始めた。

「いいか、九番街にはな……」




　その日の夜。

　食事が終おわった屋敷のリビングにて、ヒューイットはフィオレンツァに声をかけた。

「……フィオ、どうかしたのか？」

「わひゃいっ!?」

　なにげないその一言に、フィオレンツァはその場で飛び上がる。

「な、ななな、なにがですか!?」

「いや……なんかそわそわしてると思って」

「そ、そうですかっ？　ヒ、ヒューイット様の、きき気のせいでは？　ふ、ふゅ～、ふひゅ」

　あさっての方向を見ながら口笛を吹くフィオレンツァ（吹けてない）。その様子に、ますますヒューイットは不審そうな目になる。

「いや、買い物から戻ってから明らかに変だぞ。やたらと皿割るし、味付け失敗するし、台所燃やしかけるし」

「そそそんなことよりヒューイット様っ！　おおお風呂に入られてはいかがでしょうか!?」

「なんだその強引な話題の逸そらし方は……」

　風呂はまだまだ公衆浴場が一般的だが、クライゼル邸はもともと貴族の住まいだったこともあり、薪まきで沸かすタイプの浴室があった。

「風呂ね……まぁ、時間的にもちょうどいいし、行ってくるかな」

「そうですよっ、どうぞ準備なさって下さい！　すぐに沸かしますから！」

　やけに力強く後押しするフィオレンツァを不審に思いながらも、ヒューイットは浴室へと向かう。

　フィオレンツァはその背中を見送ると、胸の前で拳こぶしを握り、

「……よし」

　意を決したように頷うなずいた。




　クライゼル邸の風呂は、外で薪まきを使って沸かした湯を浴室内に引きこむタイプだ。水と合わせて温度を調節しながら、身体からだを流したりバスタブに溜ためるなどして使うことになる。

　湯の温度を調節し、手て桶おけで背中を流そうとした時──突如として浴室の扉が開いた。

「た、たのもー！」

「なっ!?」

　ぎょっとして振り返る。

　そこには、タオル一枚を身体に巻いただけのフィオレンツァの姿があった。

　大きめのタオルではあるが、元から人の身体を覆い隠すためのものではない。際どい部分をぎりぎり覆える程度の布面積しかなく、はみ出した太ももや胸の上部の肉感がなんとも艶なまめかしい。

「お、おまえなにやってんだよ!?」

「お、お背中お流しします……！」

「なにがどうしてそうなった!?」

　自分で入ってきながら、フィオレンツァはタオルの裾すそを気にしている様子だった。

「そ、その……ヒューイット様、最近お疲れのようでしたので……」

「それがどうしてこうなる!?」

「男性の方は、こうすると元気になると伺ったので……」

「誰だれから聞いた、そんなこと！」

「それは、あの……秘密ですっ！　でも、男の人は皆、疲れていると九番街のこういうお店に行くとうかがいました！」

　曇りのない目で言うフィオレンツァに、ヒューイットの意識が遠のきかける。

「……おまえ、九番街がどういう場所かわかって言ってる？」

「えっと……医術士の方が多い街、でしょうか」

「九番街は歓楽街だ！」

　フィオレンツァの目が点になる。

「かん、らく……？」

「娼しよう館かんとかが集まる場所だよ！」

　しばし、表情が固まり──ボッと顔が赤く染まる。












　視線を逸そらして俯うつむきつつ、恥ずかしそうに言う。

「……正直、なんかおかしいなとは思ってました」

「だったらなんでそこで踏みとどまらない!?」

「こういう医療もあるのかな、と……」

「世間知らずか！」

　思わず力一杯つっこむ。

　自分が勘違いによりとんでもないことをしていると気づき、フィオレンツァは真っ赤な顔でじんわりと涙ぐむ。

「でも、他にできることも思いつかなかったので……嬉うれしくなかったですか？」

「ぐっ……！」

　不安そうな上目遣いで訊たずねてくるフィオレンツァにたじろぐヒューイット。

（なんて答えればいいんだ、これ……？）

　嬉しくない、と答えれば泣かれそうな気もする。嬉しい、と答えるのもそれはそれで主あるじとしての沽こ券けんに関かかわる気がする。まさに八方塞ふさがり。

　かつてない危機感がヒューイットの意識を加速。刹せつ那なの間に無数の思考が脳裏を駆けめぐり──

「……嬉しくなくは……ない」

　いかようにも解釈できる、グレーゾーンの答えでお茶を濁そうとした。ヘルベルカが聞いていたら、ヘタレ呼ばわりされかねない答えだ。

　──どうだ、これで乗り切っただろう。

　そう思うヒューイットに、フィオレンツァはほっとしたように吐息を漏らし、

「では……お背中、お流ししますね」

「え？」

「え？」

　しばし顔を見合わせ。

「あ、はい。お願いします」

　なぜか敬語が出た。




「…………」

「…………」

　沈黙の満ちる浴室に、ヒューイットの背中をタオルで擦こする音だけが響く。

（……どうしてこうなった）

　気まずく感じる一方、フィオもフィオで湯船に浸つかってもいないのにのぼせそうなほどに顔を赤くしている。なにか変な意地に突き動かされているのだろうか。

　さながらチキンレース。恥ずかしがって音を上げた方が負け、みたいな気分になってくる。勝利条件も終了条件もわからないが。

　世間一般的には天国かもしれないが、気分的にはほぼ地獄だった。

　──つうかなんだ。なんだこれ。どうすればこの時間終おわるの。教えてゴッド。

　フィオレンツァがどういうつもりなのかわからず、ヒューイットは苦悩する。

「ヒューイット様、その……元気になられましたか……？」

「あ……うん、まあ……そうかもな」

「そうですか……」

「…………」

「…………」

　話が続かねぇ。

　というか、いい加減いろいろと限界だった。

「フィオ……今日はいきなりどうしたんだ。らしくないぞ」

　背中を流す手が止まる。少し躊躇ためらうような間があって、妙に熱っぽい口調でたどたどしく喋しやべり出す。

「……ヒューイット様、最近元気がないようでしたので……なにか、ヒューイット様のためにできればと思って……でも、わたしにできることなんて、全然なくって……」

　──それで、これか。

　空回りしているというかなんというか。

「なんていうか……フィオって、流されやすいようでいて、変なところで度胸が据わってるよな。思いこみが激しいっていうか」

　苦笑して、ヒューイットは囁ささやく。

「……心配しなくても、俺は十分おまえに救われてるよ、フィオ」

　聞こえるかどうかという程度の小声で、不器用に感謝を告げる。

　が──返事はない。

　どうかしたのか、と振り返ろうとして──その背中にフィオレンツァが抱きついてきた。

「っ!?　フィオ……!?」

　弾力のある身体からだが押しあてられる。鍛え上げられたヒューイットの身体と違い、どこもかしこも柔らかいフィオレンツァの身体の感触に、心拍数が跳ね上がる。

　魔導紋章イコンを刻む際など、フィオの身体に触れる機会は幾度かあったが、それはあくまで師匠として弟子を鍛えるための修行の一環。いわば、医者にとっての医療行こう為いに等しい。状況の違いが、いつになく火照ったフィオレンツァの身体を意識させる。

　──そこで、はたと気づく。フィオレンツァの体温が妙に高いことに。

　背中にあたる柔らかい感触から必死に意識を逸そらしつつ、首を回して後ろを見る。

「あぅぅー……」

　耳まで真っ赤にし、目をぐるぐる回すフィオレンツァがそこにいた。恥ずかしさと熱気でのぼせたらしい。

「ちょっ、おまえ大丈夫か!?」

　咄とつ嗟さに肩をつかんで揺さぶる。と──

　はらり。揺さぶった拍子に、フィオレンツァの身体に巻かれていたタオルが落ちる。

「…………ッ！」

　反射的に顔を背けて鼻を押さえる。

　自然、支えを失ったフィオレンツァは後ろに倒れ──

　ゴチン！　頭を床に打ち付けた。

「フィ、フィオ!?　大丈夫か、おいっ!?　……っ！」

　フィオを直視することもできず、ヒューイットは目を逸らしたままフィオレンツァにタオルを巻きつけ、担ぎ出すのだった。





　　　３






　ヒューイットの屋敷。ノックもなしに玄関の扉を開くなり、ソーニャは声を張り上げた。

「ヒューイ、フィオ！　おらんのか？」

　ヘルベルカを連れ、玄関ホールを横切る。リビングの扉を開くと、そこにはソファに寝そべる屋敷の主あるじと、向かいのソファで縫物をする使用人の姿があった。

　人さし指をたて、静かに、というジェスチャーをするフィオレンツァ。

「む……これはすまん」

　小声で詫わびつつ、空いているソファに腰を下ろす。

　ヒューイットは眠りが深いらしく、目覚める気配はない。

「……珍しいこともあるもんじゃの。ヒューイが人前で眠りこけるなぞ」

「そうですか？　最近はよくお休みになられてますよ」

「ふむ……」

　ソーニャは納得いかなげに首を傾かしげる。

「こやつのこんな無防備な寝顔、久々に見たのう……わらわは日々の職務に追われてなかなか仮眠もとれんというに」

　それに──なんだろう。眠るヒューイットに向けるフィオレンツァの視線が、不思議と温かなものに見える。この数日間で、二人の距離に変化が生じたようにも思える。

「……なんか腹立ってきた。ヘルベルカ、インクと絵筆を」

「かしこまりました」

　当然のように手持ちのバスケットから言われたものを取り出すヘルベルカ。

　絵筆にたっぷり黒インクを染みこませ、ヒューイットへと忍び寄るソーニャ。

「ふふふ……悪く思うな、ヒューイ。これはお主がわらわに散々面倒事を押しつけてきた報いじゃ。決して付き合いの長いわらわにも見せんような無防備な寝姿をフィオに見せていることへの嫉しつ妬ととかそういうのではない」

「わかりやすいです、お嬢様」

　そんな様子にフィオが慌てる。

「あ、あの、ソーニャ様、よした方が……」

「止めてくれるなフィオ。極東の島国には、果たし合いに負けた者の顔にインクで一筆入れる掟おきてがあるという。そしてかの地の伝説的な剣士は、果たし合いの相手を寝ている間に討ち取ったが、正当な勝利として認められたとか。つまり──正義は我にあり！　覚悟！」

　振り降ろされた絵筆は、しかしヒューイットに一太刀を浴びせることなく止められた。

「……あれだけ大声出せば起きるに決まってるだろ」

　ソーニャの手にあった絵筆は一瞬にしてヒューイットの手の中に移っていた。

「くっ……無念……！」

「さてソーニャ──なにか弁解はあるか？」




「今日お主らに会いに来たのは他でもない。英霊祭のことだ」

　リビングの上座に座り、腕を組んでしかつめらしい顔でソーニャは言う。その頰ほおには猫のような三本髭ひげがインクで描かれていた。

「そのふざけた顔でよくもまあ偉そうに話せたもんだ」

「お主が描いたんじゃろうが！　ええいっ、なにか拭ふくものはないか!?」

　ヘルベルカが差しだした手て拭ぬぐいで頰の落書きを拭きとりながら、改めて話しだす。

「フィオはよく知らんじゃろうから説明するが──英霊祭は元々、有志が歴代の英雄を祭っていただけの小さな催しでな。時代が下るにつれ、獣アロステイアの犠牲になった者の鎮魂と騎士団の士気高揚、ついでに都市民のガス抜きも兼ねるようになったんじゃ。今年の英霊祭は来週から始まり、三日間続く。ちなみに、かつては英霊祭のたびにその代の英雄が住民の前に姿を見せていたのじゃが、十年ほど前からそのセレモニーはなくなっておる」

「そうなんですか。どうしてやめちゃったんですか？」

　なにげない問いに、渋面をつくるソーニャ。

「それはじゃな……わらわの伯母上がすっぽかしたのじゃ」

「…………へ？」

「伯母上は少々……いやなかなか……というか、かなり変わった人物でな。都市にとどまらず大陸を旅しながら〈黙示録の獣アロステイア〉討伐に明け暮れておっての。英霊祭にも戻ってこないようになった」

「ご、豪快な方だったんですね……」

「まあ、世間体を気にするタイプではなかったな。そもそも名誉欲を持たない気質じゃったし。そういう意味では、あの師匠あってこの弟子ありじゃ」

　じろりとヒューイットをねめつけるソーニャ。

「ヒューイット様は都市にとどまってますよね。それなら、姿を見せてもいいのでは？」

「確かにそれもそうなんじゃが……なにせ、肝心のこやつがこのありさまじゃ」

　やれやれと肩をすくめてため息をつくソーニャに、ヒューイットは飄ひよう々ひようと嘯うそぶく。

「こう見えて上がり性でね。大勢の前に出たら、緊張で気絶しちゃうかもな」

「抜かせ。そんなタマではなかろうに」

　お手上げとばかりに両手の平を空に向けるソーニャ。

「話が逸それたわ。──それでな、今回の英霊祭では、壁外難民への大規模な支援も行事の中に入っておるんじゃ」

〈黙示録の獣〉に追われ、ヴィクティムを頼ってきた難民の数は数千にのぼる。だが、都市の人口の一割に届くほどの人数を受け入れるほどの余裕はない。難民たちは都市を囲む壁の外でキャンプを張り、遅々として進まない難民審査を待っている状態だ。当然、栄養状態は悪く、体調を崩している者も多いと聞く。

「さすがに都市内に入れることまでは通らなかったが、妥協案として炊き出しをしたり、菓子を配ったりすることになったんじゃ。わらわも参加する」

「ソーニャ様が？　どうしてわざわざ」

「ま、一種の慰問じゃな。十三貴族の係累であるわらわ自らが出向くことで、軽んじられていると不満が募っている難民たちも幾分か溜りゆう飲いんが下がり、暴動を未然に抑えられる──という理屈で議会を納得させた。実際効果はあるじゃろ」

　案を通すために面倒な駆け引きをこなしたようだが、要は壁外の人たちにも楽しんでもらいたいのだ、この娘は。無計画に難民を受け入れれば都市内の秩序が破は綻たんするのが目に見えているため、普段から苦悩しているのだろう。

「おまえも結構な腹芸こなすようになったんだな」

「ふふん、そうであろう。なにせわらわは腹から胸まで一様に平ら、腹芸ならば得意中の得意──って誰だれの胸がキャンバスのようにまっ平らじゃと!?」

「誰も言ってないって。おまえ、自爆すんのが最近の芸風なの？」

　気を取り直し、ソーニャはフィオに向き直る。

「それでじゃ、フィオ。わらわたちと一緒に支援に参加せんか？」

　突然の誘いに、フィオレンツァはきょとんとする。

「わたしが、ですか？　でも、わたしなんかじゃ難民の人たちも喜ばないんじゃ……」

「そう物事を悪い方にばかり考えるな。なに、護衛の兵士もつけるし、わらわの使用人という名目じゃから、滅めつ多たなことにはなるまいて。気を許せる者が身近にいると、なにかとわらわもありがたいんじゃ」

　ちらりとフィオレンツァがヒューイットを見やる。

「いいんじゃないか。なにごとも経験だ」

「ヒューイもこう言うておることじゃし。わらわを助けると思って、な？」

　頼みこむソーニャに、フィオレンツァはしばし考え──やがて頷うなずいた。

「わかりました、お受けします」

「よし！　そうと決まればさっそく打ち合わせじゃ！」

　フィオレンツァが承諾すると、ソーニャは満面の笑みで頷いた。




「ふむ。まあ、こんなところか」

　英霊祭の日程を確認し、ソーニャが頷く。

　一段落したのを見計らって、ヒューイットは席を立つ。

「ちょっと席を外す」

「どうかしたのか？」

「便所。一緒に来たいのか？」

「ば、ばかを言うなっ、早くいかんかっ」

「へいへい」

「まったく……フィオ、当日の我らの動きだが──」

　ソーニャがフィオレンツァに話しかけるのを背中で聞きながら、ヒューイットはリビングを後にする。

　向かったのは二階の自室。部屋に入るなり壁に背をつけ、大きく息を吐いた。

　そこへノックの音が響く。

（……フィオか？）

　怪け訝げんに思いながらも扉を開くと、意外にもヘルベルカが立っていた。

「体調はいかがですか？」

　無表情のまま問うヘルベルカに、ヒューイットは肩をすくめる。

「問題ないさ。すこぶる快調だ」

「噓うそは感心いたしませんね」

「なにがだよ」

「体調がいいはずないでしょう。そんな死にぞこないの身体で」

　怜れい悧りな視線がヒューイットへと向けられる。

「恩寵グレイスで肉体の負傷は治癒されるでしょう。あなたが飲まず食わずでも五日は戦い続けられることも知っています。ですが──霊アストラル体の澱よどみまではどうしようもない」

　ヒューイットは薄笑いを浮かべたまま答えない。構わず、ヘルベルカは続ける。

「人が魔術を使う際、遍在魔力アストラルを自身の霊アストラル体に取り込む必要がありますが、戦場では一緒に瘴しよう気きをも取りこんでしまう。人体に有害な瘴気ですが、軽微であれば霊アストラル体の自浄作用が働きます。ですが、最前線で誰だれよりも強力な魔術を使い続ける英雄の場合、そのバランスは破は綻たんします。──このこと、フィオレンツァ嬢には？」

　ヒューイットは黙っていたが、ヘルベルカは見逃すつもりはないらしい。このままだと一晩中でもにらめっこすることになりかねないと思い、観念したように息を吐く。

「……まさか。あいつはなにも知らないよ」

「なぜです？　あなたは彼女を道具として自分のそばに置いているのでしょう」

「なんのこと──」

「首輪」

　とぼけようとするヒューイットに逃げは許さないとばかり、ヘルベルカが切り込む。

「魔力経路を繫つなぎましたね」

　ヒューイットの薄笑いに、わずかに亀裂が入る。

「──死を目前にしたあなたの師は、密ひそかにわたくしに瘴気を浄化する香を買いに行かせておりました。あなたの身体からだ……もう、瘴気を処理しきれていないのでしょう？」

「……それで？」

「首輪の刻印板カースド・ギアに元から付与されていた〝隷従〟の呪詛カースに重ね、あなたはひとつの機能を付け加えた。それが、主従間での魔力経路の形成。あなたは、自分で処理しきれない分の瘴しよう気きをフィオレンツァ嬢へと送り、浄化させている──つまり、あの娘はあなたが戦い続けるための、生きた濾過機フイルター。……心得のある者が注意して見れば、刻印板カースド・ギアの改かい竄ざんくらい気づきます」

　置き時計の秒針の音が、妙に高く耳に響いた。

　ヒューイットは懐から金属板を取り出す。フィオレンツァの首輪につけられたものと対になる刻印板カースド・ギアだ。その表面に浮き上がった文様は、微かすかな光を帯びて明滅していた。

「……こいつを使ったところで、フィオに害が出ることはない。あくまで身体からだに悪影響を及ぼさないレベルで、フィオには瘴気の浄化を肩代わりしてもらってる。ま、本人に黙ってるわけだから、批難されても言い訳はしないけどな。……軽けい蔑べつするか？」

「はて。そもそもヒューイット様は、ご自分が軽蔑されていないとでも思っていらしたのでしょうか？」

　きつい物言いだが、回答を避けたのだろう。少なくとも、断罪することが目的ではないらしい。

「首輪の件はとりあえず置いておきましょう。フィオレンツァ嬢をぞんざいに扱っているわけでもないようですし。ただ疑問なのは──あの子を弟子にしたことです。延命の道具に使うのはわかります。ですが、なぜその上で英雄を継がせようと？」

　じっと見つめるヘルベルカの視線に、ヒューイットは根負けしたように嘆息する。

「ま──正直言えば、人に語って聞かせるほどの確信があったわけじゃないんだ。でもさ、そもそも俺には英雄の資質ってのがなにを指すのかわからない……わからなくなった。師匠が俺を選んだ理由も、いまだに理解できてない」

「つまり、理由はないと？」

「言ってしまえばな。けど……そうだな。初めて会った、あの日な。あいつは自分の意思で、奴隷商人から逃げ出した。それは、自分の人生をよくしようとしたってことだろ？　別に逃げ出した気概を買ったとか、そういうつもりはないさ。でも、なんだろうな……こいつが英雄になったら、面白いんじゃないか──そう思ったのかもな」

「それは……」

　ヘルベルカはしばし言葉を選ぶ。

「要は、ただの直感なのでは？」

「……そうとも言えるか」

　苦笑するヒューイット。

「ま、なんにしろ──今はあいつでよかったと思ってるよ。あいつには色々助けられてるしな。悪いようにはしないさ。だから、あんまり心配すんな」

「その割には、フィオレンツァ嬢に報いている部分が少ないと思うのですが」

　奴隷に対する扱いとしては、既に丁寧過ぎるくらいだろう。だが、従者や弟子といった立場で見れば、少々ぞんざいに見えても仕方がない。

「……そう見える？」

「ええ。思うに、あなたは先にある喪失にばかり目を向けて、残される者と距離を詰めることを恐れているのではないですか？」

「……さて、ねぇ」

「言わずとも悟ってくれるなどと思うのは甘えです。千言万語を尽くそうと、人の想おもいなどそうそう伝わるものではないのです。それならばせめて──やれることはやっておくべきです。そうでなければ、残された者はいつまでも先に逝った者の影を追い続けることになります」

「……耳が痛いね」

「まあ、気どっているふりをしてヘタレなあなたのことですから、改めて感謝を伝えるのが照れくさい、といったところでしょうが」

「あれ？　俺そんな風に思われてたの？」

「そこで、そんな甲か斐い性しようなしのヒューイット様に策を授けてさしあげましょう」

「無視かい」

「英霊祭の前日に、前夜祭があるのは知っていますね？」

　自分のペースで話を進めるヘルベルカに、ヒューイットは諦あきらめたように嘆息。

「さすがにそれくらいは。それがどうかしたのか？」

「実は、前夜祭の日なのですが──」

　ヘルベルカはヒューイットになにごとか耳打ちする。

「──というわけです。よかったですね、口実がなければろくに感謝も伝えることができないヘタレのヒューイット様」

「いちいち悪口挟むよな、あんた。……まあ、付き合い長くてさすがに腹も立たなくなったけど」

「尻しりを叩たたかれねば動かない側に問題があるのです。──それでは、わたくしはこれで」

　去り際、ちらりとヒューイットの方を見て目を細める。

「ここまでお膳ぜん立だてしてなお、なにもできないほどのヘタレでないことを祈っております」

　階下に降りていくヘルベルカを見送り、ヒューイットは苦笑する。

「まったく……昔から世話焼きが過ぎるんだよ、あんたは」
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　フィオレンツァが屋敷に来てから二週間が経過していた。

　屋敷の庭で魔ま導どう式しきを描く修行に没頭するフィオレンツァの姿を、ヒューイットは穏やかな心地で見守る。

　元から絵画の素養があったのか、魔導式を描く精度と速度に関かんしては目を瞠みはる上達速度だった。これまでは発揮する機会があろうはずもなかったが、絵の勉強をさせていたらそれなりのものになっていたかもしれない。

（それでいて、魔術の発動はこうも上達しないとはねぇ……）

　フィオレンツァの背中の魔導紋章イコンは、ほぼ完成している。最後の手順を踏めば、条件を満たすと同時──つまり、ヒューイットが死ぬと同時に英雄の力が継承される。

（フィオの問題をちょうど相殺できる恩寵グレイスでもあればいいけど……そう都合よくはいかないか）

「わっ!?」

　構築していた魔導式に遍在魔力アストラルを注ぎ込んだ途と端たん、魔導式が弾はじけ飛とぶ。その衝撃で尻しりもちをついたフィオレンツァが、めまいを振り払うように頭を振る。

「うー……やっぱりうまくいかない。わたし、魔術師メイガスはむいてないんでしょうか……？」

　しょげるフィオレンツァに、ヒューイットは肩をすくめて見せる。

「魔術師メイガスじゃなくても、肉体強化ブーストなり加速アクセルなり、なにかしら魔術は使うからな。どのみち魔術なしには、〈黙示録の獣アロステイア〉とは戦えないさ」

「うぅぅ……ヒューイット様のお師匠様は、どんなクラスだったんですか？」

「銃士ガンナーだ」

「ガン……？」

　聞きなれない言葉だったのだろう、フィオレンツァは首を傾かしげる。

「銃っていう、火薬のガス圧で金属の弾を飛ばす武器を使うクラスだよ。弓ほどには訓練期間を必要としないから、開発当初は注目されたんだけどな。いかんせん、獣アロステイアを相手にするには威力が足りない。弾丸に付ふ咒じゆを施せば威力は実戦レベルになるけど、そうすると今度はコストがバカ高くなる。要は金食い虫なんだよ。だからほとんど普及しなかった。聖王都の銃士隊くらい予算が潤沢なら、話は別なんだろうけどな」

「はぁ……でも、先代様は使っておられたのですよね？」

「英雄の恩寵グレイスに《圧縮付咒フアスト・エンチヤント》ってのがあってね。本来なら物体への魔力付咒はえらく時間がかかるんだが、これを使えば一瞬で付咒武器を作れる。ただし、効果は数分程度の限定的なものだ。元より使い捨ての銃弾とは相性がよかったんだな」

「その、銃……ですか。わたしでも使えますか？」

「確かに付ふ咒じゆ魔術っていうのは他と勝手が違うから、試してみてもいいけど……銃ってのは本来、集団で弾幕を張るものなんだ。師匠は遠距離では狙撃銃、中距離では散弾銃、近距離では拳銃を器用に持ちかえながら戦ってた。戦場での立ち回りはできる限り盗んだけど、あの曲芸じみた戦い方だけは真ま似ねできなかったな……要は天才だったんだよ、師匠は」

「……わたしには無理そうですね」

　残念そうに苦笑するフィオレンツァ。

　ふと──ヒューイットの脳裏に思いつくものがあった。

「師匠の戦い方……か。そうか、その使い方なら今の俺でも──」

「？　ヒューイット様？」

「ん。いや、なんでもない。とりあえず、練習を続けててくれ。おまえの体質の問題はなんとかするから、魔力は流さずに魔ま導どう式しきを繰り返し描いて、身体からだに覚えさせるんだ」

「はいっ」

　素直に頷うなずいて、黙々と練習するフィオレンツァ。

（──フィオの修行期間を少しでも長くするには、俺が生き続ける必要がある）

　自分の死までの日数を指折り数えるのはやめた。今は少しでも長く戦える手段を探そう。

　手元に視線を落とす。寒いわけでもないのに、その指先は微かすかに震えている。

（……握力もだいぶ落ちた。魔術で補強しなきゃ、もうろくに剣も振れないな）

　この半月で、数十年分の老いを早回しで体験している気分だった。

　身体に魔力を流すほど、寿命は近づく。けれど、獣アロステイアが攻めてくるのなら戦わないわけにはいかない。

（もう少しでいい、持ちこたえてくれ。これが俺にできる、最後の仕事なんだから……）
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　その日は洗濯日和だった。

　陽光を大盤振る舞いする金色の太たい陽よう。雲一つない、意識が溶け込みそうなほどに青い空。

　蒼そう穹きゆうに響き渡るのは、時計塔の鐘の音。

　英霊祭の前日だった。




　いつものように、フィオレンツァは朝早くから家事に精を出す。

　砂ぼこりのたまりやすい玄関ホールを掃き、調度品を硬く絞った布で拭ふく。少しずつ進めてきた庭の手入れは、まだまだ道半ば。長年放置された庭はなかなかに手て強ごわい。

（全部片付いたら、花壇でも作ろうかな……ヒューイット様、許可してくれるかな？）

　草刈りで硬くなった腰を伸ばしがてら、二階のヒューイットの寝室の窓を見上げる。カーテンはまだ引かれたままだ。戦場での疲労が残っているのだろうか。

　ヒューイットが起きるのに合わせて庭仕事を切り上げ、それから魔術の訓練に移るのが日課だ。成果のでない魔術修行に付き合うのも、楽ではないだろう。

（なにか、元気の出ることでもできれば……）

　と、先日の風呂場でのことを思い出す。

「……いやいや、そういうのじゃなくて！」

　誰だれもいない庭で、顔を赤くして誰にともなく言い訳するフィオレンツァだった。




　結局、ヒューイットが起きてきたのは昼近くになってからだった。

　寝ぼけ眼でリビングのソファに腰かけ、フィオレンツァが淹いれたコーヒーを飲む。

「今日の訓練はお食事をとってからにしますか？」

「いや、今日は休みにする。あと、夜は時間を空けといてくれ。でかけるとこがある」

「夜ですか？　かしこまりました」

「うん。あと、俺はそれまでちょっと外に出てくるから。日暮れまでには戻るよ」

　そう言い残し、ヒューイットは屋敷を出ていった。

（なにかあるのかな……？）

　ヒューイットを見送った玄関で、フィオレンツァは首を傾かしげる。それはさておいて──フィオレンツァは重要なことに気づいた。

「暇になってしまいました……」

　掃除も洗濯も終おわった。ヒューイットがいないので、食事も簡単に済ませた。そうなると、特にやることもなくなってしまう。悲しいかな、常にこき使われていたのが習慣となり、仕事がないとどうにもそわそわしてしまう。

「……ちょっと、練習だけしますか」

　フィオレンツァは庭に出ると、左手で魔ま導どう式しきを描き出す。

（《小さき炎リヒト・フランメ》……っと）

　口には出さない。勝手に魔術を使うわけにもいかないので、魔導式は霧散させる。

（呪文を口にするのは、イメージをより明確にするためと、癖をつけることで術の暴発を防ぐため……って言ってったっけ）

　高度な魔術で必要となる音階詠唱にもその考え方は当てはめられ、独特の韻律で呪文を吟じることにより集中力を高めて自己暗示をかける──とかなんとか。

『だから、集中力と技量次第では音階詠唱を短縮できるんだ』

　ヒューイットの言葉を思いだしながら、フィオレンツァは魔術教本に載っていた上級魔術の魔導式を思いだす。魔術を撃てないならせめてこれくらいはと、教本に描いてある魔導式は片っ端から練習していた。

「えーと……確か、こうやって、ここがこうで、こう……これ、合ってるのかな？」

　とはいえ、試すわけにもいかない。

　フィオレンツァは右手の草刈り鎌に視線を落とす。

『戦場では利き手に武器を持つから、逆の手で魔ま導どう式しきを描く癖をつけておくといい』

　獣アロステイアに襲われ、死を覚悟した瞬間を思いだす。覆いかぶさるような巨大な怪物。どうあがいても、あんな化け物に剣や槍やりで太刀打ちできるとは思えない。

　だったら、下手な武器など端から必要ないのではないか？

「……右手で描けば、もっと早くできるかな」

　鎌を置き、右手で魔導式を描いてみる。

　正確には魔導式は生身の指で描くのではない。霊アストラル体──いうなれば意識の指先で描くのだ。極論、両手がなくとも魔術は撃てる。とはいえ、魔術はイメージがものを言う。音階詠唱を短縮するのが達人技であるように、手を使わずに魔導式を描くのは難しい。

（そう言えば、こういう訓練もあるんだっけ）

　指先を動かし、魔力線で空中に動物の絵を描きだす。

（──うん。これなら暴発の心配もないですよね）

　右手でウサギを描き。左手でキツネを描き。両手を使って鹿を描いてみる。

（むむっ、これはなかなか……）

　楽しい。もとより絵を描くのは好きだった。奴隷は絵筆など持てるはずもなかったので、絵を描く楽しさをすっかり忘れていた。

　草木の生い茂る庭で、フィオレンツァは時間も忘れて青空のパレットに絵を描き続けた。




　ヒューイットが屋敷に戻ってきたのは、空を舞台にした緋ひ色いろと藍あい色いろのせめぎ合いも佳境に入り、ついに藍色が形成を逆転した頃だった。

　どんな格好をすればいいのかわからなかったが、そもそもドレスコードがあるような場所で通用する服など持っていない。結局、普段のメイド服にショールを羽織ることにした。

「お待たせいたしました」

　屋敷の戸締りを終おえたフィオレンツァを、ヒューイットが手招きする。馬車を手配していないようだから、歩きで行ける距離かな、とフィオレンツァが思っていると、

「じゃ、跳ぶぞ。しっかりつかまってな」

「え？」

　跳ぶという言葉への疑問がフィオレンツァの頭に浮かび、それが口まで降りてくるより早く──ヒューイットはフィオレンツァの肩と腰に手を回すと、その身体からだを抱え上げた。

「……えっ？　え!?　え!?　え!?」

「口閉じてろ。舌を嚙かむぞ」

　反射的に言われた通りに口を閉じ、手で押さえる。その直後──フィオレンツァの視界は空へと浮上していた。

　視界が縦に流れたかと思えば、今度は水平に移動を始める。

　放物線を描く暇もないほど高速で、建物の屋根から屋根へ、宵よい闇やみのヴィクティムを飛ひ翔しようする。

　混乱しながら視線を持ち上げると、すぐそばにヒューイットの顔があった。目が合う。

「少し速すぎたか」

　速度が落ち、フィオレンツァも周囲の光景を眺める程度の余裕ができた。

　藍あい色いろに染まりゆく空を背景に、街のシルエットだけが浮かび上がる。それはまるで影絵の街のようだった。さしずめ、自分たちはたった二人の出演者か。

　数万の人間が住むヴィクティムは広大だ。ヒューイットはどうやら、街の中心部へと向かっているらしい。

　徒歩であれば一時間はかかる道のりを、ヒューイットは数分で駆け抜ける。その様は、さながら街の屋根を掠かすめて低空飛行する燕つばめだ。

　ヒューイットの鍛えられた身体からだを間近に感じ、フィオレンツァは頰ほおを赤くする。

「フィオ、前にあるもの、見えるか？」

「えっと……時計塔、ですか？」

　街の外壁付近からでもその姿を確認できる巨大な時計塔。いくつもの尖せん塔とうに囲まれて空へ伸びあがるその姿は、風ふう光こう明めい媚びな街並みの象徴だ。

「登るぞ」

「…………は？」

　フィオレンツァが口を半開きにする中、ヒューイットは躊ちゆう躇ちよなく議事堂の屋根を蹴けり、時計塔の外壁に着地。わずかな凹凸につま先をひっかけ、垂直の壁を駆け上がり始める。

「こ、これだいじょぶなんですか!?　だいじょぶなんですよね!?」

「足を滑らせたら地面に叩たたき付けられてミンチだな」

　フィオレンツァの意識が遠のきかける。

　まもなく巨大な文字盤に至り、その縁を一際強く蹴りつける。空中でヒューイットはフィオレンツァを器用に左腕一本で抱えなおすと、文字盤上部の出っ張りに右手をかける。

　片手で容易たやすく二人分の体重を持ち上げ、時計塔の頂上へと降り立った。

　フィオレンツァはへたりこみ、ぜぇぜぇと息を荒らげる。

「し……死ぬかと思いました……」

「そか。生きててよかったな」

「……おかげさまで」

　時計塔の上は意外に広々としていた。時計の修理や点検の際に必要となるからだろう。

「見てみろよ」

　ヒューイットの視線を追い、周囲を一望する。

　思わず、感嘆のため息が漏れた。

　──星空を地上に映したようなヴィクティムの夜景が、全方位に広がっていた。

　前線都市ヴィクティム。〈黙示録の獣アロステイア〉から人類の生存圏を防衛する最前線の街。ここには様々な人々が集まる。理想に燃える兵士志願者。腕っぷしを頼りに生きる傭兵。彼らを相手にする商人。

　街の中を歩けば雑然とした印象しか感じないが、こうして街で一番高い時計塔から見下ろすと、ひとつひとつの灯ともし火びが人の人生の瞬きのようにも思えた。

「気に入ったか？」

「はい……とても」

「俺のお気に入りの場所だ」

　そういえば、「ヒューイットがどうしても捕まらない時がある」とソーニャがぼやいていたのを思いだす。なるほど、この場所は鳥でもなければ到底見つけられっこない。

「でも、ここって入っていいんですか？」

「行政府の管轄だからな。一般人の立ち入り許可は基本的に下りない」

「……見つかったら、捕まっちゃったり？」

「重罪だろうね。ま、外壁を登ろうなんて奴は普通いないから、まずばれないだろうさ」

　あははー、と乾いた笑いを漏らすフィオレンツァ。ふと、気になって問う。

「あの、今日はこれをわたしに見せるために？」

「ん……まぁ、そんなとこ。フィオには、いろいろ世話になってるからさ」

　目を合わせずに言うヒューイットに、フィオレンツァは胸の奥を小突かれるようなこそばゆいものを感じた。

　主あるじの身の回りの世話をするのは従者として当たり前のことだ。労働奴隷として酷使されても、感謝の言葉をもらうようなことは一度もなかった。ましてや、主が自分のお気に入りの場所に案内してくれたことは、秘密を共有しているようで嬉うれしかった。

「……そろそろだな。街の東側を見てみな」

　なにが、と問おうとして──フィオレンツァは息を飲んだ。

　風に吹かれたたんぽぽの綿毛が空に舞い上がるように、橙だいだい色いろの温かい光が藍あい色いろの空へと昇っていく。見る見るうちにその数は増え、数百、数千もの光が連なる。

　その神秘的な光景は、霊峰の頂上を目指す巡礼者の列のようでもあった。

「今日は、獣アロステイアに殺された死者を天に送る日でもあるんだ。瘴しよう気きに汚染された魂は、命の循環を外れるって考え方があってさ。そういう魂を浄化して、火を道みち標しるべに天に返す……そういう日だ」

　美しい光景にため息が漏れる。

「英雄が表に出なくなって英霊祭の意味合いは変わったけど、これだけはいつまでも変わらない。いつ滅びるかもわからないこの大陸で暮らす人間の、せめてもの慰めだ」

「……たぶん、違うと思います」

　自然と、フィオレンツァは否定を口にしていた。

「これはきっと、亡くなった人を忘れないためのものです。あなたが死んでも、わたしは忘れない──そういうメッセージなんだと思います。きっと、瘴しよう気きを浄化するとかは後づけで……ただ純粋に、死者を思いだすために始めたのではないでしょうか。お墓の前で祈ったり、今はもういない人への手紙を書いたりすることと同じで……」

　そこでフィオレンツァはハッとして口を押える。

「ご、ごめんなさいっ、変なこと言ってしまって。ヒューイット様の考えを否定するつもりでは……」

　慌てるフィオレンツァに、ヒューイットはふっと柔らかい笑みをこぼした。

「いや、いいんじゃないか？　おまえのその考え──悪くないな。少なくとも、俺の解釈よりは救いがある」

「……そうでしょうか？」

「ああ。──それなら、俺の師匠も浮かばれるしな」

　人前に姿を現さなかった先代英雄。人知れず行われた死闘も、苦痛も、たった一人で抱え込んでこの世を去った英雄。同じ孤独の中に、ヒューイットもいるのだろうか。

　ふと、そんなことを思った。




　フィオレンツァが空へと昇る灯ともし火びの列に見み惚とれていると、

「ところで……おまえに渡す物がある」

　不意にヒューイットがわざとらしく咳せきばらいをして、懐から小さな箱を取り出す。

「ほら」

「え……これを、わたしにですか？」

　小箱を受け取り、フィオレンツァは考える。主あるじであるヒューイットが使用人である自分に渡す、手の平サイズのものと言えば──

（そういえば、石せつ鹼けんが切れそうになってたっけ）

「……なんか、すげぇつまらない物を想像してないか？」

「い、いえいえ滅相もないですっ！　わたし石鹼とかすごい好きですし！　……あの、なんでそんな可哀かわいそうな子を見るような目を？」

　視線がいたたまれない。

「あ、開けますね。なにかな～、楽しみだな～」

　自分でもちょっと白々しいと思いつつも小箱を開封し──フィオレンツァは言葉を失くした。

　そこにあったのは、丁寧な装飾の施された髪飾りだった。繊細な銀線細工に色とりどりの色ガラスを嵌はめることで、花弁の大きな華を形作っている。

「これを……わたしに？」

「ああ。──誕生日おめでとう、フィオ」

　はっとしてヒューイットを見る。

「今日、誕生日なんだってな。ヘルベルカに聞いた」

　照れくさいのか、ヒューイットはフィオレンツァとまっすぐ顔を合わせようとしなかったが──ふと、横目にフィオレンツァの様子に気づき、その眼めをぎょっと見開く。

「フィオ……なんで泣いてんだ？」

「…………え？」

　言われて初めて、フィオレンツァは自分が涙を流していることに気がついた。

「あれ……え？　なんで……どうして、だろ、わたし……」

　手の甲で涙をぬぐうが、次から次へと溢あふれ出でてきて一向に止まる気配がない。

　固い氷が陽ひの光を浴びて溶かされていくように──フィオレンツァが心の奥底に押し込め、蓋ふたをしていた感情が、ゆっくりと溢れてくる。

　溶け出したそれは涙となり、堰せきを切ったように瞳ひとみから溢れ続けた。

「お、おい、大丈夫か？」

　珍しく慌てた様子を見せるヒューイット。しゃくりあげる嗚咽おえつの合間を縫うように、どうにか言葉を紡ぐ。

「ごめ……なさい……わたし……怖くって……っ」

「怖いって、俺がか？」

「ちがっ……、そうじゃ、ないん……です……わたし、要らないと思われるのが……っ、怖く、って……」

　喋しやべりながら、自分の中から湧わき上がってくる衝動を拾い上げる。

　──今まで、ずっとそれに気づかないようにしていた。それをまっすぐに見つめてしまえば、きっと耐えられなくなるから。

「わたしは……奴隷で、エルフ、だから……いつ捨てられるかわからない、から……」

　暗い顔を見せれば陰気だと殴られる。反抗すれば生意気だと蹴けり飛ばされる。涙を流せば煩うるさいと鞭むちで叩たたかれる──だから、フィオレンツァは隠すしかなかった。自分のありのままの感情を氷の下に押し込めて、奴隷になる前の楽しかったことだけを考えて。

　──自分は弱い。絶望に抗あらがうことなんてできない。だけど、ただうな垂れて地面ばかりを見ているのも嫌だ。だから、空だけを見ていた。隣にある絶望から目を逸そらす為ために。

　なんだかんだで、それも限界が近かったのだろう。フィオレンツァは絶望を受け入れるほど割りきれず、希望を抱かずに生きられるほど強くもなかった。

　あと一歩──なにか自分を境界線の向こう側に一押しする要因があれば、フィオレンツァは壊れていた。それに無意識に気づいていたから、奴隷商人から逃げ出したのだ。

「わたし……いいん、ですよね……？」

　贈り物を、そっと胸に抱きしめる。誰だれかに誕生日を祝ってもらったのは五年ぶりのことで──つまりそれは、彼女がこの世に生まれたことを肯定する証あかしだった。

「ここに……、ヒューイット様のおそばに、いて……いいん、ですよね……？」

　贈り物をくれた人を、涙に濡ぬれる瞳ひとみで見つめる。

「当たり前だろ。……結構感謝してんだぜ、これでも」

　それは、彼女がそばにいることを当たり前とする、不器用な祝福の言葉で。

　──だから、彼女は微笑ほほえむ。五年分の涙で顔をくしゃくしゃにして、主あるじの祝福に笑顔で応こたえる。




　死者を悼む日に、生まれてきたことを祝われ。光の葬列に魅せられた死にかけの魂は、この世に引き戻された。

　ここがわたしの居場所なんだ──そう思えることが、フィオレンツァにとって、なによりも嬉うれしかった。
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　ヴィクティムは数万の住民を擁する大都市だ。だが、大都市だけでは社会は成り立たない。様々な資源や生活必需品の生産地があって初めて、都市の暮らしは成り立つ。

　大陸西部が〈黙示録の獣アロステイア〉に侵食されつつあるとはいえ、丸ごと放棄しては瞬く間に社会が破は綻たんする。そこで大陸国家は、西部の生産拠点から物資を送るための街道を整備し、一定間隔で中継地点の役割を持った要よう塞さい都と市しを設置。これにより、獣アロステイアの影響下でもある程度安定した物資の輸送が可能となっていた。

　堅けん牢ろうな壁に囲まれた要塞都市は規模こそ小さいが、篭ろう城じよう戦に特化した造りであるため野盗や山賊の類たぐいはもちろん、獣の襲撃も想定している。複雑に入り組んだ通路に獣をおびき寄せては仕掛け扉を落として孤立させ、弓や魔術で頭上から遠距離攻撃を加えるのが基本戦術となる。

　荒野においては人類の天敵である獣も、人の領域においては分が悪い。十や二十の獣が攻めてきても、そう簡単に陥落することはない──そのはずだった。

　ヴィクティムから西に数十キロの地点に位置する要塞都市コルチェスト。要害堅固なはずの砦とりでは、今や見る影もなく破壊されていた。

　破は城じよう鎚ついにもしばらくは持ちこたえられる重厚な門は粉砕され、獣の侵入を許していた。対獣戦闘用に配備された巨大弩砲バリスタは潰つぶされ、獣の動きを封じるための鋼線製の網は無残に引き裂かれている。外壁は崩れ、荷馬車は積み上げられた物資ごと打ち砕かれていた。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄は既にない。ここにあるのは、全すべてが終おわった後の静寂だけだった。

「化物、が……！」

　その静寂に異を唱える者がいた。

　掠かすれる声に怨えん嗟さを乗せ、満まん身しん創そう痍いの兵士が剣を杖つえ代わりによろめきながら立ち上がる。

　彼を囲むのは、数十体もの異形の獣──本来、群れて行動しないはずの〈黙示録の獣〉が集まっている光景は異様なものだ。だが、兵士の目はそちらを向いていない。

　霞かすむ視界が見上げるのは、規格外に巨大な異形の影。外壁よりもなお高い位置から、眼がん窩かを持たぬ怪物が彼を見下ろす。

　地響きをたてて異形が動くと、兵士の姿はその影に丸ごと飲みこまれた。

　力を振り絞り、兵士は剣を構える。なにができると思ったわけでもない。せめて頭を垂れることなく、憎き敵を睨にらみつけながら戦士として死を迎える──それだけが、彼に許された最後の意地だった。

「まだだ……まだ、英雄がいる……！　人類は、貴様らの思い通りにはならんぞ……ッ！」

　その叫びごと、男は頭上から降ってきた巨大な質量の瀑ばく布ふに叩たたき潰つぶされた。
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　夜が明けて、英霊祭当日。フィオレンツァはソーニャ、ヘルベルカらと共に、街の北門側の難民キャンプでの援助活動に参加していた。

「フハハハハハ！　皆の者、今日は日頃の苦労を忘れ、存分に楽しんでくれ！」

　木箱の上に立って呵か々か大たい笑しようするソーニャに、炊き出しの準備を進めるヘルベルカがじとっとした視線を向ける。

「ソーニャ様、サボってないで働いて下さい。もてなす側としての自覚が足りないようなら、まずは形から入りますか？　ソーニャ様サイズのメイド服は用意してあるのですよ」

「ふっ、固いことを言うでない、ヘルベルカ。わらわの仕事は皆の士気をあげること。それには演説がなによりも──」

「ちなみにメイド服はフィオレンツァ嬢とおそろいのデザインです。お二人が並ばれると、色々と面白いことになりそうですね。凹凸の差とか」

「なにごとも先頭に立って動かずしてなにが貴族か！　さあ働くぞ、フィオ！」

　ここ、北側のキャンプには三百人近い人々がテントを張って生活している。長期に及ぶテント生活に疲労の色は濃かったが、名家ヴァルトシュタイン家の息女であるソーニャが声をかけて回っていることもあって、この日は和気あいあいとした空気が流れていた。

　ソーニャは見た目が十歳児程度にしか見えないこともあり、特にお年寄りから声をかけられやすいようで、

「こんなに小さいのにお手伝いかい？　立派だねぇ～、お嬢ちゃん」

「いやなに、ご老体。これも身分ある者の務めじゃ。今は領地を持たぬとはいえ、わらわは栄えあるヴァルトシュタイン家の者として当然の──」

「そうかいそうかい。貴族様ごっこかい。背伸びしたい年頃だもんねぇ～」

「いや、そうではなく、わらわは今年で十六に──」

「そうかいそうかい。えらいねぇ～」

「…………」

　さすがに老人相手に怒ることもできないらしく、愛想のある苦笑いという、どっちつかずの表情を浮かべるソーニャ。

　そんな様子を眺めていたフィオの袖そでが、不意に引っ張られた。見れば、下は三つ、上は十に届かない年頃の子供たちが、目をキラキラさせてフィオを見上げていた。

「おかしちょうだいっ！」

　無む垢くな瞳ひとみを向けられて一瞬戸惑うが、フィオレンツァは微笑ほほえみ、手に提げたバスケットの中に詰めた配給用の焼き菓子を配る。

「はい、どうぞ。仲良く食べてね」

　物資が不足しがちな今の時代、砂糖を使った焼き菓子は平民にとってなかなか手が出しがたい嗜し好こう品ひんだ。子供たちは夢中で焼き菓子を齧かじる。

「ここには楽しいこともなんもないからね。みーんな、今日の祭を楽しみにしとったんだ」

　ソーニャと話をしていた老婆が言う。

　フィオレンツァは少し考えると、指先に意識を集中させ、青白い光を灯ともす。何事かと顔をあげる子供たちの前で、魔力線を使って空中に動物の絵を描いていく。

「ほら、これな～んだ？」

「うま！」

　小さな女の子が元気よく答える。

　フィオレンツァは猫、犬、鳥、ヤギと、自分が知っている動物を片っ端から描いていく。その度に子供たちから歓声があがった。

　エルフであるフィオレンツァを見下したり物もの怖おじしないのは、まだ小さな子供だからか。子供たちにつられ、フィオレンツァも自然と笑顔になる。

「器用になりましたね、フィオレンツァ嬢」

　感心したように言うヘルベルカに、苦笑しながら返す。

「あはは……これくらいしか練習できることがなかったので」

「謙けん遜そんすることはありません。実際、魔力線の扱いは大したものですよ」

　あまり人に褒められた経験がないため、妙に照れくさく感じてしまう。

「ん？　フィオ、髪飾りをつけたのか」

「あ……はいっ。変じゃないですか……？」

「いや、よく似合っておるぞ」

　ソーニャの褒め言葉に、フィオレンツァは思わずくすぐったそうな笑みをこぼす。

「おねぇちゃん、もっと描いてよ！」

　子供たちからのリクエストに、フィオは満面の笑顔で頷うなずいた。

「はいっ。じゃあ、次はねぇ──」







　一方、ヒューイットは街の中心部にある議場に呼び出されていた。

「祭の日にまで会議とは仕事熱心だな。一応、こっちにも予定ってもんがあるんだけど」

　皮肉っぽく言うヒューイットだったが、列席する議員たちは重く沈黙したままだ。どうやら、冗談が通じる状況ではないらしい。

「……なにがあった？」

「吾わが輩はいから説明しよう」

　沈黙を破ったのはエドアルトだった。

「まず、端的に言ってだ、ヒューイット君」

　一拍の間を置き、エドアルトは誤解しようのない最悪の事実を告げた。

「前線都市このまちは、間もなく滅びる」




「数百頭単位の〈黙示録の獣アロステイア〉の群れ……？」

　疑問の中に幾ばくかの驚きよう愕がくを滲にじませ、ヒューイットは確認するように言った。

「聖王都直属の調査員からの情報だ。元々は獣アロステイアの分布に偏りがあるという情報から実施された生態調査だったが……結果は予想を越えていたというわけだ」

　普段の冗談めかした雰囲気はなりを潜め、エドアルトは重々しく告げる。

「……笑えない冗談だな」

「笑えるものならよかったのだがね。さすがの吾輩も、愉快な気分にはなれないな」

　ヒューイットは自問する。

（それだけの獣が集まるのを、なぜ察知できなかった……？）

　英雄の恩寵グレイスの中には、獣の出現を感知する能力がある。普段、ヒューイットが獣を迎撃に出るのも、この能力によって獣の接近を感知してのことだ。

　獣との距離が近いほど、その数が多いほど、感知しやすくなる。いくら距離があるとはいえ、それだけの数が集結しながら、なぜ気づかなかった？

　いや──心当たりならあった。

（《自動治癒リジエネーシヨン》は少し前から効果が落ちていた。……他の能力も軒並み劣化してたってことか……）

「ヒューイット君。皆は聞きたいのだよ。今の君に、それだけの数の獣を相手にできるのか……そして、君の弟子はどれだけ育っているのかを」

　その口ぶりからして、ヒューイットの不調はある程度他の貴族たちも察していたということか。だが、それよりも──

（フィオがどれだけ育っているか、ね……そんなもの──）

　唇の端を歪ゆがめてヒューイットが答えようとした時、唐突に議場の扉が開け放たれた。

　転がり込んできたのは衛兵に肩を借りた兵士。

「なにごとだ？」

　議員のひとりが問うと兵士は膝ひざをつき、息も絶え絶えに叫ぶ。

「もっ、申しあげます！　本日未明、要よう塞さい都と市しコルチェストは、む、無数の獣の襲撃を受けて陥落……！　駐屯する部隊は……ッ、全滅しましたッ！」

　血を吐くような報告に、その場にいた一同は騒然とする。

「コルチェストだと……？　ここから三十キロと離れていないではないか！」

「北西部からの物資輸送の要衝だぞ!?　並の戦力ではなかったはずだ！」

「いや、獣アロステイアが秩序だった動きをしていたという報告が本当ならば、あるいは……」

　議員達が混乱する中、ヒューイットは弾はじかれたように窓辺に駆け寄り、窓を開け放つ。

　意識を集中、恩寵グレイス《千里眼ヴイジヨン》を起動。滑空する鳥のような視界が街並みを渡り、都市の西門を越え、荒野の先へと至る。

（…………、あれは……！）

　荒野の中に土煙をあげる一団の姿を捉とらえ、ヒューイットは息を飲む。

「獣だ！　最低でも五十体！　すぐに西門の難民を都市に入れろ！　手遅れになるぞ！」

「ば、馬ば鹿かな、それでは都市民と難民がぶつかって暴動が……」

　議員のひとりが尻しりごみするが、

「ただちに正門に馬を出せ！　壁外難民を誘導するのだ！　並行して、都市民に避難指示を！　難民は教会と広場へ誘導、足りねば我が屋敷を開放しても構わん！」

　エドアルトが衛兵に矢継ぎ早の命令を下し、ヒューイットへと目くばせする。

　その視線に頷うなずいて返し、ヒューイットは窓の外へと飛び出した。




　浮遊感に身を任せながら、自分の霊アストラル体を意識する。我ながら痛々しいほどに、あちこちで体内魔力の流れが滞っている。肉体はもとより、既に霊アストラル体の崩壊が始まっていた。

（……騙だまし騙し使うしかないか）

　その背中に浮かびあがるのは、魔導紋章イコン。肉体と霊アストラル体双方に刻まれた、人の身で魔術を行使するために必須となる機関。

　魔導紋章イコンに活を入れ、英雄という機能を起動する。

「第一門──開放」

　直後──世界が一変した。

　世界の色が増えたかのように視界は鮮明になり、舞い飛ぶ砂の一粒一粒までを認識できるほどに意識が加速。平常時の肉体強化ブーストを遥はるかに上回る力が全身に充じゆう溢いつする。

　壊れかけだった身体からだを、遥かに高性能な新品に交換したかのように爽快な気分。

　身体中に莫ばく大だいな量の遍在魔力アストラルが流れ込む。通常、キャパシティを超える量の魔力を取り入れれば、人の霊アストラル体は機能不全を起こす。その枷かせを外すことができるのが英雄だ。

　あまりの魔力圧に、可視化された魔力が白い燐りん光こうとなってヒューイットの身体を覆う。

　数かず多おおくの恩寵グレイスをその身に宿し、限界を超えた莫大な魔力を制御下に置く──これが〝英雄〟という力の本質だった。

　議事堂の壁を蹴ける。増強された筋力はヒューイットの身体を水平に加速。白い燐光を纏まとう一筋の流星となって、ヒューイットはヴィクティムの街を飛ひ翔しようした。




　ヴィクティム西門、難民キャンプ──数百名の難民にもたらされたささやかな祭気分は、悲鳴によって引き裂かれた。

〈黙示録の獣アロステイア〉が出た──たったその一言が、故郷を奪われた人々の恐怖を呼び起こし、狂乱状態に陥れる。

　混乱が始まってしばらくの間は、むしろ獣アロステイアよりも人間同士による衝突での負傷者の方が多かった。街へ入る唯一の門には難民が殺到し、いまだエドアルトの指示が通っていなかった衛兵たちは対処に迷う。

　押され、転倒し、踏みつけられて、怪け我が人にんが増えていく中、獣が逃げ遅れた人々を襲い始める。門の外に出ていた衛兵たちの中には、果敢にも獣に挑む者もいた。けれど、獣に対する基本的な戦術は一対多数の集団戦だ。統率がとれない中で、勇敢な兵士から順に命を落としていった。




　議場を飛びだしてわずか数分で、ヒューイットは西門に到達する。最短距離での移動だったが、既に西門は混乱に包まれていた。

「間に合わなかったか……！」

　忸じく怩じたる思いで唇を嚙かみしめる。

　西門横の見張り塔に着地。頭上から突如として現れたヒューイットに衛兵たちが目を白黒させるが、構わず難民キャンプの様子に目を凝らす。

（既にキャンプに侵入している足が速い獣は……十二体。後続が四十体強）

　瞬く間に戦況を把握する。否応なく犠牲になった人間の数も把握するが、その数をこれ以上増やさないためにも意識の外に留めおく。

（まずは先に侵入した十二体を仕留める！）

　しかし、獣は散らばっている。一体ずつ潰つぶしている間に後続が到着してしまうだろう。

　──ふと、思いつくことがあった。

「おい、衛兵。あんたたちの武器を貸せ」




　難民キャンプの外れを逃げまどう女性。そのすぐ背後を、体長三メートルを超える巨大な黒い狼おおかみが追いかける。

　恐怖にすくんだ足はもつれてうまく走れず、ついには転がっていた木箱に足をとられて転倒してしまう。

　女性に覆いかぶさる巨大な狼。恐怖に引ひき攣つった悲鳴が漏れ、女性は死を覚悟し、

　──直後、狼の身体からだが真横に弾はじけ飛とんだ。

「え……？」

　見れば、狼おおかみの首筋には分厚い大剣が深々と突き刺さり、巨体を地面に縫い止めていた。その一撃が致命傷となり、狼の身体からだは黒い霧へと分解されていき、やがて消滅した。




「──うし、命中」

　投とう擲てきした大剣が一匹の獣アロステイアを直撃したことを確認し、ヒューイットは頷うなずく。

　その横では、衛兵たちが愕がく然ぜんとしていた。

　──人が獣と戦う際、問題となるのは火力だ。弓程度では到底仕留めきれず、獣を確実に殺し得る上級魔術は魔ま導どう式しきを構築するのに時間がかかる。その上級魔術も効果範囲が広大なものが多く、仲間や民間人を巻き込む危険があるため、なかなか活躍の機会がないのが現状だ。

　そこで、ヒューイットがどんな手段をとったかというと──

「次だ」

　ヒューイットの指示に、呆ぼう然ぜんとしていた衛兵が慌てて斧槍ハルバートを手渡す。肉体強化ブースト魔術の使用を前提として打たれたその武器はヒューイットの身長ほどもあり、重さは十数キロにも上るだろう。

　ヒューイットは斧槍ハルバートを逆手で軽々と持ち上げるや、身体を半身に構える。あたかもそれは、投擲用の槍やりを構えるような姿勢だ。

　ヒューイットが握った柄つかに紋様が浮かびあがり、紋様はすぐに刃やいばまでを覆う。

　恩寵グレイス《圧縮付咒フアスト・エンチヤント》を用いた、瞬間的な付ふ咒じゆ魔術である。

「あいにく、師匠みたいに銃は使えないけど──近接武器の扱いは得意でね」

　全身を弓のようにしならせ、その身に張り詰めた力を一気に解き放つように──ヒューイットは斧槍ハルバートを投擲した。

　一直線に飛びだした斧槍ハルバートは瞬く間に彼我の距離を塗りつぶし、難民に襲いかかろうとしていた獣の頭部を正確に貫いた。

　──弓でも魔術でも有効打となりえない距離を、ヒューイットは武器を投げるという原始的な方法で攻略した。いったいどれほどの膂りよ力りよくがあればそんな芸当が可能だというのか。

「次ッ！　──次ッ！」

　兵士から武器を受け取って投擲するたび、着実に獣の数が減っていく。瞬く間にキャンプ内に侵入した獣を殲せん滅めつ。残るは後続の四十体のみとなる。

「さあ──何匹辿たどりつけるか、根性見せてみろッ！」

　戦いの場を『血の雨が降る』と形容することがあるが──この英雄が降らせるのは、それよりも遥はるかに無慈悲な鋼の雨だった。




〈黙示録の獣アロステイア〉は知性を持たないと言われている。あるのはただ、人類を殺す本能だけ。故に、人間がどれだけの大軍で待ちうけようと、畏れ慄おののくことなどない。

　だが──

　荒野を疾走する数十体の獣アロステイアの群れに、突如として〝流星〟が落下する。一体の獣が直撃を受け、その五体を四散させる。破壊はそれにとどまらず、衝撃波が直撃を免れた獣の肉を削そぎ、爆風が巨体を吹き飛ばす。

〝流星〟が落下した場所には、一振りの巨大な大剣が深々と突き刺さっていた。

　さらに間断なく降り注ぐ鋼の雨に、恐れを知らぬ獣たちが翻ほん弄ろうされ、咆ほう哮こうをあげる。

　それでも、獣の侵攻は止まらない。黒い霧となって霧散していく同胞の死し骸がいを踏み越え、数を減らしながらも、獣たちは都市を目指す。

　都市との距離が縮まるにつれその数は減り、当初の半数にまで減じたところで──それは現れた。

　戦場を貫く、一筋の銀光。

　一本の矢と化したヒューイット・クライゼルが、砂さ塵じんを貫いて獣の群れへと一直線に飛び込んだ。

　飛び込みざまに振るわれた大剣の一いつ閃せんが、三体の獣をまとめて両断する。地面を靴底で削って勢いを殺し、獣の群れのまっただ中で停止。それが自分たちにとっての天敵であると悟ったか、獣たちは進撃を止め、ヒューイットを取り囲む。

「待たせたな──獣ども」

　ヒューイットは大剣を肩に担ぎ、堂々と立ち上がる。

　静かに、けれどその言葉に確かな戦意を込め──ヒューイットは名乗りをあげた。

「俺が英雄だ」




　振り降ろされた大剣が、トサカを持つ爬は虫ちゆう類るいのような獣、バジリスク型の頭を両断する。バジリスク型はしばし痙けい攣れんした後動きを止め、黒い瘴しよう気きをまき散らし始める。

　額に汗を滲にじませ、ヒューイットは大剣を地面に下ろす。

　周囲には双頭を落とされた四足獣、全身を砕かれた甲虫かぶとむし、輪切りにされた大蛇など、様々な獣の死骸が散らばっており、その骸むくろはいずれも分解されつつある。

　ヒューイットが獣を圧倒している様子を遠巻きに眺めていた難民たちから歓声があがる。

　当代の英雄であるヒューイットの顔は、一般には知られていない。それでも、目の前の人物が何者であるか、その偉業を以もつて民衆は理解したのだろう。

「……ったく、やめてくれよな、そういうの……」

　ヒューイットにしてみれば、獣の感知が遅れたことに責任を感じている。そんな経緯で向けられた賞賛を、素直に受け入れることはできなかった。

　と──その感覚は、唐突に訪れた。




『────────────────────────────』




「…………ッ!?」

　巨大なムカデが脊せき髄ずいを這はい回まわっているかのような悪寒。得体の知れない感覚に、ヒューイットは弾はじかれたように背後を振り返った。

　荒野の遥はるか彼方かなた、獣アロステイアたちが現れた方角に、なにかがいる。

　──見られている。

　英雄化によって拡張された鋭敏な感覚に突き刺さる、途方もない害意。

（なんだ……？　獣、なのか……？）

　我知らず、ヒューイットは唾つばを嚥えん下げする。

「クライゼル殿！」

　膨大な距離を隔てた睨にらみあいは、唐突に終おわりを迎えた。呼びかけたのは一人の衛兵。彼が現れると同時に、強大な圧迫感は噓うそのように雲散霧消した。

「……どうかしたか？」

　動揺を悟られまいと表情を消して振り返るが、もたらされた情報はヒューイットの内面を大きくかき回すことになった。

「獣です！　北門の難民キャンプに、獣が出ました……！」

「なっ……!?」

　さっきの今で、別の群れが現れたというのか？

　いや──そもそも、西門に現れた獣の群れの規模からして異常だった。これまでの常識は通用しないと考えた方がいい。その上で、今の状況を分析するならば──

（西門に戦力が集中したタイミングを狙ねらっての同時襲撃……！）

　獣が秩序だった戦術行動をとるなど、なんの冗談だと笑われかねない。だが、現にそれが起こっている。

　獣が現れたのは北門といった。最悪なことに、そこには今、フィオやソーニャがいる。

　ヒューイットの霊アストラル体を流れる魔力圧が跳ね上がる。

　瞠どう目もくする兵士を尻しり目めに、ヒューイットは地を蹴けって飛び出す。瞬く間にその身は亜音速の域にまで加速し、ヴィクティムの空を切り裂いた。

「無事でいろよ、フィオッ……！」







　──時間は少し遡さかのぼる。ヒューイットが西門の獣と交戦していた頃。

　北門側キャンプの人々は未いまだ、祭の弛し緩かんした空気の中にあった。

　炊き出しが一段落し、フィオレンツァは散歩がてらにキャンプの様子を見て回る。

　キャンプのすぐそばには森があった。故郷の集落があった森はここよりずっと北だが、フィオレンツァはどこか懐かしさを感じて足を止める。

　ふと──

「…………？」

　森の中で生まれ育ったフィオレンツァだからこそ──その些さ細さいな違和感に気づいた。

「……いない？」

　森は様々な生き物の住処すみかだ。姿は見えずとも、その息遣いを感じることができる。

　けれど──そこには、あって当たり前の生命の気配がなかった。

　鳥の羽ばたきも、野鹿の足音も、虫の声も──すべてが静寂に飲みこまれている。

　なにかがおかしい──些細な違和感は悪寒となり、フィオレンツァは後ずさろうとして──鬱うつ蒼そうとした枝葉の奥に、森の草をかき分け、迫る影を見た。

「…………ッ！」

　本能が警鐘を鳴らす。それが、人間にとっての天敵であると知っていたから。

「〈黙示録の獣アロステイア〉……！」

　フィオレンツァは踵きびすを返して走りだす。間近に迫る死の恐怖と、この事態を知らせなければならないという使命感がフィオレンツァの足を動かした。

　背後に迫る獣アロステイアの気配に、心臓の鼓動がバクバクと鳴り響く。肩越しに背後を見ると、狼おおかみによく似た黒い獣が自分へ向かってくるのが見えた。その後ろにも数頭の獣が続いている。

　いつ背中から嚙かみつかれるかもわからない恐怖の中、フィオレンツァはひたすらに門へと走る。

　と──テントのそばに難民らしき男が歩いているのが見えた。

「逃げてっ！」

　フィオレンツァが叫ぶと、男はぎょっと目を開いて硬直する。

「あ、獣アロステイア……!?　なんでこんなところに……、ぎゃああ……！」

　身動きが取れないでいるうちに、男は獣に食いつかれた。

「っ……！」

　思わず目を逸そらす。

　男の悲鳴で異常に気付いたらしく、向かう先から衛兵たちが現れる。

　殺到する獣の群れに、兵士たちは一瞬で状況を把握したようだったが、問題は獣戦に有効な武器を持っていなかったことだ。

　──獣の勢力圏は西側に広がっている。街の北側に獣が出たことなど、一度もなかった。故に、その装備は実用性の高い長なが槍やりではなく、手持ちの片手剣のみだった。

「くッ……、娘っ、皆に知らせろッ！　ここは我々が……！」

　それでも獣アロステイアの相手を引き受けたのは、兵士としての意地か。

　フィオレンツァは心苦しく思いながらも、兵士たちの横を走り抜ける。背後で悲鳴が上がるが、足を止めるわけにはいかない。唇を嚙かみしめて、フィオレンツァは門へと駆けた。

　間もなく門が見えてくる。悲鳴が届いたのか、難民たちは皆浮足立っていた。

「落ちつくのじゃ！　パニックを起こすでない！　……フィオか!?」

　難民たちをまとめようとしていたソーニャがフィオレンツァに気づく。

「なにがあったのじゃ!?」

　ソーニャの元に辿たどりつき、フィオレンツァは荒い呼吸の間に叫んだ。

「獣ですっ！　すぐに避難を……！」

　その言葉に、一瞬水を打ったような静けさが満ち──直後、誰だれかの悲鳴を皮切りに、難民たちは恐慌状態に陥る。

　難民たちは街に入ろうと門に殺到し、あちこちで怒声と悲鳴が上がる。

　瞬く間に、フィオレンツァはソーニャともども人の波に飲み込まれた。

「お、落ちつけ、皆の者！　……ええい、北門の指揮官はどこじゃ！　迎撃態勢と避難誘導を……！」

　ソーニャが叫ぶが、その声は民衆の狂乱に飲まれて届かない。

　人の波に流されながら──フィオレンツァは見た。逃げ遅れたようにぽつんと立ちつくして泣きじゃくる、幼い子供の姿を。

　気がつけば、フィオレンツァは人の波に逆らって子供の方へと向かっていた。

「フィオ!?　どこへ行く!?」

　背後からのソーニャの声を振り切り、子供の元へ駆けつける。

「もう大丈夫だよ。一緒に逃げよう？」

　安心させようと、目線を合わせて話しかける。

　子供がフィオレンツァを見上げ──その目が恐怖に見開かれた。

　咄とつ嗟さに、子供を突き飛ばしながら身体からだを地面に投げ出す。

　一瞬前までフィオレンツァの首があった位置を、獣の爪が薙なぎ払はらう。

　──そこに、後ろ足で立ち上がる獅し子しの獣、ライカン型がいた。

　あまりに近い距離に身をすくませるが──ライカン型の顔が、フィオレンツァが突き飛ばした子供へと向いた。

　考えるより早く、フィオレンツァは手近な石をライカン型へと投げ付けていた。石が背中にあたり、獣の動きが止まる。

「あ……」

　自分と門との間にはライカン型がいる。兵士たちは獣に立ち向かっているが、門へ向かおうとする個体を押しとどめるのに精いっぱいで、こちらを助ける余裕はない。

　ライカン型がフィオレンツァへと向き直り、

「…………！」

　フィオレンツァは背を向け、咄とつ嗟さに密集して張られているテントの隙すき間まへと飛びこむ。

　視界の通らない中、ライカン型の爪が周囲のテントをでたらめに引き裂く。

　すぐ背後に獣アロステイアの息遣いを感じながら、フィオレンツァはテントの間を縫ってジグザグに逃げ続ける。少しでも足を止めれば、次の瞬間には首をかっ切られてしまう──そんな想像が脳裏をよぎり、フィオレンツァは必死に前へと進む。

　だが──

（…………っ!?　テントが……！）

　ついにキャンプの外れにまで到達し、身を隠すものがなくなる。

　背後を確認すると、ライカン型がすぐ近くにまで迫っているのが見えた。

（……っ、いちかばちか……！）

　このまま逃げ続けても獣を振りきることはできない。

　フィオレンツァは振り返るなり指先で虚空をなぞり、魔ま導どう式しきを展開する。

「《顕あらわれよ・小さき炎リヒト・フランメ》……！」

　ものの数秒で書きあげた魔導式に、遍在魔力アストラルを送り込む。

　しかし、本来であれば火球を飛ばす初歩の元素魔術は暴発。爆風に吹き飛ばされ、地面をごろごろと転がる。

　幸いだったのは、ライカン型も爆風を受けてある程度の距離が開いたことか。

　けれど──どのみち命運は尽きていた。追って来ていた個体の他に、二頭三頭と獣が集まってくる。しかも、最悪なことに頭を打って軽い脳のう震しん盪とうを起こしたらしく、視界が霞かすむ。

（ああ……これで、終おわりかな……）

　妙に穏やかな心地で思う。

　──この半月は、夢のような日々だった。希望のない人生の最後にいい夢が見れたのなら、これで終わってもいいのではないか？





　　──嫌だ






　フィオレンツァは覚おぼ束つかない足取りで立ち上がる。立ち上がってから、自分の行動を意外に思う。

（あれ……なんか、わたし──）

　死を受け入れるのなら座して待てばいい。それでも立ち上がったというのなら──それは、死にたくないということなのだろう。

（欲張りになってる……かな？）

　自覚した途と端たん、その感情はとめどなく自分の中から溢あふれてきた。

（うん……そうだ。わたしは死にたくない。だって──）

「言ってくれたんだ……自分を卑下するなって……自分なんかとか言うなって……！」

　自分を肯定してくれた人たちの言葉を思い出すたび、力が湧わき上がる。

「だからわたしは……こんな場所で死んだりしない──死んでたまるかっ！」

　手を持ちあげ、魔ま導どう式しきを思い浮かべる。

　限界まで足あ搔がいてやる。なぜならわたしは──

「英雄の……ヒューイット・クライゼルの弟子だからッ！」




「──上出来だ、フィオ」




　言下、嵐が吹き荒れた。

　外がい套とうの裾すそを翻し、迸ほとばしる剣けん閃せんが幾条もの斬ざん光こうを刻む。

　激しい風に思わず目を閉じたフィオレンツァが再び目を開いた時──そこにあったのは、斬きり伏せた獣アロステイアたちが霧となって散っていく中に立つ、大剣を背負った主あるじの背中だった。

「ヒューイット……様……？」

「今の啖たん呵かはなかなかよかったぞ。──獣は……まだ何頭かいるな。フィオ、動けるか？」

　背中越しの主の問いに、フィオレンツァはこくこくと頷うなずく。

「残りを片づける。おまえはゆっくりついてこい」

　フィオレンツァが頷くと、ヒューイットは肩越しに微笑ほほえむ。直後、白い燐りん光こうの尾を引き、ヒューイットは残りの獣を潰つぶすべく飛び出した。

（ヒューイット様……身体からだは大丈夫なの……？）

　燐光を纏まとったヒューイットの魔力圧は、素人であるフィオレンツァにもわかるほどに凄すさまじいものだった。

　だが、ヒューイットの不調を知っているフィオレンツァは不安を抱く。

「……行かなきゃ」

　なにができるわけでもない。それでも、そばであの人を見続けていたい。弟子として、従者として、そうしなければならない──

　そんな思いに突き動かされ、フィオレンツァは歩き出す。主の戦いを見届けるために。




　北門に到着したヒューイットが目にしたのは、獣に蹂じゆう躙りんされる人々の姿だった。

　衛兵たちが奮戦しているおかげで難民の被害はそれほど多くはない。だが、詰め所に常駐している約三十名の衛兵のうち、既に半数近くが事切れていた。

「これ以上やらせるか！」

　戦場を駆け、通り過ぎざまに獣アロステイアたちを撫なで斬ぎりにしていく。

　この間、わずかに十数秒──それだけの時間で、ヒューイットは衛兵たちを苦しめていた獣を掃討した。

　歓声が上がる中、地面に突き立てた大剣に体重を預け、身体からだの内側を苛さいなむ痛みに耐える。

（……っ、無む茶ちやしすぎたか……！）

　魔力経路を通じてフィオと霊アストラル体が繫つながっているため、身体に溜たまった瘴しよう気きは浄化されつつある。とはいえ、獣のただ中で戦ったため、あまりに多くの瘴気を取り込み過ぎた。呼吸を落ちつけようとするが、全身の神経が焼けつくように痛んでそれもままならない。

　──地響きが鳴り響いたのは、その時だった。

　断続的に大地を揺り動かす振動に、弛し緩かんしかけた空気が緊張する。

「……今度はなんだよ」

　一歩一歩こちらへ近づくにつれ、地響きの正体が明らかになる。

　──それは、岩石の巨人だった。

　不格好な造型の人形にも似たそれは、一応は人の形を象かたどっている。だが、あまりにも巨大。あまりに重厚。けれど、黒々とした体色は獣の特徴と一致する。

（これも獣なのか……!?）

　もはや尋常な生物を象ってすらいない。肉と骨から成るという生物の規範からすら外れたその威容は、高さ十メートルにも及ぶ。どれほどの重量があるのか見当すらつかない。

　さらには、巨人の周囲には新たな獣が十体以上。

「……まるで装甲馬車の随伴歩兵だな。さっきのは先遣隊ってとこか」

　自分で口にした面白くもない冗談に、口元を皮肉げに歪ゆがめる。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす衛兵たちを前に、巨人がその腕を振り上げる。その大質量を前には、いかなる防御手段も通用しない。これが難民の頭上に振り降ろされれば、ただの一撃で数十人規模の犠牲が出るだろう。

（……今の身体で耐えられるか？）

　一瞬躊躇ためらい、

（出し惜しみしてる場合じゃない……！）

　今一度、背中に刻まれた魔導紋章イコンを意識する。

「第二門──開放ッ！」

　直後、ヒューイットの霊アストラル体を流れる魔力圧が爆発的に跳ねあがった。

　身体を覆う燐りん光こうが一際強まり、ヒューイットの全身を燦さん然ぜんと輝かせる。

　その身体が宙に浮き上がる。重力グラビテイ系魔術の応用だ。本来なら不得手な系統だったが、英雄化している時のみ、実戦レベルで扱えるようになっていた。

　水平落下による高速飛ひ翔しよう。瞬く間に巨人へと突撃する。

「おぉおおおおおおおおお……ッ！」

　今まさに振り降ろされようとしていた巨人の腕に、全体重を乗せた大剣の切っ先を突き立てる。巨人の体勢を崩すのと引き換えに、酷使され続けた大剣の刃が砕け散った。

　着地と同時、ヒューイットは硬直していた衛兵たちへと大声を張り上げる。

「このデカブツは俺が相手をするッ！　おまえらは小物を抑えてろ！」

「承知した！　──貴様ら、英雄殿にだけ手柄を持っていかせるつもりか!?　意地を見せろ！」

　衛兵隊の隊長らしき男に一喝され、啞あ然ぜんとしていた衛兵たちが気合いを入れ直す。

　折れた剣に一いち瞥べつだけを送り、放ほうり捨てる。

「……剣が要るな」

　手をかざし、魔ま導どう式しきを高速展開。付近の巨岩が細かな破片に分解され、空中で別の形に再構成される。

　それは、刃渡り五メートルにも及ぶ武骨な剣だった。分厚い刃を重力制御で浮遊させ、腕を振る動きに合わせて二度三度と素振りする。

「間に合わせとしては上々か」

　ヒューイットは空高く跳躍すると、体勢を立て直していた巨人へと石剣を振り降ろす。

「オォオオオオオオオラァッ！」

　巨人の腕が石剣を受け止める。巨岩同士が異音をたてて衝突、巨人の足が地面に沈む。

　ヒューイットは弾はじかれた勢いのまま身体からだを横に捻ひねり、間髪入れずに薙なぎ払はらう。

　石剣で斬きりつけ、迫る拳こぶしをいなし、また斬りつける。

　岩塊と岩塊の乱打戦。ヒューイットは巨人と互角に切り結び、その場に釘くぎづけにする。

「ヒューイッ！」

　背後で響いた声は、聞き覚えのある少女のもの。北門の上の矢倉には、ソーニャとヘルベルカの姿があった。

「増援が到着した！　難民の避難はわらわたちに任せろ！　……ってなんじゃそのでかいのは!?　でかっ！　怖っ！」

「ソーニャ様が小さすぎるのでは？」

「今それ関係ないじゃろ！」

　苦笑しながらも、付き合いの長い妹分を頼もしく思う。この短時間で増援を集める行動力はさすがだった。

　とはいえ、巨人の猛攻は凄すさまじく、増援が来たとはいえ小型の獣アロステイアの脅威もいまだ消えていない。

（こいつを仕留めたら小型の獣を叩たたいて、陣形を立て直させる。もうちょっと無む茶ちやするか）

　巨人の拳こぶしを後方跳躍で回避。狙ねらいを外した拳は地面に深々とクレーターを作る。

　自身の肉体に魔術を作用させる。

「──強化加速アクセル・ブースト！」

　肉体強化ブースト魔術と時空魔術の複合技能。筋力を底上げすると同時、主観的な時間の流れを加速する。自身の霊アストラル体に二系統の魔術を同時作用させる高等技能であり、制御を誤れば自らの身体からだを破壊しかねない諸もろ刃はの剣だ。

　全すべてがスローに感じられる世界で、ヒューイットは巨人の腕を駆け上がり、その首へと石剣を振り抜く。渾こん身しんの一撃は巨人の首を砕きながら両断し、引き換えに石剣もまた無数の飛礫つぶてへと還かえる。

　背後に倒れゆく巨人を蹴けりつけて着地、身を翻して乱戦状態の戦域へと向かう。

　走りながら、倒れた兵士の剣を拾い上げて即席の二刀流に。可視化された魔力の残光を引きながら、獣アロステイアだけを切り刻んでいく。

　その姿、一陣の颶ぐ風ふう。背中を向けたライカン型の足の間をくぐり抜けざま、両足の腱けんを斬ざん断だん。崩れ落ちてきたライカン型の心臓を、逆手に持ちかえた右の剣で貫く。

　動作後の隙すきを狙ってきた獣の口こう腔こうに左の剣を突きこむ。ライカン型の胸から引き抜いた剣を順手に返しながら、身を翻しての弧を描く斬ざん撃げき。剣を咥くわえこんだままの獅し子しの頭が地面に落ちる頃には、既に次の獣に向かっている。

　戦神のごとき活躍に、徐々に戦列が勢いを取り戻し、獣を押し始める。難民と入れ替わりに増援の兵士たちも戦列に加わっている。もはや形勢は決したかに見えた。だが──

「ヒューイッ、門が……！」

　切羽詰まったソーニャの叫び。はっと視線を向けると、頭を失くした巨人が門へと向かっていた。そこには、自分の後を追ってきたのだろう、フィオレンツァの姿もあった。

「くそ……ッ！」

　自分の軽率さに毒づく。あの巨人は元から尋常な生物とはかけ離れていた。頭を潰つぶしたところで動かなくなる保証など元よりなかったのだ。

　即座に地を蹴り、雷光の速度で巨人の前に立ちはだかる。

「ヒューイット様……！」

　すぐ背後でフィオレンツァの声。

　ヒューイットは剣を構えて巨人に相対し、




　その口から、赤黒い血ち反へ吐どを吐きだした。




「え……？　な……？　……、……ッッ!?」

　啞あ然ぜんとするのも束つかの間ま、あらゆる内臓を握りつぶされたような激痛に意識が漂白される。

　全身を覆っていた魔力の燐りん光こうは消え、身体からだを満たしていた万能感があっさりと抜けていく。

（時間切れ、か……）

　ただでさえ弱っていた身体を酷使した反動が、ここにきて一気にでたらしい。

　意識が霞かすむ中、戦わねばならないという本能だけで顔を上げ──

　横よこ薙なぎに振るわれた巨人の腕が、無防備なヒューイットを殴り飛ばした。




　巨人の薙なぎ払はらいをまともに受け、ヒューイットの身体が宙を舞う。冗談のような距離を飛ばされ、受身も取れずぼろきれのように転がる。

「え…………？」

　目の前の光景が信じられず、フィオレンツァは呆ほうけた声をあげる。

「ヒューイット……様……？」

　──これは……なに？

　──どうして、ヒューイット様が倒れているの？

　だって　ヒューイット様が　　負けるわけ　　　あれ　　　　　　　死ん

「フィオレンツァ・アリギエーリ！」

　頭上から大声で名前を呼ばれ、千々に乱れたフィオレンツァの意識が呼び戻される。

「なにを呆けているのです！　まだ駄目だとは決まっていません！」

　駄目とはつまり、ヒューイットがもう死んでいるということか。

　そうだ──ヒューイット様はきっと生きている。あれくらいで死ぬような方ではない。けれど──

　頭上に影が差す。ヒューイットに頭を刎はね飛ばされたとはいえ、その巨体は未いまだ健在。倒すべき相手を見定めるのにも、なんの支障もないらしい。

「フィオっ、早く逃げよ！」

　逃げる？　どこへ？　背後の門は難民たちが殺到していて通れない。

　ゆっくりと、巨大な腕が振りあげられる。その一撃は、外壁ごと自分を潰つぶすのになんの手ごたえも感じないだろう。

（わたしは……ここで死ぬ……？）

　今まさに殺されようとしているのに、なにもできない。それが、どうしようもなく情けない。

　──いや。さっき決めたばかりだ。どうせ死ぬなら、限界まで足あ搔がいてやる、と。

　フィオレンツァは両手を使い、虚空に魔ま導どう式しきを描きだす。

「フィオ、なにを……!?」

　無駄なことだと思っているだろうか。フィオレンツァ自身、なんの確証もない。

　初級や中級では意味がない──頭のどこかが、やけに冷静に判断する。

　直径一メートルほどの巨大な魔ま導どう式しきを三重に展開。上級魔術が暴発すれば、術者の命の保証がないとは言われていた。だが、このままではどのみち死ぬのだ。

　死を間近にした極限状況の興奮が、逆にフィオレンツァの意識をクリアにした。

　──辛つらい時は、空を見上げて心を空っぽにしてきた。中身のない器なら、痛むべき心もそこにはないから。

　フィオレンツァの脳裏から一切の雑音が消える。

　魔導式を描く──ただそれだけを繰り返してきた。魔術を使うというのがどういう感覚かも理解せぬまま、それだけが自分の存在理由と信じて。

　右手と左手が別の生き物のように踊り、精妙に、精せい緻ちに、かつてない速度で奇跡を引き寄せる手順をなぞる。

　巨人の腕が振りあげられると同時──フィオレンツァの魔導式は完成した。

　暴発すれば自分が死ぬことも忘れ、フィオレンツァは描きあげたばかりの魔導式に命を吹き込む。

　大気中に満ちた遍在魔力アストラルが、フィオレンツァの霊アストラル体を通して魔導式に流れ込んでいく。

　三重展開された魔導式が交互に回り始める。回転数が見る間に上がり、注ぎ込まれた魔力圧を処理しきれず、青い紫電を散らす。

「──《灼やき滅ぼせ・断罪の劫火アグニ・フレア》」

　どこか他人事のような心地で、フィオレンツァは起動呪文ブート・スペルを口にした。

　励起された魔力は魔導式を通して数千度の劫ごう火かへと在り様を変える。

　三重の魔導式を砲身とし、巨大な火柱が天へと立ち昇った。

　あまりの熱量に周辺の大気が膨張し、全方位に爆風を放散する。輻ふく射しや熱ねつだけで人間が焼死しかねないほどの高温だったが、フィオレンツァの全身を覆う魔力の膜がその全すべてを遮断する。

　それは、音と熱と風の暴力だ。

　火柱が天を貫いていたのは、実際には数秒足らずだっただろう。

　大気を焦がすような轟ごう音おんが過ぎ去り、魔術の火柱が消える。役目を終おえた魔導式が揺らぎ消えてもなお、炙あぶられた大気は陽炎のように揺らめき、爆風の余波が渦を巻いていた。

　そして──

　フィオレンツァの眼前には、腰から上を消し飛ばされた巨人が下半身だけで立ちつくしていた。腰の断面は赤く煮えたぎっていたが、やがてそれも崩れ落ち、霧となって風に溶けていく。

「…………でき、た」

　啞あ然ぜんと、自分の手の平を見下ろす。

「フィオ……」

　主あるじの声に、はっと振り向く。そこには、満まん身しん創そう痍いながらも自らの足で立つ主の姿があった。

「ヒューイット様……」

　どんな顔をするべきかもわからないまま、しばし二人の視線が絡み合い──

　ヒューイットは再び気を失い、その場に崩れ落ちた。
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　死者十八名、重軽症者三十五名──それが、〈黙示録の獣アロステイア〉のヴィクティム襲撃事件における人的被害だった。被害にあった者の大半が兵士であり、難民や援助活動にあたっていた市民の犠牲が最小限に抑えられたことが不幸中の幸いか。

　新たに確認された巨人型の獣アロステイア──タイタン型と命名された──の出現という異常事態があった点を鑑かんがみれば、被害は最小限に抑えられたと言えるだろう。

　とはいえ、今回の事件が都市民に与えた衝撃は大きかった。

　要よう塞さい都と市しコルチェストの陥落は物資の輸送網に大きな影響を与え、経済への大きな打撃が予想される。なにより、西門での陽動や森の中を迂う回かいしての襲撃など、獣が秩序だった戦術的な動きを示したことで、議会では連日議論が紛糾していた。

　そのしわ寄せは、父親の補佐を務めるソーニャにも回ってきており──

「だ───もうっ！　いつまで経たっても増えるばかりで仕事が減らんわっ！」

　事件から二日経った、ヴァルトシュタイン家の一室。ソーニャの執務机には書類が山積みにされていた。

「負傷した市民からの陳情！　難民キャンプの立て直し！　どさくさにまぎれて都市内に紛れこんだ難民の洗い出し！　っていうか『獣の襲撃に驚いて逃げ出した飼い猫の捜索』ってなんじゃ!?　そんなもんわらわが知るかっ！」

「どうにも案件が多すぎて、庁舎の窓口も迷走しているようですね」

　サポート役を務めるヘルベルカが書類の束をめくりながら淡々と言う。

「目下の懸案事項は難民キャンプの立て直しでしょうか」

「それは今父上の主導で、外壁の内側に新たなキャンプを作る方針で進められておる。さすがにあれだけのことがあってなお、外に放ほうり出しておくわけにもいかんからの」

「一方で都市を出て東に逃げようとする者も出始めているようです。ある程度の富がある者に限られますが」

「いい状況ではないのう……」

　ため息をつくソーニャ。

「逆に明るい噂うわさもありますよ」

「なんじゃ？　少しは胃の具合が良くなる話なのじゃろうな？」

「一人の少女が巨大な獣を一撃で葬ったという噂です」

　ソーニャは顔をしかめた。

「ま……あれだけの華々しいデビューじゃったからのう……人の口に戸は立てられんか」

「特に現場の兵士たちは新たな英雄の誕生だと、口々にフィオレンツァ嬢を讃たたえております。今のところ本人に関かんする詳しい情報は広まっておりませんので、しばらくは当人に世間の目が向くことはないでしょうが」

「ふむ、それは重畳じゃ。あの二人のことは、できればそっとしておきたいからのう。しかし……〝完全魔導体体質〟じゃったか。凄すさまじい才能を秘めていたものだのう……」

「どちらかと言えば、才能と言うより突然変異といった方が近いようですが」

　ヘルベルカの補足を受け、ソーニャは腕を組んで唸うなる。

「霊アストラル体がもつ遍在魔力アストラルへの抵抗値が、生まれつき極めて小さい特異体質者……か。遍在魔力アストラルを無ロ駄スなく運用できるため、上級魔術を撃っても霊アストラル体への負担が極めてゼロに近く、理論上はほぼ無尽蔵に強力な魔術を連発できる……改めて聞いても凄まじいのう」

「なにせ稀け有うな症例ですので。魔術研究者の間でも眉まゆ唾つばもので、ほとんど与よ太た話の類たぐいとして語られていたようです。初級魔術の発動に失敗するのも、魔ま導どう式しきの適正魔力量に対して魔力を過剰供給したせいで暴発していたと思われます」

「つまり、フィオは──」

「はい。上級魔術しか使えません」

　しばし、執務室を沈黙が満たす。

「……随分とまた、尖とがった特性の英雄じゃのう」

「まったくで。幸いにも、魔導式の展開に関しては才能を見せているので、周囲を巻き込んで自滅──という心配はあまりなさそうですが」

「ふむ……で、噂うわさの主役はどうしておる？」

　ソーニャの問いに、ヘルベルカはわずかに首をすくめる。

「どうもこうも──ヒューイット様につきっきりです」







　フィオレンツァの姿はヴァルトシュタイン家の客間にあった。

　部屋の寝台には、ヒューイットが横たわっている。

「ヒューイット様……」

　心配そうにフィオレンツァがその名前を呼ぶ。しかし、ベッドの上で横たわるヒューイットは浅い呼吸を繰り返すばかりで、反応はなかった。

　──事件から二日たった今日も、主あるじは目覚める気配がなかった。

　フィオレンツァがタイタン型を倒した直後、ヒューイットは再び意識を失った。本来なら即死してもおかしくないダメージだったが、恩寵グレイスの効果によって命は取りとめた。ただ、回復速度が芳かんばしくないのが問題だった。

　フィオレンツァは二日前のヘルベルカとの会話を思いだす──




『ヒューイット様は、どこかお身体からだに問題を抱えておられるのですか……？』

　意を決した問いかけに、ヘルベルカは神妙に頷うなずく。

『──もう、隠しておける段階ではありませんね』

　そして、ヘルベルカはヒューイットのことを話し始めた。

『英雄の身体は役割を果たすべく、常に最善の状態が保たれます。意識せずとも霊アストラル体が遍在魔力アストラルを取り込むことで、肉体を活性化させるためです。ですが……ヒューイット様の霊アストラル体は問題を抱えています。霊アストラル体内の霊脈──肉体で言うところの血管にあたるものですが、この流れが滞っているのです。うまく自動治癒リジエネーシヨンが機能していないのはそのせいかと』

『……どうしてそんなことになったんですか？　なにか御病気でも……』

『これは英雄の宿命なのです、フィオレンツァ嬢』

『え……？』

『人が戦場で遍在魔力アストラルを取り込む際、同時に〈黙示録の獣アロステイア〉がまき散らす瘴しよう気きをも取り込んでしまいます。本来ならば霊アストラル体の自浄作用で体外に排出できるのですが──英雄の場合、取り込む瘴気の量が尋常ではないため、霊アストラル体の自浄作用を上回ってしまうのです。……ましてやヒューイット様は獣アロステイアの群れの中に飛び込んでの白兵戦を繰り返してきました。その身に溜ためこんだ獣の毒もまた、相当なものでしょう』

　唐突に知らされた現実に、フィオレンツァは愕がく然ぜんとする。

『そんな……お医者様に見せることはできないんですか？』

『どんな医療術師も、霊アストラル体に溜めこまれた瘴気を浄化することはできません。ただひとつ、ヒューイット様の負担を和らげる方法があるとすれば──それはあなたです、フィオレンツァ嬢。あなたの首輪には──』




　意識を現在に引き戻し、フィオレンツァは首に巻かれた奴隷の首輪に触れる。

　ヘルベルカが言うには、首輪の刻印板カースド・ギアにはヒューイットが追加した記述により、フィオレンツァとの間に魔力経路を通す機能が追加されているらしい。これにより、ヒューイットの体内に蓄積した瘴気がフィオレンツァにも流れ込み、フィオレンツァの霊アストラル体を通して浄化されているということだ。

　ヘルベルカに口止めされ、このことはソーニャには言っていない。主あるじを動揺させたくないのだろう。

（わたしは……すぐそばにいたのに、そんなことにも気付けなかった）

　不ふ甲が斐いなさに自己嫌悪すら覚える。

　せめて少しでも首輪の効果が強く機能するようにと、フィオレンツァはヒューイットのそばから片時も離れず、手を握り続けていた。

　この手の温ぬくもりを楔くさびとして、ヒューイットがこの世にとどまり続けるように──




　──夢は見なかった。

　それだけ消耗が激しかったということか、あるいは、脳の一部が仮死状態にでもなっていたのかもしれない。

　倒れたのは昼間だったと記憶しているが、窓の外は明るい。どれほど寝ていたのだろうか。数日程度ならまだいいが、まる一カ月昏こん睡すいしていたと言われても信じられるくらい、自分の身体からだが他人のもののように重く感じられた。

（ここは……ヴァルトシュタインの屋敷か）

　とりあえず身体を起こそうとして──誰だれかが自分の手を握っていることに気づいた。

「……フィオ」

　眠っているらしく、声を上げても身じろぎ一つしない。よほど疲れているようだ。

（ずっとこうしてたのか……）

　途と端たんに、こそばゆい想おもいと言葉にしがたい愛いとおしさがこみ上げてくる。

　そっとフィオレンツァの髪を撫なでる。銀糸の髪の毛は指の間を滑り、さらさらと砂のように流れ落ちていく。

「ん……」

　しばらく指先で髪をすいていると、フィオレンツァが身を捩よじって身体を起こした。

「……ヒューイット、様……？」

「おはよう」

「おはよう……ございます……」

　頭が働かないのか、律儀に挨あい拶さつを返すフィオレンツァ。

　少女はしばし寝ぼけ眼でこちらを見た後、はっとしたように目を見開く。

　大きな水晶のような瞳ひとみが、じわりと安あん堵どの涙に潤む。

「よかった……もう、目を覚まさないのではないかと……」

「心配かけたな」

「いえ、そんなことは……」

「なんだ、心配してなかったのか？」

「ち、違いますっ！」

　からかうと、フィオレンツァはぶんぶんと首を振って否定する。

「すごく心配してましたっ！　……心配、したんですから……」

　俯うつむき、消え入るようなか細い声で呟つぶやく。その瞳ひとみからひとつふたつと涙がこぼれ落ちた。

　ヒューイットはフィオレンツァを胸に抱き寄せ、頭をそっと撫なでる。

「あ……」

「悪い……不安にさせたよな」

　身を強こわ張ばらせていたフィオレンツァだったが、徐々に身体からだの強張りがとけていき、

「……本当ですよ」

　やがてヒューイットにもたれかかるように身を任せると、拗すねたように呟いた。




　どれほどの時間そうしていたか。

　ヒューイットの鼓動をじかに感じ、フィオレンツァは安らぎを感じていた。この時間が永遠に続けばいい──そう思った。

　けれど──きっとその願いは叶かなわない。

　フィオレンツァは知ってしまった。自分の主あるじが、酷ひどい無理をして戦い続けていたことを。

　名残惜しさに後ろ髪をひかれながら、フィオレンツァはヒューイットから身体を離して言う。

「ヒューイット様……お身体のことですが」

　ヒューイットが昏こん睡すいしている間、自分が主のためにできることを考え続け──フィオレンツァはひとつの結論に至っていた。

「身体？」と首を傾かしげるヒューイット。

（わたしにできることは、これくらいしかない……だから）

　フィオレンツァは意を決してきりだす。

「その……わたしの身体でしたら、好きに使ってくれて構いませんからっ！」

　──しばし、沈黙が流れる。

「いや……その、なんだ……どういう流れでそんな……」

　珍しく、ヒューイットは戸惑ったような顔をしている。

（…………あれ？　わたし、なにか変なこと言ったかな……？）

　自分の言葉を思い出し──ボッ、と一気に耳まで真っ赤になる。

「え……？　あ……っ、い、いえっ！　そうではなくてですねっ！　そのっ、霊アストラル体が繫つながってて、魔力が、その……！」

　手をわたわたさせながらしどろもどろに言うが、ヒューイットは察したらしい。

「ああ……ヘルベルカから聞いたのか」

　ヒューイットはため息をつく。気まずそうな、それでいて安あん堵どしているようでもある、そんなため息。

「なるほどな……それで、寝てる間ずっと手を握ってくれてたわけか」

「……確かに、そう言われはしましたけど……。でも、別に嫌々というわけでは……」

　ごにょごにょと尻しりすぼみになり、言葉の後半は聞こえなかったかもしれない。

　ヒューイットは訥とつ々とつと言葉を繫つなげる。

「まあ……知られたんなら、しょうがないか。──ヘルベルカの言う通りだよ。俺は、おまえを利用していた。自分の命を永らえさせるためにな。……幻滅したか？」

　フィオレンツァは少し考えてから、首を横に振る。

「いえ。それでヒューイット様のためになるのなら、わたしは構いません」

「俺がおまえの所有者だからってそう言ってるなら、遠慮することはないんだぞ。……そうだな。いい機会かもな」

　なにかを決断したように頷うなずくヒューイット。居住まいを正してフィオレンツァに向き直り、真しん摯しな声音で告げる。

「──フィオ。俺はもう、そう長くは生きられない」

「……はい」

　ヘルベルカから聞いてはいたが、改めて本人の口から聞かされると、絞めつけられるような胸の痛みがあった。

「だから、おまえの身柄はいずれ、ヴァルトシュタイン家で引き受けてもらおうと思っている。俺もそうだったけど、エドアルトのおっさんなら二つ返事で後見人になってくれるだろう。そうなったら、おまえはもう奴隷じゃない。エルフとしては異例だけど、十三貴族の後ろ盾もあるとなれば、都市の市民権だって得られるだろう」

　市民権を手にできる──それは、労働奴隷たちにとっては夢のような話だ。

　神妙に聞くフィオレンツァに、ヒューイットは淡々と続ける。

「フィオ──それは別に、今でもいいんだ」

「……え？」

　唐突な言葉に、フィオレンツァは硬直する。

「俺がおまえの所有権を放棄して、ヴァルトシュタイン家に頼めば、おまえはもう自由の身だ。誰だれかの所有物とかじゃなくて、一人の人間として認められる。──なんなら、今ここでおまえの首輪を外してもいい」

　ヒューイットはフィオレンツァへと手を伸ばす。その指先は、フィオレンツァの首へと──そこに巻かれた奴隷の首輪へと向かっていて、

「い……、嫌ですっ！」

　ヒューイットに背を向け、フィオレンツァは咄とつ嗟さに首輪を手で隠していた。

　ヒューイットは怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「……俺の身体からだのことを気にしてるんだったら的外れだぞ。どのみち、気休め程度でしかなかったんだ」

　その言葉が本当かどうかはわからない。けれど、フィオレンツァは首を振る。

　ヒューイットは呆あきれたように、それでいて困ったようにため息をついた。

「わからないな……どこに拒否する理由がある？　千載一遇のチャンスかもしれないんだぞ？」

（……わたしだって、ずっとこんなもの、なくなればいいと思ってた）

　首輪はフィオレンツァを縛るものだ。誰だれかの所有物である証あかしだ。

　けれど──今のフィオレンツァにとって、この首輪はそれ以上の意味を持っていた。

「……これがあったから──ヒューイット様と出会えたんです。ソーニャ様や、ヘルベルカ様……他の人達とも」

　口にしているうちに、自分が拒む理由がはっきりしていく。

　自分を縛っていたはずの首輪を愛いとおしげに指先でなぞり、フィオレンツァはヒューイットに向き直る。

「この首輪は、わたしを縛るものである以上に、わたしをたくさんの人と繫つなげてくれたものなんです。……わたしとあなたを繫いでくれた、大切な絆くびわなんです」

　心の奥底から湧わきあがる思いを、包み隠さず言の葉に乗せる。

「──どうか、なにも持たないわたしから、この首輪きずなまで取り上げないでください。どうか最後まで、あなたの弟子でいさせて下さい。あなたが死を迎えるその時まで……あなたのそばに、いさせて下さい」

　大切に育ててきた想おもいをつまびらかにするように──フィオレンツァは濡ぬれた瞳ひとみで乞う。

「わたしは──あなたの所有物ものなんですから」




（──ああ……そうか）

　唐突にヒューイットは納得する。

（だから俺は、あの時こいつを選んだのか……）

　荒野で今まさに獣アロステイアに殺される寸前のところを救い、裏街で奴隷商人の手から助けるという偶然が重なった。半ば自や棄けになっていたのもあって、適当に選んだつもりでいた。

　けれど──ヒューイットは無意識のうちに、次の英雄になるべき資質をフィオレンツァに見み出いだしていたのだ。

（フィオは、力に執着していない）

　──かつて、ヴァルトシュタイン家が生んだ一人の英雄がいた。

　現当主エドアルトの姉にして、ヒューイット・クライゼルの師。大陸中を放浪し、獣を狩って回ったその偉業は、いまだ各地で語り継がれている。その行いが皮肉にも、〝英雄〟という肩書きに余計な付加価値を与えてしまった。

　──二年前、英雄を一族から輩出するという『名誉』を欲した、ある貴族がいた。その利己的な欲望は、次代の英雄候補だった少女が謀殺されるという悲劇を生んだ。次の英雄の座を空席にし、自分の身内をその席に滑り込ませるという、歪ゆがんだ目的によって。

　結果として、その貴族の企たくらみは白日のものとなり、都市を追放された。

　後には、弟子を守れなかった男の後悔だけが残った。

〈黙示録の獣アロステイア〉による滅びに晒さらされたこの世界で、人間同士が足を引っ張り合うことなど、あってはならない──だからこそ、〝英雄〟という力に溺れない人間こそが、次の英雄となるべきなのだ。

　差別され、虐げられ、一度は死を受け入れかけながら、それでも明日を求めて一歩を踏み出したフィオレンツァ。

　その、雪の下で春を待ち続ける、草木のように静かな強さに──ヒューイットは今の世界に求められる英雄の姿を見た。

「フィオ……俺、前に言ったよな。俺の後を継ぐのは、『おまえでいい』って。──訂正する」

　戸惑う少女を胸に引き寄せる。

「おまえがいい。おまえ以外にいない」

「…………！」

「一方的に押しつけておいて、今さら虫のいい話だけどさ。──おまえ以外には、任せたくないんだ。……頼まれてくれるか？」

　触れ合った身体からだを通し、少女の内で沸き上がる感情の波が伝わってくる。

　逡しゆん巡じゆん。不安。懸念。吐息を感じとれる距離で、フィオレンツァは沈黙の中でなにかを思い、そして──

「──はい」

　答えた。

「わたしが、あなたの後を継ぎます。わたしが──次の英雄になります」




「フィオ。今からおまえに、英雄の力を継承するための最後の仕上げを施す」

　改まって言うヒューイットに、フィオレンツァも居住まいを正す。

「魔導紋章イコン、ですか？」

「いや、記述はもう完成している。最後の仕上げって言うのは、英雄の力を受け取る器としてのマーキングみたいなものだ」

「…………？　えっと、つまり、わたしはどうすれば……？」

「なに、そう難しいことじゃないさ。俺の生体情報を受け取る……要は、俺の血を飲めばいいってことだ」

　言うなり、ヒューイットは唇を嚙かみ切きる。傷口から膨れ上がった血が唇を濡ぬらす。

　それを見て、フィオレンツァがハッとして顔を赤くした。あちこち視線を泳がせ、

「え、えっと、その……今、ですか？」

「ああ、そのつもりだ。早い方がいいだろ」

「で、でも！　ここ、ソーニャ様のお屋敷ですよ？　ヘルベルカ様も、他の使用人の方もいますし……」

　そわそわし始めるフィオレンツァに、ヒューイットは首を傾かしげる。

「なんだ、なにか不都合でもあるのか？」

「い、いえ……、そこまで仰おつしやるのでしたら……頑張ります！」

「…………？　まあ、そう気を張るようなことでもないけどな。──ええっと、なにか器みたいなもんは……」

　ヒューイットは部屋の中を見回すが、フィオレンツァはそれにも気付かず自分の世界に入り、なにやらぶつぶつと呟つぶやいている。

「これは必要なこと……これは必要なこと……変な意味なんてない、変な意味なんて……」

「ん、このグラスでいいか。あとで洗えば文句ないだろ。──それじゃあフィオ……フィオ？」

　そこで、弟子の様子がおかしいことに気づくが、声は聞こえていないらしい。

　と、フィオレンツァは勢いをつけてばっと顔をあげ、

「では……、失礼しますっ！」

　言うなり──自分の唇をヒューイットのそれに重ねた。

「っ……!?」

　フィオレンツァは溢あふれだす血がこぼれぬよう、舌で舐なめとるようにして口内へと導き、嚥えん下げする。ヒューイットはなすがまま、硬直して動けない。

　たっぷり十秒ほどもそうしていただろうか。

　フィオレンツァは身体からだを離すと、火照った顔でヒューイットを見た。

「こ、これで大丈夫……ですか？」

「あ、ああ……それは問題ないんだが……」

　珍しく動揺している主あるじに、フィオレンツァは首を傾げる。

「？　どうかしましたか？」

「いや……その、な。血は別に直接じゃなくても、器にとって飲むとかでよかったんだが……」

　その手には、水差しと一緒に置かれていたグラス。

　しばし、フィオレンツァは硬直し。

「…………ふぁい？」

「いや、師弟は同性のケースの方が多いし……」












「……………………」

　ややあって。

　か───、っと。フィオレンツァの顔が赤く染まっていく。

「あ、わわわわわわわわわわわっ、わわわたし、そそそそそんなつもりじゃ！」

「あー……なんか、ごめんな。俺が相手で」

「いえっ、むしろご褒美ですっ！　……でもなくって！　わぁ───────っ！」

　羞しゆう恥ちのあまり、ベッドの上でごろごろ転がって叫び声をあげるフィオレンツァ。

　と、けたたましく部屋の扉が開かれる。現れたのはソーニャとヘルベルカだ。

「なんじゃっ、なにごとじゃ!?」

「セクハラですか。ついに本性を現しましたね。お嬢様、これはもう去勢しかないかと」

　慌てた様子のソーニャと、真顔でナイフを抜くヘルベルカ。

　そんな様子にフィオレンツァが慌て、咄とつ嗟さに叫ぶ。

「ちっ、違いますっ！　ヒューイット様じゃなく……っ、セクハラしたのはわたしですっ！」

「「「……………………」」」

　なんとも言い難がたい空気の中、沈黙する四人。

「あー……うん。その……なんか、すまんかった」

　やがて、ソーニャが気まずそうな顔で視線を逸そらす。身内が大人の階段を上ったことをなんとなく察した家族の反応だった。

　そそくさと部屋を出て行くソーニャに、ヘルベルカが一礼して続く。

「ちょ、待て！　誤解したまま行くな！　その生温かい目をやめろ！　待てって！」

　無情に閉まる扉。残されたヒューイットとフィオレンツァが目を見合わせ。

「「…………！」」

　さきほどの出来事を思い出し、どちらともなく目を逸そらすのだった。




　ヒューイット・クライゼルの死までの猶予──残り十二日。
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　荒野には瘴しよう気きが満ちていた。

　人類が生存できないレベルにまで汚染された、〈黙示録の獣アロステイア〉の勢力圏。立ち込める瘴気は大地を侵し、風を腐らせ、空を澱よどませる。瘴気の雲は日光を遮り、周辺一帯は昼でもなお暗い魔境と化していた。

　その大地の下で、長い年月をかけて力を蓄えてきたそれが身じろぎする。

　──目覚めの時は来た。

　大地に亀裂が走る。亀裂を中心に大地が隆起し、山のように盛り上がっていく。

　途方もなく巨大ななにかが身を起こすのに合わせて体表を覆っていた地層がはがれ落ち、荒野のただ中に山崩れを作りだす。

　──あたかもそれは、星の内側を食い荒らした寄生虫が、地殻を割って羽化するようでもあった。

　それの周囲には、大地を埋め尽くすほどの獣アロステイアたちが集っていた。地鳴りのような無数の咆ほう哮こうが、波は濤とうとなって荒野に轟とどろく。あたかも、新たな王の誕生を讃たたえる臣民のように。

　それは大地に群れる芥け子し粒つぶのごとき獣たちを睥へい睨げいし──不意に空を仰ぐと、その口から叫びを迸ほとばしらせた。

　それは、世界に破滅をもたらす『死』そのものの産声だった。
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　空中に浮かんだ魔ま導どう式しきが少しずつ魔力を注ぎ込まれ、その回転速度を増していく。

「よし、いいぞ。少しずつだ。自分の中で魔力の流れを絞るイメージで、必要な分だけを魔導式に注ぎ込むんだ」

「は、はいっ！」

　声に緊張を滲にじませ、フィオレンツァが返事する。

　と──少しずつ回転数を上げていた魔ま導どう式しきは唐突に火花を散らしながら高速回転し、ついには弾はじけとんでしまった。

「あっ……」

　自分の失敗に、フィオレンツァは表情を曇らせて肩を落とす。

　──ヒューイットが目覚めてから数日後。二人は屋敷の庭にて、魔術制御の訓練を行っていた。

「普通は、より多くの魔力を注ぎ込むことに苦労するんだけどな」

　デッキチェアに腰かけたヒューイットが苦笑して言う。

「フィオの場合は、魔力抵抗が異常に小さいせいで、意図せずに莫ばく大だいな量の魔力を取り込んでしまってるんだろう。だから、過剰供給しがちな魔力を絞ることが必要になる。となると、典型的な砲台型魔術師メイガスタイプが合ってるか」

「すみません、もっと色々できるとよかったんですけど……」

「なにごとも一長一短だ。制御はこれから覚えていけばいいさ。──それにな、英雄なんてものは一芸特化してなんぼだよ。近接戦、遠距離攻撃、治療、後方支援──全部できたところで器用貧乏になるだけだ。フィオはフィオのスタイルでいいんだよ」

「……はい」

　頷うなずくフィオレンツァに、ヒューイットは柔らかく微笑ほほえんで見せる。

（問題は、俺がその成長を見守り続けられないってことか……）

　先代英雄の手記に照らし合わせれば、既に余命は十日を切っている。だが、先日の無理によって、ただでさえ残り少ない寿命はさらに縮まっているだろう。

（残された短い時間で……俺になにができる？）

　膨大な遍在魔力アストラルを取り込む完全魔導体体質と、類たぐいまれな集中力による魔導式の高速記述──この二つにより、半月余り前まで素人同然だった少女は、いまや一流の魔術士をも上回る火力を誇っていた。

（魔術師メイガスじゃない俺には、魔導式のアレンジまでは指導できない）

　生粋の近接戦闘型であるヒューイットには、フィオレンツァにできることはあまりに限られている。

「あの……どうかしましたか？」

　黙りこんだヒューイットに、フィオレンツァが心配そうに眉まゆ尻じりを下げる。具合が悪いと誤解させてしまったようだ。

「いや、なんでもない。それより、休憩にするか。茶でも淹いれてくれ」

「あ……はいっ。ヘルベルカ様から紅茶の淹いれ方かたを教わったんです。きっと、前よりも美お味いしくなってますよ」

　弾むような足取りのフィオレンツァを見ていると、自然と頰ほおが緩んだ。

　──穏やかな日々だった。

　故郷を失ってから、こんな満ち足りた日々を送ったことはなかったかもしれない。

　──思えば、ヒューイットの人生は戦いに満ちていた。英雄になる前も、なってからも、獣アロステイアと戦うことしか考えていなかった。それだけが、自分の役割であると信じ切っていた。

　だが──

「……こういうのも、悪くないかもな」

　今は自然とそう思うことができた。

　惜しむらくは──もう、あまりフィオレンツァの顔が見えないことか。

　見慣れた屋敷の内装はぼんやりと滲にじんで、どこになにがあるかもほとんどわからない。

　フィオレンツァと過ごす一日一日は、どこか夢のように茫ぼう洋ようとした儚はかないものであり──だからこそ、心から尊いと思えた。

　いつまでも、この日々が続けばいいと思い、

　それが決して叶かなわないこともまた、理わ解かっていた。
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　数日後、ヒューイットは貴族議会から呼び出しを受けて議事堂へと向かっていた。

　身体からだの疲弊は進み、いまや歩くことすら煩わしい。迎えの馬車に乗り、フィオレンツァと共に議事堂へと入っていく。

「なんの呼び出しでしょうね」

「さて、ね。景気のいい話だといいんだが……どうにも騒がしいな」

　窓の外では、衛兵が浮足立っている様子が散見された。

　行政府の門は普段は数名の見張りが立っているが、今はその数が多い。中に入る際も、神経質に身元の確認が求められた。

　と──敷地内に入って間もなく、一台の馬車とすれ違う。その窓から一瞬見えた顔に見覚えがあり、ヒューイットは内心首を傾かしげる。

（あれは……十三貴族の？　人を呼び出しといて、どこに行くつもりだ？）

　ともあれ、中に入ればわかるか──そう思い、ヒューイットは疑問を飲みこんだ。




　フィオレンツァと共に議場に入室するなり、ヒューイットは眉まゆをひそめた。

　本来なら十三人の貴族が並んでいる席に、半分ほど空きがある。

　貴族たちと対面する椅い子すに座り、ヒューイットは貴族たちに視線を配る。

「それで──今日はいったいなんの用ですかね。ていうか、数少なくないですか？」

　軽くいうものの、その顔色は青白く、見るからに憔しよう悴すいしている。その様子を見た十三貴族の面々が顔色を失くす。中には絶望の表情で聖印を切る者までいた。

「ヒューイット・クライゼル……貴様、その体たらくはなんだ!?」

　最年長の老貴族が、わなわなと震えながら叫ぶ。

「ちょっと体調崩したみたいでね。夏風邪かなんかでしょう」

「戯たわ言ごとを……！　先日の出撃で異変があったとは聞いていたが……それで戦えるのか!?」

「少なくとも、無駄話につきあってるぶんだけ、俺の寿命が確実に減っていくことは確かだと思いますけどね」

「くっ、この……ッ！」

　こめかみに青筋を浮かべる貴族を制するようにエドアルトが口を開く。

「ヒューイット君、君を呼びだしたのは無論、〈黙示録の獣アロステイア〉に関かかわる都市の危機が迫っているからだ。──それも、かつてないレベルのね」

　普段はふざけた調子のエドアルトだが、その声には緊張の響きがあった。

「君も気づいていただろうが、先日の獣アロステイアの攻勢にはこれまでのパターンと比べて異常な点がいくつもあった。タイタン型という新種、西門における陽動と、森を迂う回かいして北門を襲撃するという明らかに戦術的な行動──我々はこれを、〝神化個体〟の台頭によるものと結論づけた」

「神化個体……？　なんの話だ？」

「獣の群れを指揮し、意のままに操る個体のことだ。ある種の虫のコロニーにおける女王のようなものと捉とらえていいだろう。仮説としてその存在は示唆されていたが、前回の事件でその実在はほぼ確信された。とある研究機関が文献からまとめた情報によれば、七十年前の〈空を飲む海蛇リヴアイアサン〉にも同様の特性があったと推測できる」

「獣を指揮、ね……」

　これまでの常識ではありえない話だったが、先日の襲撃を考えれば真しん実じつ味みを帯びてくる。

「七十年前はそこまで飛躍した考えには至らなかったようだがね。これらを伝承の邪神になぞらえ、便宜的に〝神化個体〟と呼ぶことにした。そして、同機関の調査隊が数日前、西の地の果てにおいて新たな神化個体と思われる獣を確認した。安全に配慮し、十分に距離をとっての観測だが……その身の丈は、雲にも届くということだ」

「……は？」

　啞あ然ぜんとするヒューイットとフィオレンツァ。

「雲って……あの空に浮かんでる雲か？」

「うむ。西側は常時瘴しよう気きの暗雲で覆われているために視界が悪く、ここから肉眼で確認はできないがね。調査隊の面々は皆悪夢を見たような顔で口にしたそうだ。『あれは、破滅そのものだ』──と」

「……眉まゆ唾つばもんだな。混乱してて正確に測れなかったんじゃないのか？」

「そうとも言えない。七十年前の〈空を飲む海蛇リヴアイアサン〉は、体長一キロを超える蛇のような巨体をよじらせ、空を泳いだという。──我々は今回の神化個体を〈大地を喰らう黒竜ニーズヘツグ〉と名付けた。同個体は現在、千体近い獣アロステイアを従え、この前線都市へと侵攻しつつある。予想される接敵タイミングは──今から二十四時間後だ」

　議員たちの顔が暗いのはそのせいか。

　騎士団を総動員したところで神化個体はもちろん、千体の獣の露払いすらままならないだろう。二十四時間というのはそのまま、この都市が滅ぶまでの猶予に相違なかった。

「ひょっとして、議員の数が少ないのは──」

「いち早く避難したのだ。まったく、情けない……」

　最年長の老貴族が憔しよう悴すいした声を漏らす。

　残った貴族たちとて、事態を楽観視しているというわけでもあるまい。貴族としての責任がそうさせたのだろう。だが、希望を抱いている者はいないようだった。

「それで、これからの方針は？」

「まもなく避難指示を出し、都市民を順次東へと避難させる。並行して西門を要よう塞さい化し、黒竜ニーズヘツグと獣の群れを迎撃する。前線都市の戦力を総動員しての迎撃戦だ。ヒューイットくんにもそこに加わってもらう……というのが議会の方針だよ」

　もしも都市が壊滅すれば、数万の人口がまるごと難民化することになる。そうなれば、獣に勝てたところで明るい未来はない。

　人類は徐々に衰退するものと思われていたが、たった一体の怪物に滅ぼされるらしい。

　誰だれもが悟っている──間もなく、この都市は終おわりを迎えると。

　生存圏を後退させながらも、ぎりぎり存続してきた人類の歴史が今、ついに終わりを迎えようとしていた。





　　　５






　一夜明けて、ヴィクティム正門。

　東西南北の門は各地に点在する砦とりでと同じく、獣を相手にした防衛戦を想定した造りになっている。門そのものは閉め切られた上で土ど囊のうが積まれ、門前の開けた空間にも万が一に備えてバリケードが築かれている。その後方には負傷した兵士の救護所と、全体の指揮を執るための本陣が設営されていた。

　本陣ではエドアルトとソーニャ、ヘルベルカ、そしてヒューイットが集い、卓上に広げられた西門近辺の見取り図を広げていた。

「──という作戦なわけだが、ヒューイットくんからなにかアドバイスはあるかね？」

「いや、そもそも俺は集団戦闘には不慣れだしな。任せるよ。……にしても、あんたが現場指揮官になるとはな」

　呆あきれ交じりのヒューイットの視線に、エドアルトはカイゼル髭ひげを撫なでながら。

「他の貴族のお歴々が尻しりごみしてしまったのでね、吾わが輩はいが買って出たのだよ。とはいえ、ちょっとアイデアを出したくらいで、実際はお飾りの指揮官だがね」

「それでもありがたいです」

　言ったのは、同席していた騎士団幹部の男。

「この事態を前に逃げ出してしまった貴族も多い中、自ら前線に身を置かれるヴァルトシュタイン卿きようの存在は、兵士の励みになります」

「なに、自ら範を示すは上に立つ者の責務だよ。いざとなれば、吾輩も必殺剣を繰り出して戦列に参加しよう。今日は調子がいいゆえ、たぶん海とか割れちゃう」

「それはまたの機会に」

　と、ヒューイットが小声でソーニャに問う。

「ソーニャ、フィオはどうしてる？」

　手が空いているよりはと、フィオレンツァはヒューイットの元を離れ、急ピッチで進められている防衛戦準備の手伝いに回されていた。

「救護所の薬が足りていないようじゃったからな、恐らくは近場の診療院に分けてもらいに行っているはずじゃが」

　そこで、ソーニャがにんまりと笑う。

「なんじゃお主、フィオの姿が見えないのがそんなに不満か？」

　からかうような口ぶりに、いつものように皮肉げに言い返してくるかと思ったが、

「……そうだな。ちょっとだけ、落ちつかないかもな」

　思いの外素直な返答に、ソーニャはきょとんとする。それからすぐに憮ぶ然ぜんと頰ほおを膨らませてヒューイットの脛すねを蹴けり始めた。

「なんだよ、いきなり」

「知らんわっ！」




　ヴィクティムの大通りに面した酒場に、昼間から酒を呷あおる大男の姿があった。

　剃そり上あげた頭を赤く染め、苛いら立だちまぎれにジョッキの中のエールを飲み干す。

「アニキぃ、もうその辺にしといた方が……」

「るッせぇ！　飲まずにいられるか！」

　なだめようとする小男を怒鳴りつけ、大男は据わった目つきでぶつぶつと呟つぶやく。

「くそッたれが……ッ！　コルチェストが落ちたせいで奴隷の仕入れルートがひとつ潰つぶれたと思ったら、今度は全住民避難だと？　冗談じゃねェ！」

「それでなくとも、病院送りで儲もうけが途切れてやしたしねぇ……」

「それも全部、あのスカした野郎のせいだ！」

「代金はちゃんと貰もらったじゃないすか」

「ボケが！　あの女エルフだったら、裏ルートなら相場の倍で売れたかもしれねぇッてのに……！　クソッ、忌々しい……！」

「そうやって欲の皮突っ張るから痛い目にあったんじゃ……」

「あぁン!?　なんか言ったかァ!?」

「……いいえ、何も」

　舌打ちする大男に、小男はこっそりため息を漏らす。

「ていうか、あっしらも早く逃げなきゃ、獣アロステイアの襲撃に巻き込まれやすよ？」

「まだ五、六時間はあるって話だろうがよ。せっかく店主も逃げたんだ、好きなだけいい酒飲んでやる」

「こすいっすねぇ……」

　と、大男の目が酒場の外を通る少女にとまった。身み綺ぎ麗れいになってはいたが見覚えがある。

「……あのガキだ」

「ああ……あのエルフっすねぇ。こんな時に逃げもせず、なにしてんでしょう」

　大男は酒瓶をカウンターに叩たたきつけ立ち上がる。

「……行くぞ」

「へ？　行くってどこへ……アニキ？」

　据わった目つきで外へ向かう大男。血走った眼めにはもはや理性の欠片かけらも見当たらない。

「……あの女ともども、落とし前つけてもらわねぇとなぁ……！」




「包帯と止血剤、鎮痛剤に、瘴しよう気き酔いの中和薬……と」

　紙袋の中身を確認しながら、フィオレンツァは西門に向かう。

　先ほどまで、大通りは避難する住民たちでごった返していたが、今はそれも一段落している。普段賑にぎわっている通りが閑散とすると、いよいよ戦いが始まるのだと実感でき、不安とある種の高揚感が同時に湧わいてくる。

　と──角を曲がったところで、フィオレンツァは壁のように聳そびえるなにかに鼻面をぶつけ、尻しりもちをついてしまう。

「あたたた……た？」

　赤くなった鼻をさすりながら見上げると、そこにいたのはフィオレンツァよりも頭二つ分は上背のある大男だった。

　ぎょろり、と大男の目がフィオレンツァを見下ろす。

「ぇ……ぁ、あの……」

　筋肉質の腕がフィオレンツァへと伸ばされる。フィオレンツァは思わず身をすくめ──

「おっと、すまんな、お嬢ちゃん。怪け我がはなかったか？」

　──男の手に助け起こされた。

　そこにいたのは、衛兵の鎧よろいに身を包んだ壮年の兵士だった。短く刈り込んだ髪の毛には白いものが混ざっているが、表情には生命力が溢あふれている。いかにも古ふる強つわ者ものといった風情だ。

　その後ろには何人か兵士がいる。どうやら、西門の防衛戦力として配備された衛兵たちのようだ。

「あ、はい。ありがとうございます」

「そりゃよかった。あんたも、歩くときは前に気をつけて……って」

　じっと兵士がフィオレンツァの顔を見据える。鋭く目を眇すがめた顔は迫力があり、フィオレンツァは蛇に睨にらまれたカエルのようになった。

「むぅ……やはりな」

　なにか納得がいったように頷うなずき、

「あんたに一言いっておきたいことがある」

　ひょっとして、エルフであることがばれ、罵ば倒とうされるのではないか。そう思い、身を強こわ張ばらせるフィオレンツァだったが──大男は厳いかつい顔を緩めて破顔する。

「ありがとうよ。あんたのおかげで、オレらは今こうして生きていられる」

「……え？　どういう……」

「オレらの班は英霊祭の日、北門が持ち場だったんだ」

「あ……」

　先日の北門での獣アロステイアの襲撃事件の際、難民を守ろうと奮戦している衛兵たちがいた。それが、この男とその仲間ということらしい。見れば、後ろにいる兵士たちも柔らかい笑みを浮かべていた。

「英雄の旦だん那なが倒れた時ゃ、正直終おわったって思ったよ。けど、あんたがあのデカブツを倒してくれたおかげで生き残れた。だから、改めて礼を言わせてくれ」

　衛兵一同が口々に礼を言う。

「い、いえいえっ、わたしなんて大したことできなくてっ、そのっ……恐縮ですっ」

　予想していなかった事態にパニックになり、お辞儀してしまうフィオレンツァ。

　衛兵たちはそれを見てしばし目を丸くし、一斉に笑いだす。

「ははっ、なんであんたが頭下げてんだよ」「礼を言ってるのはこっちだぜ」

　蔑さげすみではない、親しみを込めた笑い声を、フィオレンツァはこそばゆく感じる。

「──なぁ、あんた。英雄の大将の弟子なんだってな」

　不意に、最初に声をかけてきた男が言った。

　フィオレンツァが次期英雄であることは基本的には伏せられているが、実際にその戦いぶりとヒューイットとの関係を見た者には知られているようだ。

「オレら兵士は当然、戦場で死ぬ覚悟はできてる。──けどよ、やっぱり生きて帰れるに越したことはねぇんだ。功績をあげたいお偉いさんの中には英雄の大将をやっかむ奴らもいるけどな、現場の兵士にはそんなことは関係ねぇ。肩を並べて獣アロステイアと戦うなら、そいつは信頼できる仲間だ。──もちろん、エルフだろうとそれは変わらねぇ」

　それはフィオレンツァと、なによりヒューイットに対する信頼と感謝の言葉だ。

　英雄には重圧ばかりがあるものと思っていたが──どうやらそれだけではないらしい。

「だから──これからもよろしく頼むぜ、次期英雄さん」

　厳いかめしい顔に似合わぬ少年のような笑みを浮かべて、男は言った。




　手を振りながら去っていく衛兵たちを見送り──フィオレンツァは自分の顔が綻ほころんでいることに気づいた。

　ヒューイットは英雄の責任を一身に背負い、一人で戦っているつもりでいたようだが、そんなことはなかった。きちんと感謝してくれている人がいた。

（……今の人たちのこと、ヒューイット様にも話したいな）

　と、お遣いの途中だったことを思いだしてハッとする。

（いけないいけない、早く戻らないとっ）

　救護所へ向かおうと振り向き──

「動くな」

　押し殺した声が背後からかけられ、鋭く尖とがったものを背中に押し当てられた。

「え……？」

「……動いたら刺しやす。そのまま、そこの路地へ」

　相手も緊張しているのか、固い声で命令する。

（強盗……？　こんな時に……！）

「お、お金なら渡します……あまり持ってないですけど……」

　返事の代わりに、背中に凶器がより強く押し当てられた。フィオレンツァはやむなく指示に従う。

　路地は暗く、木の板などの資材が立てかけられていて圧迫感がある。

　──その奥の暗がりで、うずくまっていた影がのっそりと立ち上がった。

「──よう。また会ったな」

　暗くら闇やみの中の声の主あるじに目を凝らし、

「…………っ!?　奴隷商人の……！」

　気づいたと同時、背後から布のようなものを口に押し当てられた。

「……っ、…………！」

　振り払おうともがくが、すぐに力が抜けていく。なにか薬を嗅かがされたらしい。

（ヒューイット……様……）

　フィオレンツァは主あるじの名前を呼ぼうとするが声にならず、まもなくその意識は闇やみに飲みこまれていった。




　ぐったりしたフィオレンツァを、奴隷商人たちが麻袋に詰める。

「おら、もたもたすんな」

「わ、わかってやすけど……これからどうするつもりなんですかい？」

「街の外のアジトで迎えを待つ。この状況だ、避難民に紛れりゃ怪しまれることも──」

　男二人が興奮気味に話していると、

「おいっ、そこでなにをしている！」

　路地の入口からの声。見れば、二人組の兵士が覗のぞき込こんでいた。恐らく、混乱に乗じて盗みを働こうとする者が出ないよう、見回っていたのだろう。

「チッ、巡回の兵士か……！」

「おまえら、火事場泥棒か!?　……っ、その袋はなんだ!?」

　麻袋の口からだらりと垂れた腕を目にし、兵士たちの顔色が変わる。

「クソッたれ！」

　大男は立てかけてあった資材を力任せに倒して道を塞ふさぐ。

「おいっ、火だ、早くしろ！」

「へ、へいっ！」

　小男が懐から取り出した火炎瓶に火をつけて放ほうると、資材に燃え移った火が瞬く間に広がる。

「なっ……、水だ、水を持ってこい！　応援を……！」

　兵士たちが混乱している隙すきに、奴隷商人たちはフィオレンツァを担いで姿を消していた。




「ほれ、なにをちんたらしておる。さっさと歩かんか、ヒューイ」

「んー……別にいいんじゃないの、現場確認とか」

　ヒューイットはソーニャ、ヘルベルカらと共に、西門周辺を歩いていた。

「なにを言うか。自分の目で周辺の状況を確認してこそ、現場の空気というものが……ん？　なにか騒がしいの」

　ふと、通りの向こう側に人垣ができているのが目に入る。なにやら路地で煙が上がっているようだ。

　人混みをかきわけて進むと、木材の焼けた匂においが鼻をつく。路地の中は水で濡ぬれており、火を消したところのようだった。

「なにがあったのじゃ」

「なにがって……っ、ソーニャ様でしたか！　これは失礼を！」

　手近な兵士にソーニャが問うと面倒くさげに返しかけ、相手が誰だれかわかるや背筋を伸ばして敬礼する。

「いいから、状況を報告せんか」

「はっ、実は先ほど、巡回中に怪しい男たちを見かけたのですが、問いただそうとしたところ、資材に火をつけて、その……逃亡されまして……」

　気まずそうに言う兵士。ソーニャは腕を組み、胡乱うろんげに首を傾かしげる。

「盗ぬす人びとか？　しかし、わざわざ騒ぎを起こすとはどういう了見じゃ」

「それがそういうわけでもないようで……実は犯人が抱えていた麻袋から、人の手が」

　ソーニャの顔色が変わる。

「なんじゃと……？　人ひと攫さらいか？」

「そこまでは……」

　と、兵士との会話にヒューイットが割って入る。

「……おい、ソーニャ。フィオは薬を分けてもらいに行ったって話だったよな」

「うむ、そうじゃが。それがどうか……、それは……ッ！」

　ヒューイットが見ていたのは、路地の脇に転がる紙袋。その中からこぼれ落ちているのは、包帯や各種薬品の瓶だ。

「まさかフィオが……ッ、おいっ、そいつらはどっちへ行った!?」

「そ、それが、消火を優先している間に、人ごみに紛れて見失ってしまい、見当が……」

　ソーニャに胸倉をつかまれながら、兵士はしどろもどろに答える。

「手がかりなしか……！　捜索隊の編成を……いや、この状況で割ける人員は限られている……どうすれば……！」

　頭を抱えるソーニャに、ヒューイットが言った。

「俺が探す」

「ヒューイ……？　お主一人があてもなく探してどうなる？」

「あてならある。フィオが魔力を使えば、魔力経路を辿たどれる。俺が探すのが一番確実だ」

　やけに冷静に言うヒューイットにソーニャは違和感を覚えるが──気づく。

　そうではない。いつもの薄笑いを浮かべる余裕すらないほどに怒っているのだ。

「それは……、しかし、獣アロステイアの群れが迫っておる状況でお主が抜けるのは……」

「獣の接敵までにはまだ何時間かある。その前に見つけて戻ってくれば──」

　──その時、街中にけたたましい警鐘が鳴り響いた。

　誰もが息を潜める中──街中を走る伝令兵により、最悪の知らせが届けられる。

「西門防衛部隊の各班に通達！　獣アロステイアの群れの侵攻が早まった！　予想される接敵タイミングは、今から一時間後！　総員、持ち場について迎撃準備にあたれ！」

　兵士たちがにわかに騒然とする中、ソーニャは愕がく然ぜんと呻うめく。

「馬ば鹿かな……見込みが外れたのか……！」

「元より獣がこちらの事情を酌んでくれるはずもありませんからね」

「冷静に言うてる場合か、ヘルベルカ！　……ヒューイ、お主は……」

　ヒューイットに声をかけようとして、ソーニャはなにも言えなかった。

　この状況に、ヒューイットは──







　暗く澱よどんだ沼の底から浮上するように、フィオレンツァの意識は緩やかに覚かく醒せいする。

（…………？　ここ、は……）

　霞かすむ視界で周囲の状況を確認する。

　手入れがあまり行き届いていない、粗末な小屋だ。窓の外には鬱うつ蒼そうとした森が広がっている。小屋の中には埃ほこりの積もった家具が転がっており、使われなくなって長いようだ。

（森の中……猟師の人が使う小屋かな……？）

　身動きしようとするが、身体からだは座っている椅い子すごと背後の柱に縛りつけられていて動かせない。口には猿さる轡ぐつわが嚙かまされていた。

（……なんでわたし、こんなところに……）

　意識に霞かすみがかかっているような感覚。

「起きたみてェだな」

　声がした方に目を向ける。粗末なテーブルと椅子があり、以前ヒューイットにのされた禿とく頭とうの大男が座っていた。

　その姿に、記憶が繫つながる。

（……そうだ。路地に連れ込まれて、薬みたいなのを嗅かがされて、それで……）

　どうやら──自分は誘拐されたらしい。そうと気づいても騒がずにいられたのは、薬の効果が抜け切っていないからか。

「あ、アニキ、ほんとにやばいですって……あの男が来たら、あっしらどうなるか……」

「うるせェ、いい加減に腹ァくくれや」

　進言を切り捨てられ、小男は諦あきらめたようにため息をついた。

「おい、ガキ。自分がどういう状況にあるか、わかってんな？」

　嗜し虐ぎやく的な眼まな差ざしでフィオレンツァを睥へい睨げいする大男。

「てめぇには損した分の穴埋めをしてもらう。首輪がついてようと関係ねぇ。どのみち陽ひのあたる場所につれてく気はねぇんだ。迎えの擬装馬車が到着したら、避難民に紛れて東側に逃げるってぇ算段よ。あの男もそこまでは追ってこねぇだろうさ。まぁもっとも、あの野郎がおまえを助けに現れるってんなら、そん時は返り討ちにしてやるがな」

　鼻息荒く言い、大男はテーブルに分厚いナイフを突き立てる。

（この人たち、知らないんだ……、ヒューイット様のことも、わたしのことも……！）

　自分たちのしようとしていることが愚かにも自らの首を絞めることだと、この男たちは気づいていない。〈黙示録の獣アロステイア〉に唯一対抗できる英雄を失うことになれば、自分たちの命どころか、大陸の命運すら危うくなるというのに。

（すみません、ヒューイット様……わたし、なんていうドジを……）

　自分がどうされるかという不安よりも、フィオレンツァは主あるじの身体からだが気がかりだった。

（ヒューイット様は優しいから……こんなわたしのためでも、きっと無理をしてしまう）

　それは駄目だ。ただでさえ身体に多大な負担がかかっているヒューイットに、これ以上の無む茶ちやはさせられない。

　と──外からかすかに、鐘の音が聞こえた。

　猟師小屋は街から遠いらしく、避難しているであろう人たちの喧けん騒そうは届かない。それでも、けたたましく鳴っている鐘の音は届いた。

「なんだ、騒がしいな。おい、ちょっと街まで行って、状況を確認して来い」

　禿とく頭とうの大男に命令され、小男が小屋の外へ飛び出していく。

（あれは、非常事態宣言の鐘……？　まだ時間はあるはずじゃあ……！）

　想定よりも都市への襲来が早かったということか。ただでさえ住民を避難させる時間は足りていなかったのだ。今頃都市は混乱に包まれていることだろう。助けは来ないと思った方がいい。

（……わたしが、自分でなんとかしなきゃ）

　だが、なにができるというのか。柱に縛りつけられた状態では、いちかばちかで逃げ出すこともできはしない。

　──以前のフィオレンツァなら、そこで考えるのをやめて流れに身を任せていただろう。

　だが──

（ううん、諦あきらめちゃ駄目だ。きっと、なにか方法はあるはず……！）

　小屋の中にあるもの、大男との位置関係──この状況下でできることを探し、フィオレンツァは思考を巡らせた。







　一方、獣アロステイアの軍勢の侵攻に殺気立つ西門要よう塞さい本陣。

　接敵を目前にして、ヒューイットの内面は千々に乱れていた。

　フィオレンツァが魔力を活性化させれば、魔力経路を通してその居場所がヒューイットには伝わる。フィオレンツァを見つけ出せる確率がもっとも高いのはヒューイットなのだ。

　だが最大戦力であるヒューイットがいなくなれば西門の戦力が大きく低下してしまう。

　既にソーニャが何人か兵士を手配して捜索に当たらせていたが、この混乱状態で見つけられるとも思えない。ましてや、住民の避難のために東門は開け放たれている。既に誘拐犯が門を抜けて外に出ている可能性もあった。

（もし見つけられても、手遅れだったら……？）

　焦燥が身を焼く。握った拳こぶしの中で爪が皮膚を破り、血が溢あふれる。

　たった一人の弟子と、前線都市、ひいては大陸そのものの命運──英雄という立場のヒューイットには、フィオレンツァを選べようはずもない。

　と──

「あーあー、見ちゃいられねぇな。さっきからうじうじと、辛気臭いったらねぇぜ」

　ため息と共に声をあげたのは、戦術を確認していた衛兵隊長の一人だった。

　勝手なことを言う男に敵意のこもった視線を向けようとして、

「行ってきな、大将」

　かけられたのは、意外な言葉だった。

　その男を筆頭に、兵士たちが力強い笑みを浮かべてこちらを見ている。

「あのお嬢ちゃんには借りがある。あんたが帰ってくるまで、持ちこたえてみせるさ」

「……馬ば鹿かを言うな。あんたたちだけで防ぎ切れる数じゃないだろ」

　獣アロステイアとまともに渡り合える者など、英雄以外には大陸にそう何人もいない。それは兵士である彼らが一番わかっているはずだ。けれど、衛兵隊長は挑発的に笑む。

「オイオイ、舐なめてくれんなよな若造。こっちだって剣一本で生きてきてんのよ。たまにはオレらにも、意地張らせろって」

「……そんなわけにいくか。意地や根性でどうにかなる状況じゃないだろ」

　それでも、ヒューイットは頷うなずくわけにはいかなかった。

「ヒューイ」

　そんなヒューイットに声をかけてきたのは、ソーニャだ。

「ソーニャ、おまえからも言ってやれ。無む茶ちやすんなって」

　だが、ソーニャの様子がおかしい。なんというか……妙に落ちついている。

「いや……わらわも目が曇っておったわ。いかんの、これでは高貴なる者の義務ノブレス・オブリージユが聞いて呆あきれるわ。──よりにもよって、この大事に取り乱すとは」

　ソーニャはやれやれとばかりに首を振り、

「行け、ヒューイ。この場はどうにかする。フィオを探して来い」

　あっさりと言った。

「なっ……おまえまでなに言ってんだよ！　俺がいなくなったらこの都市は──」

「滅びるか？　まあ、そうかもしれんの。じゃがな、ヒューイ──それがどうした？」

　息を飲む。自暴自棄になったか、それとも恐怖で気がふれたのか。

「なに言ってんだよ……おまえはこの街を守るために頑張ってたんだろ？　それを……」

「だからじゃよ、ヒューイ。わらわにも矜きよう持じがある。無論、兵士にもな。わらわの役割はなんじゃ？　兵士の役割はなんじゃ？　なにを己に課して生きておる？　──決まっておろうが。民を、街を守ることじゃ。ただ守られるために生きておるのではない。

　──お主は言ったな、ヒューイ。自分がここを離れれば獣アロステイアに負けると、都市は滅びると。──ならばわらわはこう言おう」

　息を吸い、顎あごを上げ。相手を見上げながらも、なれど気迫では一歩も譲らず、




「──なめるでないわッ！」




　殴りつけるように、言葉をぶつける。

「無む茶ちやするなじゃと？　そんなもの、するに決まっておろうが！　誇り高き前線都市の兵士が、日々なんのために鍛錬を積んできたと思っておる！　わらわや父上がなんのために都市の治安を守り、兵士が十全に戦えるよう準備してきたと思っておる！　──今ここで！　命を賭かけるためじゃ！」

　言葉が、圧となってヒューイットに叩たたきつけられる。

「ここで屍しかばねをさらすならば、所詮人の力などその程度だったというだけのこと！　英雄の力に頼り切り、牙きばを砥とぐことを忘れるほどに人が愚かならば、早晩滅びるが道理。百年後に滅びるも、今日滅びるも変わらん！　ならば──今、この場所が、我らの死地じゃっ！」

　ソーニャはヒューイットに背を向け、両腕を広げる。

「ヒューイ。お主には聞こえんか？　お主には見えんか？　──ならばその耳を澄ませて聞け。その目を見開いて見よ」

　そこにいたのは、眼下に整列する数百の兵士。そこに、悲ひ愴そうな顔を浮かべた者は誰だれひとりとしていない。誰もが力強い意思の光を瞳ひとみに湛たたえ、こちらを見上げていた。

「──答えよ、ヒューイ。彼らは自分の命を惜しむ臆おく病びよう者ものか？　それとも──大陸の存亡に身命を捧ささげた勇者か？」

　再びヒューイットに向き直り。幾百の兵士の先頭に立ち、ソーニャは叫ぶ。

「兵士が、他者のために命を使うと覚悟した男たちがっ！　この門を決死の覚悟で守ると決めた！　ならばその言葉を！　その覚悟を信じぬかッ!!」

「…………っ！」

　ヒューイットは奥歯を嚙かみしめ、ソーニャの、兵士たちの意地を跳ね返す言葉を探す。

　それはほとんど意地のようなものだったが、自分で貫くと誓った意地だ。英雄として、彼らに甘えるわけにはいかない──それが、自分の役割だから。

　頑かたくななヒューイットに、ソーニャは一転、優しげに微笑ほほえむ。

「のう……ヒューイ。お主は今まで孤独な戦いを続けてきた。英雄であることの誇りを見失いそうになりながらも、剣を振るい続けた。これがその結果じゃ」

　慈母のように言って、背後を指し示す。

「見よ。これがお主の戦いの意義じゃ。お主の姿が、兵士に希望を与えた。誇りを与えた。──お主の戦ってきた意味は、ここにある」

　そっと、ソーニャの手が握りしめられたヒューイットの拳こぶしに触れる。頑なな心を解きほぐすように、一本一本、握りしめた指を開かせてゆく。

「だから、否定するな、お主の戦いを。お主が種を撒まき、実を結んだ抗あらがいの意思を」

　開かせた五指に自分の手の平を重ね──ソーニャは微笑む。

「安心せよ。世界の誰だれがお主を批難したとしても、ここにいるわらわたちがお主の我わが儘ままを許す。お主の我が儘を支える。

　だから──世界なんぞ後回しで構わん。さっさと弟子を救ってこい！」

「ソーニャ……」

　ヒューイットはしばし俯うつむいてから、衛兵隊長に向き直る。

「まさか、ここまでお膳ぜん立だてされて覚悟がきまらねぇほど腑ふ抜ぬけじゃねぇよな、大将？」

　挑発するように笑みを浮かべる衛兵隊長。

　ヒューイットはつかの間瞑めい目もくする。目を開くと、衛兵隊長を、その背後の兵士たちをまっすぐに見据える。

「……あんたたちに頼みがある」

　躊躇ためらいを飲みこみ、逡しゆん巡じゆんを振り切り──ヒューイットは言った。

「──十五分だ。十五分だけ、あんたたちだけで持ちこたえてくれ。必ず、戻って来る」

　返る声は、津波となって押し寄せた。

「任せろ！」「手柄の上げ時だ！」「さっさと行っちまえよ、英雄！」

　武器を突き上げ、兵士たちは口々に雄々しく叫びをあげる。

　兵士たちの姿を瞳ひとみに焼きつけてから踵きびすを返し、衛兵隊長の胸板に裏拳を軽くぶつける。

「任せた」

「おう、さっさと行けや、若造」

「ああ……ここは借りとくぜ」

　言うや、ヒューイットは肉体強化ブースト魔術の蒼あおい光で全身を包み、家屋の屋根を越えて飛び出した。

「はっ。なにが借りだよ、若造が。……こっちは返せないくらい、散々借りっぱなしだってのによ」

　衛兵隊長は去りゆく英雄の背中を見送ると、背後の部下に振り返る。

「行くぞ、野郎共ッ！　凡人の底力、見せてやろうぜッ！」

「「「応ッ！」」」

　衛兵隊長の声に応こたえ、兵士たちは高らかに気合いの声をあげた。

「ヒューイ……必ず、フィオを助けて戻ってくるのじゃぞ」

　飛び去る背中に祈るような視線を送り、ソーニャは囁ささやいた。







　小男がヴィクティムへ向かってから三十分ほどが経過した。

　椅い子すに腰かけた奴隷商人の大男が、フィオレンツァを不機嫌そうに睨にらみつけてくる。

「やけに大人しいじゃねぇか。もうおれらを振り切って逃げる元気もねぇか？」

「…………」

　フィオレンツァは答えない。縄を解こうともがくでもなく、悄しよう然ぜんと俯うつむいている。

「チッ、つまらねぇ……長耳なんざ所詮、人間様の道具なんだ。最初っからそうやって大人しくしとけばよかったんだよ」

　と、猟師小屋の扉が開き、小男が戻ってきた。

「遅ぇぞ！　なにしてやがった！」

　怒鳴りつける大男にびくつきながら、小男が報告する。

「そ、それが……東門から住民が一斉に避難してて、中に入ることもできなかったんです。なんでも、一時間以内に街を出るようにお触れがでたとか……」

　ただでさえ人相の悪い大男の目が細められる。

「……それで？」

「この状況だと迎えの馬車は避難の流れを逆行することになるんで、かえって目立っちまうかと……つまり、その……」

「……迎えはこねぇってことか」

　二人の間に沈黙が落ちる。

「……住民全員が避難してるってことは……獣アロステイアか」

　大男が苛いら立だたしげに立ち上がり、椅子を蹴けり飛ばす。

「クソが……！　冗談じゃねぇぞッ、まだ時間はあるはずだろうが、なんでこうなんだ！」

「あ、アニキ、どうしやすか？　あっしらもずらかった方が……」

「ンなこたぁ言われなくてもわかってんだよッ！　さっさと荷物まとめろ！」

「で、でも……その女はどうしやす？　避難民に紛れるにしても、暴れられたらいっぺんでばれちまいやすよ？」

　二人の視線がフィオレンツァへと向く。

「どうもこうも……顔を見られちまってんだ。売り飛ばせねぇ以上は……わかってんだろうが。ここで処理していく」

　大男は苛いら立だちで極度の興奮状態にあるらしく、血走ったその目に殺気が宿る。

　小男が青ざめた顔で一歩下がる。大男のやろうとしていることに加担したくはないが、止めることもできないのだろう。

　テーブルに突き刺していたナイフを手にとり、フィオレンツァへと近づく。

「……悪く思うなよ。恨むんなら、あの男を恨みな」

　一歩一歩、じりじりと大男が近づいてくる。

　猿さる轡ぐつわに邪魔され、命いのち乞ごいすらできない状況の中、フィオレンツァは男との距離を測る。

（……まだ。まだ遠い……）

　眼前にまで迫った男の手がフィオレンツァの肩にかかる。身をすくめる少女に、大男は振りかぶったナイフを突き立てようとして──

「アニキっ、その女なにかしてる……!?」

（気づかれた……！）

　後ろ手に縛られた指の先にあるのは、青い光で描かれた図形──魔ま導どう式しき。縛られながらも、フィオレンツァは密ひそかに魔導式を構築していた。

「なっ……、てめぇッ！」

「…………ッ！」

　大男が怒りに任せてナイフを振り降ろすより早く、フィオレンツァは魔導式にありったけの遍在魔力アストラルを流し込んだ。

　直後、過剰な魔力を供給された魔導式が暴発。指向性を持つはずだった風はフィオレンツァを中心として、全方位に荒れ狂う。

　間近で暴風に曝さらされた大男は吹き飛ばされ、壁に叩たたきつけられて倒れる。風が止やむと、小男は風で飛来したテーブルが直撃し、下敷きとなっていた。

（うまく……いった……）

　フィオレンツァは安あん堵どの息を漏らす。

　──フィオレンツァが扱える魔術は上級魔術に限られる。だが、いくらここが周囲に人がいない森の中の小屋とはいえ、大威力の魔術を発動させれば倒壊した天井の下敷きになる恐れがあった。

　そこでフィオレンツァがとった手段は、魔術を意図的に暴発させることだった。一番の難敵である大男が不用意に近づいた瞬間を狙ねらい、風系統の初級魔導式に大量の遍在魔力アストラルを流し込む。奴隷商人は制御不能に陥った風に殴り飛ばされ、一方で頑丈な柱に縛りつけられたフィオレンツァには被害が及ばない。

　後はどうにかして拘束を脱すればいい。近くには大男が落としたナイフが落ちていたが、柱に縛られているため拾えない。柱の角に両手を縛っている縄を擦こすりつける。

（早く……、すぐにヒューイット様に無事を知らせなきゃ……！）

　気は急せくが、縄はなかなか切れない。柱にすりつけた手首に血が滲にじむが、構わずにフィオレンツァは縄を擦りつけ続ける。

　と──唐突に、フィオレンツァの頭上に影が差した。

　はっとして顔を上げると、そこには額に青筋を浮かべた大男。

「このガキ……！」

　咄とつ嗟さに新たな魔ま導どう式しきを描こうとするが、それより早く男の手がフィオレンツァの喉のどを絞めつけていた。

「ぁぐ……っ！」

「まさか魔術師メイガスだとは思わなかったぜ……！　楽に死ねると思うな……！」

　大男がフィオレンツァを絞めつける手にさらに力を込めようとした──その刹せつ那な。

　──一条の鮮烈な蒼あおい光が天井を貫き、床を粉砕して地面に激突した。

　地面にクレーターを作るほどの激突のエネルギーは、破壊の波動となって放散。密閉空間に解放された力は、建材を細かな破片に砕き、小屋そのものを内側から爆散させた。

　咄嗟に顔を背けるフィオレンツァだったが、破壊のただ中にあって自分が無傷であることに疑問を覚えて顔をあげる。その身は魔力で編まれた光の盾によって守られていた。

　落下してきたものに目を向ける。

　──そこに、魔力の蒼い光を纏まとい、大地に拳こぶしを打ち付けた青年の背中があった。

「ヒューイット……様？」

　フィオレンツァは呆ぼう然ぜんとしたまま、そこに現れた主あるじの名を呼んだ。




「大丈夫か、フィオ？」

　猿さる轡ぐつわと縄を解きながら、ヒューイットが言う。

「ヒューイット様……なんで……？」

「おまえが魔術を使ったおかげで、魔力経路の繫つながりを遡さかのぼって居場所を割り出せた。──よく頑張ったな」

　その声に、安心させるような力強い笑みに──フィオレンツァの涙るい腺せんに、唐突に熱いものがこみあげてきた。

　不意に、苦しげにヒューイットがせき込む。身体からだに魔力を流した反動で体調が悪化したのだろう。

「ヒューイット様、身体が……！」

「……気にするな、ちょっとむせただけだ」

　軽く言って口を袖そでで拭ぬぐうが、袖には赤いものが付着しているのが見えた。

　フィオレンツァは申し訳なさで胸が張り裂けそうになる。

「ヒューイット様……ごめんなさい……、ごめんなさいっ……！」

「なに謝ってんだよ」

「わたしが不注意だったんです……わたしのせいでヒューイット様にこんな無む茶ちやを……」

「大したことないって。……それより、獣アロステイアの侵攻が予想より早まった。街に獣が押し寄せてる。おまえはこのまま東に避難しろ」

「ヒューイット様は……？」

「俺は街に戻って、西門の兵士たちに加勢する」

　フィオレンツァの胸が締め付けられる。ヒューイットがここに来たのは、ヒューイットが街の防衛よりも自分を探すことを選んだということだ。

　前線都市の最大戦力であるヒューイットを欠くということ──その意味がわからないほど、フィオレンツァは馬ば鹿かではない。その上でヒューイットが助けに来てくれたのを嬉うれしく思ってしまっていることに気づき、フィオレンツァは自分を恥じた。

　そんな様子を察してか、ヒューイットは軽く微笑ほほえむ。

「なに、あの街の連中はそんなに柔じゃないよ。それに、荒野での白兵戦じゃないんだ。前線都市の設備を活用しての防衛戦なら、そう簡単には……ッ……!?」

　言葉を飲みこみ、弾はじかれたようにヴィクティムの方角を振り返るヒューイット。

　つられてそちらを見たフィオレンツァが目にしたのは、森の木を蹴け散ちらして迫る、天から降る光の壁だった。

　あれはなにか、などと思考を編む暇すらなかった。

　光の壁は瞬く間に森を飲みこみながらこちらへと迫り──

　フィオレンツァの視界を真っ白く塗りつぶし、あらゆる色を押し流した。







　──時間はヒューイットがフィオレンツァの魔力を感知する数分前にまで遡さかのぼる。

　要よう塞さい化されたヴィクティム西門では、兵士たちが押し寄せる獣の大軍を相手に奮戦を続けていた。

　獣に対しての防衛戦は、防備を固めて一方的に攻撃できる状況を作ることが前提となる。門を閉め切って防御を固め、外壁を破壊、あるいはよじ登ろうとする獣に対し、兵士たちは壁上から岩や熱した油をかけることでその数を削る。

「随分と泥臭い方法じゃが、効果はあるようじゃのう」

　後方にて、エドアルトと共に戦況を確認しながら、ソーニャが唸うなるように言う。

「我々は英雄の戦いを手本にしようとするあまり、無意識に見栄えのする戦い方を選んでいたところがあるからね。人間同士が争っていた時の戦術だが、獣にも有効なようだ」

　エドアルトがカイゼル髭ひげを撫なでながら言う。

「ソーニャ様、あまり身を乗り出しませんよう。いつ獣アロステイアが壁を越えてくるかわかりません」

　ヘルベルカが主人をたしなめた、その直後──獅し子し頭がしらの獣、ライカン型が高々と跳躍し、兵士たちの頭上に飛び出した。

「撃てッ！」

　響き渡ったのは、衛兵隊長の号令。

　ドドドドド、と音をたて、一斉に放たれた矢がライカン型の全身に突き刺さる。地面に落下すると同時、ライカン型は瘴しよう気きの霧をまき散らして消滅した。

　壁の内側には、跳躍力のある獣や飛行型の獣に備え、弓兵や魔術師メイガスが控えている。

「ヴァルトシュタイン卿きよう、怪け我がはないですかい？」

　衛兵隊長が声をかけると、エドアルトは刺突剣レイピアをへっぴり腰で構えて言う。

「うむ。苦しゅうないぞ、隊長くん。いざとなれば吾わが輩はいの必殺魔剣が炸さく裂れつするゆえ、こちらの身は心配せずともよろしい」

「ハッハ！　そいつはいい！　──おう、おまえら！　貴族様がオレらの戦いぶりを見て下さってんだ！　気合い入れろよッ！」

「おうっ！」「目に物見せてやる！」「たっぷり戦果あげて、報奨金はずんでもらおうぜ！」

　衛兵隊長に発破をかけられ、兵士たちが口々に叫ぶ。

「みな、えらく気合いが入っておるのう」

「ソーニャ様、地位のある者が前線で共に命をかけてくれるだけで、名誉を重んじる兵士たちは俄が然ぜん張り切るものです」

「父上でもか？」

「エドアルト様でもです。今はソーニャ様の存在も大きいでしょうが」

　ヘルベルカがソーニャにそう答えていると、兵士たちの声が聞こえてくる。

「しかも今日は幼女姫さんも来てるしな」「それだけで補助魔法みたいなもんだ」「おれ、この戦いが終おわったら幼女姫さまに褒めてもらうんだ……」

「誰だれが幼女姫かっ！　わらわは十六歳じゃ！」

　ソーニャは顔を赤くして怒鳴りつけるが、兵士たちはむしろ楽しそうに笑っていた。

「くっ、妙なあだ名が定着しておる……」

「よいではありませんか。民に慕われるのはよい為政者の証あかしです、お幼女様」

「今お主まで幼女と言ったじゃろ!?」

「嚙かみました」

「そんな器用な嚙み方があってたまるか！」

　少し気が緩んでいる気もしたが、士気が高いのはいいことだ。

「しかし……気になるのはあの親玉じゃな。未いまだに動こうとせんのが逆に不気味じゃ」

　都市から数キロ離れた位置に控える巨大な獣アロステイア、神化個体〈大地を喰らう黒竜ニーズヘツグ〉。その動きには細心の注意を払っているが、今のところ動く気配はない。

　現状、倒した獣の数は百体ほどか。備えていた岩や油の残量は減る一方だが、それもヒューイットが戻るまで持ちこたえられれば十分。

　この調子なら、門を破られずに持ちこたえられるかもしれない──誰だれもが希望を抱き始めていた。




　そんな内心を見透かしたように──〈大地を喰らう黒竜ニーズヘツグ〉が動いた。




　ゆっくりと、その巨大な上半身を前傾させる。その距離は十分に離れており、身じろぎしただけだったが──その大質量が動く際の圧迫感は、凄すさまじいものがあった。

「うろたえるな！　距離は十分にある！　守りを疎おろそかにせず、目の前の敵に集中しろ！」

　どよめく兵士たちに、衛兵隊長が活を入れる。

「…………？　ヘルベルカ、奴の足のあたり、なにか妙ではないか？」

　地面に根を張った大木のような胴体下部が、にわかに赤く光り始めた。人であれば皮膚の下を走る血管が透かし見えている状態とでも言おうか。

　地面から養分を吸い上げるように、赤い光は黒竜ニーズヘツグの胴体を上っていく。

　赤い光はやがて頭部へと到達。黒竜が口を開くと、口こう腔こうの奥から光が溢あふれ出だして大気が揺らぐ。

「……っ、いかん……！　総員、身を隠せ──！」

　衛兵隊長が血相を変えて怒鳴り声をあげ──

　次の瞬間、灼しやく熱ねつの奔流が撃ちだされた。

　熱線は大地を掘り返し、巻き上げられた土砂は逆巻く波は濤とうとなる。黒竜が頭部を持ちあげる動きに合わせ、熱線がヴィクティムに迫る。

　大気を、大地を、軌道上にいた獣をも一瞬で焼き尽くし、塵ちりにしながら押し寄せる光の暴力を前にして、ソーニャは他人事のように悟る。──数秒後には、自分もあれに巻き込まれて死ぬのだと。

「ソーニャ様っ！」

　放心したように立ちつくすソーニャは、目の前に衛兵隊長が立ち塞ふさがったことも、ヘルベルカによって自分の身が真横に引っ張られたことにも気付かなかった。

　軽口を叩たたいていた衛兵たちが光の柱に吞のみこまれる光景を最後に──ソーニャの意識は白で覆い尽くされた。







「……オ……フィオっ！」

　朦もう朧ろうとした意識が自分を呼ぶ主あるじの声を捉とらえる。

　目を開けると、ほっとした顔のヒューイットが見えた。

「ヒューイット様……あれ？　わたし、なんで……」

　背中を支えられて上半身を起こし──目に映った光景に、フィオレンツァは絶句した。

　森が真っ二つになっていた。

　地面には深く広い溝が刻まれ、表面の土は赤熱して湯気をあげている。その周囲の木々はなぎ倒されて炎上し、森に火の手が広がりつつあった。

　熱を伴う破壊の痕こん跡せきは森の奥まで続いており、果てが見えない。

　奴隷商人たちはよほど悪運が強いのか、熱線の軌道から外れていたらしく、森の中に転がっていた。

　意識を失う前に見た光景を思い出す。森の木々を吞のみこんで迫る、光の壁──あれが、この結果を生んだというのか。

「いったいなにが……あの光の壁は……？」

「わからない。けど、街の西側から魔力の波動が伝わってきた。……たぶん、西門でなにかあったんだ」

「西門……って、ソーニャ様たちは!?」

　まさか、さっきの光の壁の直撃を受けたのだろうか。だとしたら、逃れるすべなど──

「悪い想像はなしだ、フィオ。悲観的思考は判断を曇らせる。手遅れだと諦あきらめる材料を探すな。──動けそうか？」

「なんとか……」

「なら、おまえはすぐに街の東に逃げろ。避難民の馬車に乗せてもらえ。それから──」

　フィオレンツァの頭に、ヒューイットが手の平をぽんとのせる。その指が髪から滑り落ち、フィオレンツァの華きや奢しやな首に伸びた。ヒューイットの指が首輪の刻印板カースド・ギアをなぞり──




　ヒューイットとの間に結ばれた魔術的な繫つながりが消失したことを、フィオレンツァは感覚的に悟った。




「え……？　ヒューイット……様……？」

「おまえといたこの一カ月、久々に人間らしく生きられた」

　呆ぼう然ぜんとするフィオレンツァに、ヒューイットは微笑ほほえむ。本心を隠す薄笑いではない、穏やかな笑みだ。

　ヒューイットは街の方向へ踵きびすを返す。

「…………っ！」

　その背中を見て、フィオレンツァは悲鳴をあげそうになった。

　外がい套とうの背中がぶすぶすと煙をあげている。一部が破れて肌が露出しており、表面は黒く焼けただれていた。本来なら、すぐに治療を受けなければならないほどの酷ひどい火傷やけどだ。

　さきほどの熱線をかわしきれなかったのだろう。恐らくは──フィオレンツァを庇かばったせいで。

「こんなこと、言える立場じゃないだろうけど──これからは、自分の人生を生きてくれ、フィオ」

　──それは、この上なくわかりやすい別れの言葉で。

「待っ……！」

　呼びとめる声が届くより早く、ヒューイットは森の木々を越え、姿を消していた。

　伸ばそうとして届かなかった手を戻し、すがるように首輪に触れる。

　奴隷の契約は生きている。だが、二人を繫つないでいた魔力経路は消えた。確かにあった繫がりを失ったことで、元から金属の板でしかなかった刻印板カースド・ギアが、急に冷たいものになったような気がした。

　なぜ、このタイミングで魔力経路を消した？

　──そんなこと、聞かずともわかった。わかってしまった。

（ヒューイット様……死ぬつもりなんだ……）

　呆ほうけていたのは、ほんの数秒だった。フィオレンツァは拳こぶしを握りしめる。

（……行かなきゃ）

　ヒューイットは逃げろと言った。けれど、フィオレンツァはそれ以前に約束している。

（誓ったんだ……最後まで、ヒューイット様のそばにいるって──！）

　それは、奴隷フイオレンツアが主ヒユーイツトに誓った、大切な約束。

　だから、追いかけなければならない。

　約束通り、主あるじのそばにいなければならない。

　フィオレンツァは走りだす。ただ一人で死地へ向かう主に、再びまみえるために──







　前線都市ヴィクティムは、俯ふ瞰かんすればわずかに東西に長い円となっていることがわかる。獣アロステイア対策の常として全周囲が外壁で覆われているため、形がやや歪いびつなコインのように見たてることもできた。

　そのコインの上半分が、まるごと抉れていた。

　西門から始まる街の〝傷きず痕あと〟は、時計塔の北を掠かすめて街を横断。北東側の外壁までが一直線に貫かれている。その破壊の軌道上にあったあらゆるものが薙なぎ払はらわれ、焼き尽くされ──街そのものが冗談のように真っ二つになっていた。

　悲鳴と、怒号と、降り注ぐ火の粉。火に巻かれた建物がメキメキと音をたて倒壊する。

　破壊された家屋を前に呆ぼう然ぜんとする者がいる。傷の痛みに泣き叫ぶ者がいる。動かなくなった遺体に縋すがりつく者がいる。

　住みなれた街並みが、地獄となってそこにあった。

「…………」

　ヒューイットの顔に、いつもの薄笑いはない。しかしその内側では、怒りと自責と義憤の混合物が、ぐつぐつと燃えたぎっていた。

　叫びだしたくなる衝動を、軋きしむほどに奥歯を嚙かみしめて飲みこむ。悲嘆も赫かく怒ども見せないまま、惨状をただただその目に焼きつける。

　家屋の屋根から屋根へと飛び移りながら移動し、やがて時計塔広場に舞い降りる。ここから西門までは一直線の大通りが延びているため、走った方が速かった。

　街には多数の獣アロステイアが入り込んでいた。大通りを疾走しながら、目につく獣を片っ端から両断していく。進むほどに獣と、逃げ遅れた住民の屍しかばねの数が増えていった。

　何十もの獣を斬きり、それ以上の遺体を越え──やがて開けた空間に行きあたる。東西と南北に延びる大通りが交差する、広場のような場所だ。

　そこに、巨大な獣がいた。樹齢千年の大樹のごとき四肢。隆起する筋肉に鎧よろわれた途方もない巨きよ軀く。確認されている中ではタイタン型に並ぶ、一個大隊を蹂じゆう躙りんできるとすら言われる最大級の強敵──ベヘモス型だ。

　足元には二十を超える兵士の屍が転がっていた。彼らの死と引き換えに、ベヘモス型の身体からだには無数の剣や槍やりが突き立てられていたが、苦にした様子もない。

　頭部から生える一対の捻ねじれた角の先にいるのは、二人の少女──ソーニャとヘルベルカ。足がすくんで動けない様子のソーニャを、ヘルベルカが庇かばうように立つ。

「…………ッ！」

　彼我の距離は五十メートルほど。一足で詰められる間合いではない。即座に体内魔力を活性化させるが──今のヒューイットには、あまりに遠すぎた。

　ベヘモス型が巨体をねじる。石畳を砕く強きよう靭じんな四肢の踏ん張りが胴体にうねりを生み、身体全体が鞭むちのようにしなる。その先端にあるのは、頭骨に直結した剛ごう槍そうのごとき角。

「やめ……ッ！」

　焦燥に加速した意識に、身体が追いつかない。

　──そこからの数瞬は、コマ送りのようにヒューイットの目に焼き付けられた。




　ヘルベルカがソーニャを突き飛ばす。

　その動きの代償に、ヘルベルカは一瞬無防備になることを避けられない。

　時が止まったような一瞬、目が合った。唇が動く。お嬢様を頼みます──そんな風に。

　次の刹せつ那な、角の薙なぎ払はらいがヘルベルカの矮わい軀くにめりこむ。

　地面から足が引きはがされ、盛大に撥はねあげられる。

　角の尖せん端たんが皮膚を裂き、血の飛沫しぶきが放物線を描く少女を追う。

　放物線の終端、少女の身体からだは家屋の壁に叩たたきつけられ。一階の庇ひさしで跳ね、地面に落下。

　それきり、少女は動かなかった。




　ヒューイットは叫んだ。獣アロステイアのような咆ほう哮こうを激情のままに喉のどから迸ほとばしらせ、颶ぐ風ふうとなってベヘモス型へと突っ込む。その身体が、英雄化の白い燐りん光こうで覆われる。

　魔力を込めた全力の振り降ろしが、ベヘモス型の首を一刀両断。靴底で路面を削って疾走の慣性を強引にねじ伏せる。

「ヘルベルカ！」

　英雄化を解きながら、剣を投げ捨ててヘルベルカに駆け寄る。

　そっと上半身を抱き起こす。溢あふれだす血がエプロンを赤黒く染めていた。

　ヘルベルカの目が開き、虚空をさ迷ってからヒューイットに据えられる。

「……これはこれは、ヒューイット様。いつにも増して不景気な顔をされていますね」

　淡々といつものように毒舌を吐くヘルベルカの顔色は、血の気を失くして青白い。

「……なんですか、まったく。ただでさえ陰気臭い面構えなのですから、笑みのひとつも見せなければ、こちらまで気が滅め入いってしまいます」

「馬ば鹿かなこと言ってる場合か……、いいからもう喋しやべるな！」

　血を流すその姿に、かつて戦場で倒れた弟子の姿が重なる。

　──この光景を繰り返さないために戦ってきた。だというのに……また自分は失ってしまうのか？

　ふらふらと歩み寄ってきたソーニャが膝ひざをつき、ヘルベルカの手を握る。

「すまぬ、ヘルベルカ……わらわを庇かばったせいで……、わらわが動けていれば……！」

「……大したことはありません。かすり傷です」

　明らかに瀕ひん死しの重傷だったが、ヘルベルカは苦しげな顔一つ見せない。

　焦点の定まらない瞳ひとみでソーニャを見上げ、掠かすれる声で続ける。

「……ソーニャ様、強くなられませ……わたくしがいなくとも民を導いていけるほどに、強く……それが、人の上に立つ者の、責務……」

　喋っている間にも憔しよう悴すいし、徐々に声が小さく、か細くなっていく。

　ヘルベルカの視線がヒューイットに向き、小さく「お願いします」と囁ささやく。

「……それはあんたの役割だ」

　拳こぶしを握りしめ、どうにかそれだけを答える。

「……本当に、昔からわたくしの言うことを聞かない人です……出来の悪い弟分を持つと……苦労……しま……」

　そのまま、眠るようにヘルベルカは意識を失った。

「ヘルベルカ……!?　嫌じゃ……わらわにはまだそなたが必要じゃ！　頼む、逝くでない……っ！」

「くそ……ッ！　早く医療術師に見せないと……！」

　ヘルベルカを抱えあげる。思っていたよりも軽い。この細い身体からだでよくソーニャを守ってくれたものだ。

　不意に、馬車の車輪の音が背後に響く。

「ヒューイット君！」

　振り向けば、兵士が御者を務める馬車からエドアルトが降りてきた。その身なりは煤すすと汗ですっかり汚れている。

「おっさん……無事だったか」

「兵士に守られて、なんとかね。……かなり犠牲を出してしまったが、彼らのおかげで動かせる馬車を見つけたよ。──ヘルベルカをこちらへ」

「……頼む」

　ヘルベルカをエドアルトに託し、すぐに踵きびすを返す。

「ヒューイ……！」

　背を向けるヒューイットを、ソーニャが悲痛な声をあげて呼びとめる。

「もう無理じゃっ、どうにもならん！　一緒に逃げよう！」

「逃げてどうなるもんでもないだろ。……あれを放ほうっておけば、いずれ聖王都にまで攻め込まれる。そうなれば、いよいよこの大陸は終おわりだ」

「だからといって、あれをどうにかできるはずが……」

「できる」

　疑問を挟む余地などないとばかり、躊躇ためらいなくヒューイットは断言する。

「俺は──英雄だからな」

　その一言で、ヒューイットはソーニャに反論を飲みこませた。

「行ってくるよ、ソーニャ。──いい当主になれよ」

　それを別れの言葉とし、ヒューイットは走りだす。街の西へ──千体の〈黙示録の獣アロステイア〉が待ち受ける荒野へと。

　英雄は出陣する。

「……馬ば鹿か者ものが」

　遠ざかる背中を見つめ、ソーニャはくしゃっと顔を歪ゆがませ、涙にひび割れた声で呟つぶやく。

「伯母上も、ヘルベルカも、ヒューイも……なんで、わらわの好きな者は皆、いなくなってしまうのじゃ……なんで……っ！」







　要よう塞さい化されていた西門は、見る影もなく壊滅していた。

　地面に倒れ伏す、人、人、人。その中には、あの衛兵隊長の姿もあった。

「……よう。戻ったぞ」

　返事はない。当然か。身体からだの右半分が炭化していては、人が生きられる道理もない。

「フィオは無事に助け出せた。あんたの……あんたたちのおかげだ。──礼を言う」

　物言わぬ衛兵たちの遺体を越え、都市を背後に背負い──ヒューイットは立ちはだかる獣アロステイアの軍勢へと、一歩一歩進んでいく。やがて、ヒューイットは足を止めた。

　──砂さ塵じん渦巻く荒野に、一人の英雄と千の獣が相対する。

　立ちはだかるは荒野を埋め尽くさんばかりの獣の群れと、単身でそれ以上の脅威となりえる神化個体〈大地を喰らう黒竜ニーズヘツグ〉。

　対するは英雄、ヒューイット・クライゼル。たかが一人、されどその力は万軍にも匹敵すると謳うたわれし、人類の守護者。

　黒竜ニーズヘツグの瞳ひとみを持たない眼がん窩かが、ヒューイットを見据える。その圧迫感には覚えがあった。

「ああ……そうか。この前覗のぞき見みしてたのは、おまえだったか」

　天を衝つかんばかりに聳そびえる黒竜を睨にらみつける。

「ずいぶんとまぁ、好き勝手やってくれたよな。……さすがにこれは笑えない」

　ヘルベルカ、衛兵たち、破壊された街並みの中で泣き叫ぶ都市民──傷つけられた者たちの姿が、まぶたに浮かぶ。嚙かみしめた奥歯がぎしりと軋きしみをあげる。

「おまえらがなにを思って人間を敵視しているかは知らない。──けどな、俺がおまえらを斬きる理由は簡単だ」

〈黙示録の獣アロステイア〉がどこから来たのかは、誰だれも知らない。

　──それでも、ひとつだけ確かなものが、この胸にはある。

「おまえらの存在が我慢ならない」

　怒りだ。純然たる怒りが総身を満たし、身体の奥底で煮えたぎるマグマが今にも溢あふれださんと鼓動する。

〈黙示録の獣アロステイア〉はただ存在するだけで、その周囲に瘴しよう気きをまき散らす。数体程度ならたかが知れているが、あの規模の群れの中で戦うとなると下手に遍在魔力アストラルを霊アストラル体に循環させるだけで、一緒に取り込んだ瘴気が致死量に達するだろう。ましてや、〈大地を喰らう黒竜ニーズヘツグ〉がまき散らす瘴気の濃度は未知数だ。

　それならば──

「第三門──開放」

　ヒューイットの全身を、まばゆい燐りん光こうが包みこむ。

　──英雄化とはすなわち、肉体という器を捨て去り、純粋な霊的存在に近づく術法だ。

　だが、完全に肉体を捨て去ってしまうと、その魂はもう人の器には戻れない。故に、段階的に力を制御すべく、術には五つの〝門〟が設けられていた。そのうちの第三段階までを、一挙に解放したのである。

　肉体の縛りを解かれた霊アストラル体が、大量の遍在魔力アストラルを取り込む。

（それなら──汚染されていない魔力をここで取り込んで、一気に勝負を決める！）

　体内に取り込んだ魔力が尽きる前に勝負を決する──それがヒューイットの策だった。いわば、無呼吸で走り続けるのに等しい。

　第三段階まで力を解放したことは、これまでも数えるほどしかない。身体からだ中じゆうにはちきれんばかりの魔力が充じゆう溢いつしていくのがわかる。それと引き換えに、壊れかけの霊アストラル体と肉体の双方が、魔力圧に耐えかねて軋きしんでいるのも手に取るようにわかった。

　身体中で血管が破裂し、筋肉が断裂し、内臓が機能を停止していく。耐えがたい激痛を中和するように《自動治癒リジエネーシヨン》が発動しかけ、それを意思の力で停止させる。

（必要なのは心臓と肺……あとは、全身の筋肉がもてばいい）

　戦うための機能だけを維持し、他の部位は捨てる。際限なく膨れ上がる苦痛を、獰どう猛もうな笑みで飲み下す。

　英雄の力に反応したか、千体の獣アロステイアたちが咆ほう哮こうを上げ、黒い津波となって押し寄せる。

「──光栄に思えよ、獣ども。出し惜しみは無しだ。ヒューイット・クライゼルの全力命──ここで使い尽くしてやる」

　重力魔術により、その身体が浮かび上がる。

　両手を左右に差し伸べると、周囲の岩盤が無数の細かな欠片かけらに砕け、すぐに二本の巨大な剣の形に再構成される。

　両手の剣を翼のように広げ、

「俺の命全力──そう簡単に喰くいつくせると思うなよ……!!」

　ヒューイットは光の尾を引く一筋の箒ほうき星ぼしとなり、千体の獣の軍勢へと飛び込んでいった。







　フィオレンツァは東門まで回り込み、ヴィクティム市街に戻って来ていた。

「ハァッ、ハァッ、ハァッ……！」

　ひと気の絶えた大通りを、息を切らして走り抜ける。

　肺は酸素を求めて喘あえぎ、全身の筋肉が限界を越えた酷使に非難の大合唱を叫んでいる。それでもフィオレンツァは足を止めない。

　ふと、前方から三頭立ての馬車が走ってくるのが見えた。その窓から顔を出す人物には見覚えがあった。

「フィオレンツァ君！」

「エ……エドアルト様!?」

　御者が手綱を操作し、馬車はフィオレンツァのそばで停止する。

「よかった、ご無事だったのですねっ！」

「無事とは言い難がたいな。西門は壊滅。ヘルベルカも酷ひどい傷を負っている」

　エドアルトが扉を開くと、横になって身動きしないヘルベルカと、それに寄りそうソーニャがいた。

「ソーニャ様！」

「……フィオ、か？」

　赤くなった目で、フィオレンツァの顔を見るソーニャ。

「ヘルベルカ様は……？」

「……わらわを庇かばって……応急処置はしたが、魔術をかけてくれたが、持ちこたえられるかどうか……」

「そんな……」

「とにかく、お主が無事でよかった……早く乗るのじゃ」

　しかし、ソーニャの言葉にフィオレンツァは首を振る。

「……いいえ、ソーニャ様。わたしはこの馬車には乗れません」

　訝いぶかしむソーニャに、フィオレンツァははっきりと告げた。

「わたしは……ヒューイット様のところへ行きます」

　ソーニャは愕がく然ぜんと目を見開く。

「ば……っ、ばかなことを言うでないっ！　お主が行ってなんになる！」

「ヒューイット様のそばにいられます」

「…………っ！」

　なんの躊躇ためらいもなく返された言葉に、ソーニャは返す言葉をなくす。

「ソーニャ様も、本当はずっと前から気づいておられたのでしょう？　……ヒューイット様の、お身体からだのこと」

「な、なにを言うっ、わらわは……わらわ、は……」

　言葉が途切れ、大きな瞳ひとみにじわりと涙が滲にじんだ。

　──当たり前だ。ずっとそばで見続けてきたソーニャが、不調に気づかないはずがない。

「……っ、……！　…………頼む……っ、後生じゃ、フィオ」

　息を詰まらせ、声が震える。瞳に溜たまった滴は決壊し、大粒の涙となる。

　フィオレンツァに縋すがりつき、ソーニャは叫んだ。

「ヒューイを……、兄上を助けてくれ……ッッ!!」

　抑えきれない感情が溢あふれだしたように、ソーニャは叫んだ。

　──ずっと耐えていたのだろう。ヒューイットが危ない目に遭うのは辛つらい。けれど、都市の治安の担う者として、英雄に「戦うな」などとは言えない。ヒューイットが戦うことをやめれば都市が滅ぶ。けれど、戦い続けてもいずれヒューイットの命は尽きる。

　この少女は、貴族としての責務と本心の板挟みになりながら、兄と慕った青年が壊れていくのを、ずっと近くで見ていたのだ。

　それなら、フィオレンツァが言うことは決まっていた。

「──承知しました。ヒューイット様は、必ずわたしが連れて帰ります」

「……ほんとう、か？」

　しゃくりあげながら問うソーニャに、フィオレンツァは胸を張って言う。

「はいっ。だって、わたしはヒューイット様の従者ですから。帰りの遅い主人を迎えに行くのも、わたしの仕事です」

「……ほんとうに、帰ってくるのか？」

「はいっ。きっと」

　確証なんてない。けれど、ここで頷うなずくことを躊躇ためらえばかすかな可能性すら無くなってしまう──そんな気がした。

「ならばこの馬を使いたまえ」

　エドアルトが言う。馬車馬の一頭が、馬ハー具ネスを外されていた。

「この人数なら二頭で十分だ。乗馬の経験は？」

「大丈夫です。集落にも馬はいましたし、奴隷になってからも馬の世話はしていましたから」

　馬の顔を撫なでる。人によく慣れているようで、こちらを警戒している様子はない。

　勢いをつけてその背中にまたがる。

　馬上のフィオレンツァに、エドアルトが頷く。

「ヒューイット君を頼む」

　その瞳ひとみに激励の色を見て、フィオレンツァは力強く頷いた。







　光が舞う。鋼が躍る。

　煌きらめく白光が戦場を切り裂くたび、異形の獣アロステイアが塵ちりへと還かえっていく。

　二本の巨大剣を翻し、瞬く間に獣を無へと還していく。

　獣の海は果てしなく広がり、〈大地を喰らう黒竜ニーズヘツグ〉までの距離は遠い。それでも着実に、ヒューイットはその巨体に迫っていた。

　そしてついに、ヒューイットを迎えうつように、沈黙を保っていた黒竜が動く。

　節くれだった腕が地上に伸び、大型の獣をつかむ。そのまま腕を振りかぶり、投げた。

「…………ッ！」

　高速で飛来する獣アロステイアはもはや砲弾だ。空中で身を捩ねじって回避、すれ違いざまに獣を両断する。

　黒竜の口が上下に裂け、笑みにも似た歪いびつな形を作る。

「嗤わらってやがる……ッ！」

　──本能で悟る。こいつを放ほうっておけば、確実に大陸の滅びは加速する。

　温存していた魔力を解放して上空へと飛ひ翔しよう。黒竜の頭部に並ぶ高さにまで昇る。

「もう少し下の奴らを叩たたいとこうと思ったが、予定変更だ……おまえから潰つぶすッ！」

　頭上に両手を掲げて魔力を集中。体内の残存魔力がみるみるうちに減っていく。

　時空系統魔術を併用した多重残響詠唱により数人分の音階詠唱を一人でこなし、直径十メートルにも及ぶ巨大な魔ま導どう式しきを五重展開。

「《雷霆神の鉄鎚ヴアジユラ・レーゲン》──ッ！」

　魔導式が交互に高速回転し、白熱する巨大な光球が出現。魔力によって制御された超高電圧の力場により、周囲の大気が爆はぜる。

　本来なら十人がかりで起動する戦術級魔術を、ヒューイットは単独で起動させた。

「撃てッ！」

　言下、光球から無数の雷いかずちの鞭むちが大地へ降り注ぎ、獣の群れを薙なぎ払はらう。瞬く間に百体を超える獣が塵ちりと化した。

「おまえには特大のをくれてやるよ！」

　掲げた右手を握り、光球本体を制御下に置く。拳こぶしを振り降ろし、光球を黒竜ニーズヘツグへと撃ち出す。

　黒竜が動く。光球を払いのけようと左腕で触れた途と端たん、光球は幾条もの稲妻の蛇となり、腕を焼き焦がしながら這はい上あがる。腕の付け根まで到達するや、内部から弾はじけ飛とんだ。

　左腕が千切られ、胴体にまで洞のような穴が開く。黒竜の咆ほう哮こうが大気を鳴動させる。

「痛みを感じるのは初めてか？　堪たん能のうしろ、もうすぐそれもなくなるッ！」

　ヒューイットはまっすぐ黒竜へと突っ込む。

　黒竜の胴体の傷口が蠢うごめき、肉が盛り上がったかと思うと、無数の触腕のような器官が伸び、ヒューイットへと殺到する。

「邪魔だぁぁァァァァァッ！」

　触腕を片っ端から斬きり払い、道を開く。触腕とぶつかるたびに両手の剣が軋きしみをあげる。左手の剣が砕けると同時、触腕の津波を抜けた。

　残った巨大剣を翻し、背中に背負う。

「魔力付咒エンチヤント・最大出力フルチヤージッ！」

　ありったけの残存魔力を込められた刀身から鮮烈な蒼あおい光が迸ほとばしり、数十メートルにも及ぶ極大の刃やいばとなる。

「おぉぉおおおおおおおおおおッッらァッ！」

　振り降ろされた光刃が、受けに回った黒竜の右腕を両断。のみならず、光刃は黒竜の頭部を叩たたき斬きる。脳天から顎あごへ抜けた刃は、そのまま胴体までを斬ざん断だんした。

（……っ、く……ッ！）

　代償は大きかった。ヒューイットの口から血が溢あふれる。戦術級魔術の使用に重ね、間髪いれずにそれと同等の魔力を使う奥の手を出したのだ。限界を越えた極限の魔力行使は最盛期ならまだしも、今の死にかけの状態では自殺行こう為いに等しい。

（それがなんだ？）

　ヒューイットは歯を食いしばり、さらに全身の魔力圧を高める。

「限界のひとつやふたつ越えられずに……英雄が名乗れるかッ！」

　消えかけた刃の蒼そう光こうが膨れ上がる。

　横よこ薙なぎの刃が真っ二つになった黒竜の頭部を刻み、返す刃が胴体を斬断する。

「まだ……ッ、まだだ！」

　連撃は終おわらない。咆ほう哮こうをあげ、光刃を振るう。

　その度に意識が弾はじけ飛とびそうな痛みが脳髄を焼き、全身の筋肉が断裂しては治癒される。

　一太刀一太刀が黒竜を斬りつけると同時、自身の命をも蝕むしばんでいく、諸もろ刃はの剣。

「まだだ……俺はまだ生きているぞッ──！」

　十重二十重と斬ざん撃げきを重ね、

「これで……ッッ!!」

　刃を上段に振り上げ、

「終わりだぁぁああああああああああああああああああああああああああッッッ──!!」

　振り降ろされ、解き放たれた魔力は蒼あおい光の奔流となり、細切れにした黒竜ニーズヘツグの巨体を飲みこむ。光の奔流は空の遥はるか彼方かなたまで突き抜け、雲すらをも貫いた。

「グッ……がっ、ァ…………ッ！」

　筋肉、神経、脳髄にいたるまで、すべての細胞が限界をはるかに超えた酷使に抗議の悲鳴をあげている。

　どうにか意識を保ち、明滅する視界で眼下の黒竜を見下ろす。

　天と地を繫つなぐ大樹のごとく聳そびえていた巨体は、上半身が丸ごと消滅していた。

　乱れ切った体内の魔力をどうにか落ちつけながら、黒竜を油断なく睨にらみつける。再生する気配はなく、瘴しよう気きの霧をまき散らし始めていた。

「終わった……か……」

　ようやく安あん堵どの吐息が漏れる。

　死を覚悟して挑んだ戦いだった。それでも、こうして生き残ることができた。それを自覚するや、弟子の少女の顔が脳裏に浮かんだ。

（フィオ……）

　その声が聞きたい。銀色の髪に触れたい。屈託なく笑うところを見たい。

（おまえに……会いたい）

　光の刃やいばが消える。踵きびすを返し、街へ向かおうと宙を滑り出し、




　背後から襲いかかった触腕に胸を貫かれた。




「がっ……!?」

　胸から生えるのは、黒々とした何本もの槍やり。否いな、生物的な質感を持つ黒い表面は、獣アロステイアの特徴に他ならない。

「……ッ、あ……っ！」

　貫かれた肺から上ってくる血を吐きだしながら、背後を見る。遥はるか下方、黒竜の断面から無数の触腕が伸びていた。触腕は見る間に十本、百本、千本と数を増やし、捩ねじり合わさってひとつの輪郭を形成する。

　──悪夢のような光景だった。たった今、ヒューイットが命を賭として屠ほふったはずの黒竜が、元通りに再生されようとしている。

（あの状態から復元した、だと……!?）

　いや、そんなことよりも応戦しなければならない。体内の魔力を練り上げ──

（だめだ……っ、もう、搾りかすも残ってない……っ！）

　ヒューイットの身体からだを覆っていた燐りん光こうが消えていく。英雄化が解けたのだ。

　黒竜が再生した腕を振り上げるのが見える。

　まずい、と思った直後──

　大質量の衝突に、一瞬でヒューイットの意識は完膚なきまでに粉砕。

　ヒューイットは成すすべなく、大地へと叩たたきつけられた。




　あまりの衝撃に脳すらもが機能を停止していたらしい。浮上してきた意識が最初に理解したのは、自分が大地に穿うがたれたクレーターの中心にめり込んでいるということだった。

　一拍の猶予を挟み──波は濤とうのように痛みが押し寄せてくる。

「……………………！」

　声が出なかったのは痛みに耐えたからではない。肺がまだ再生していなかっただけだ。

　全身の骨が砕けている。折れた肋ろつ骨こつが内臓をずたずたに引き裂き、視界は明滅して今にも意識が途切れそうだ。

《自動治癒リジエネーシヨン》が脳、神経、骨を修復していくが、むしろそのまま死んでいた方が地獄のような苦しみを味わわなくてよかったのではないかとすら思える。

　地面に埋まったままで見上げた視界に、黒竜ニーズヘツグの巨体が映った。目を凝らすと、足元から再生した上半身へと魔力の流れがあるのがわかった。

（ああ……こいつ、大地から魔力アストラルを吸い上げてんのか……そりゃ、いくらでも再生できるわけだよな）

　いわば、惑ほ星しそのものの命を喰くらっているに等しい。惑星の命を喰らい、瘴しよう気きをまき散らす──まさに、世界を滅ぼすために存在するかのような生き物だった。

（だとすれば……あの巨体を一ひと欠片かけらも残さずに消滅させなきゃ、倒せないってのか……）

　たった今、命を削ってとっておきの奥の手を使ったところだ。それがまったくの無意味だったと言われれば、もはや笑うしかなかった。壊れかけの英雄では、命を捨てる覚悟を決めたところで相手にもならないらしい。

（終おわりか……？）

　諦あきらめの言葉は甘美な毒となって思考を乗っ取る。

　──もう、十分頑張った。やれるだけのことはやった。

　どのみち人類は滅びる運命だ。ここで獣アロステイアの侵攻を食い止めたところで、多少滅びが先送りになるだけ。だったら最初から、こんな戦いに意味はなかったんだ。そうだろう──？




（冗談じゃない！）




　修復の済んでいない身体からだを、激痛を無視して無理やり立ち上がらせる。

（人類の命運？　大陸の存亡？　──知ったことか！）

　──いい加減認めろ。最初から、そんな殊勝なことは考えていなかっただろう。そんなお題目、そこらの犬にでも食わせておけ。

　最後に残った腰の剣を抜き放ち、天に挑むように黒竜ニーズヘツグを睨にらみつける。

　黒竜の腕が持ち上がる。あまりにも小さな武器を手に、けれど気迫では一歩も退かず、ヒューイットは叫ぶ。

「俺はあいつの……たった一人の弟子の未来を！　作ってやりたいだけなんだよ！　獣ごときが……邪魔するんじゃねぇ！」

　その気迫に、言葉に、人類を鏖おう殺さつすることだけを存在意義とする獣がなにを感じたのか──刹せつ那なの一時、黒竜の動きが止まった。

　それも一瞬のこと。一切の慈悲も容赦もなく、黒竜は巨大な腕を振り降ろす。

　極限状態で引き延ばされた時間の中、ヒューイットの頭上に圧倒的質量が迫る。

　──その刹那。

「ヒューイット様！」

　ここにはいないはずの少女の声を聞いた。

　直後、途方もなく巨大な質量が大地に叩たたきつけられた。




　凄せい絶ぜつな戦いを窺うかがわせる破は壊かい痕こんが埋め尽くす戦場を、フィオレンツァは主あるじの姿を求めて走る。その先に、ついに主の姿を見つけた。

　けれど、ようやく会えた主は生きているのが不思議なほどの満まん身しん創そう痍いで、

「……っ、ヒューイット様！」

　名前を呼ぶと同時、主の姿は巨大な腕に押し潰つぶされて消えた。

「…………え？」

　力が抜け、その場にへたりこむ。

「そん、な……」

　必ず連れ帰るとソーニャに約束した。なのに、これで終おわりなのか？

　たくさんの人に背中を押されてここまで来たというのに、なにもできなかった──無力感がフィオレンツァの胸中を満たし、絶望の涙となって瞳ひとみからこぼれおちる。

　──だが。

　涙で滲にじむ視線の先に、フィオレンツァは見た。

　幾条もの蒼あおい斬ざん線せんが、巨大な獣アロステイアの腕を走り、

　その腕が、内側から弾はじけ飛とぶように爆散する光景を。

　──そこには、土煙を切り裂いて雄々しく立つ者の姿があった。

　フィオレンツァは呆ぼう然ぜんと、その名を呼ぶ。

「ヒューイット……様？」




　剣を手に、ヒューイットはため息をつく。

「──ったく。こんなとこまで追ってきやがって……馬ば鹿か弟子が」

　言葉ではそう言いながらも、口元には笑みが浮かぶ。

　死にかけであることは変わらない。今にも膝ひざをついて倒れそうなほどに消耗している。けれど、その瞳にはかつてない熱が宿っていた。

「ま……弟子の前で、みっともない姿見せるわけにはいかないよな」

　腕を切り刻まれた黒竜が咆ほう哮こうをあげる。それが合図となったのか、残存する数百体の獣がヒューイットに押し寄せる。

「つーわけだからさ……道、開けてもらうぜ」

　大気中の遍在魔力アストラルを取り込む。同時に多量の瘴しよう気きが霊アストラル体を侵食し、内臓のいくつかが腐り落ちた。自分の身体からだながら、よくここまでもってくれたものだ。

（あともう少しだけ、つき合ってくれよ）

　ヒューイットは〈黙示録の獣アロステイア〉の群れへと飛び込む。

　今の自分では、小型の獣アロステイアの攻撃を一発受けるだけでも致命傷となるだろう。

　なれど、当たらない。わずかな隙すき間まを流水のように駆け、邪魔な獣だけを斬きり伏せながら、ヒューイットは前へと進む。

　あと一度──その瞬間に、すべてをぶつけるために。

　既に英雄化は解けている。ヒューイットを前へ進めるのは、長年の研けん鑽さんが支える、ただの人間としての力だ。

　何十頭もの獣を斬り伏せ、ついに獣の包囲網を突破する。

　立ちはだかるは、天を衝つくほどに巨大な黒竜。死にかけの男一人では、どう考えても手に余る相手だ。

　けれど、躊躇ためらいなく、ヒューイットは最後に残った武器である剣を投げ捨てる。

『──こいつは禁じ手だよ。生涯に一度っきりしか使えない、たった一枚の奥の手ジヨーカーだ』

　そう諭した師匠は、結局それを使うことなく役割を終おえた。

　喉のどの奥に溜たまった血の塊を吐きだす。目を閉じて一度深呼吸。穏やかな心地で目を開く。

　そして──その言葉を口にした。




「最終門──開放」




　それは、肉体を捨てさる禁忌の一手。完全なる霊的存在へと己が身を転化させることにより、肉体に付随していた魔術行使の一切の制限を取り払う、英雄化の到達点。

　ただし──それには大きな代償が伴う。肉体を依より代しろとしない魂アニマは瞬く間に物質世界との接点が断たれ、世界の魔力循環に取り込まれる。故に、生涯にただ一度きりの禁呪。

　──肉体が分解されていく。器の縛りから解き放たれたヒューイットの霊アストラル体は大陸を循環する遍在魔力アストラルの特異点となり、その莫ばく大だいな力を支配下に置く。

　あとは魔ま導どう式しきも音階詠唱も必要ない。ただ、望むだけでよかった。

　黒竜ニーズヘツグが唸うなり声ごえをあげる。本能で感じているのかもしれない。目の前にいる卑小な人間が、自身をも凌りよう駕がする力を持っていることを。

　ヒューイットを中心に光の円が広がっていく。それは瞬く間に黒竜をまるごと包むほどに拡大。渦の中心となって周辺の大気を満たす遍在魔力アストラルが収束していく。

『終わりだ』

　それだけを告げ──

　天へと突き上げる光の大だい瀑ばく布ふが全すべてを吞のみこみ、もがく黒竜に抵抗すら許さず──その巨体を一片も残さず塵ちりにまで分解し、消し飛ばした。







　──気がつけば、ヒューイットは白い霧の中にいた。

「セーンセ」

　背後からかけられた声に振り向くと、そこには金髪の少女。

「メリッサ……」

　悪夢の中では見ることのなかった、明るい笑顔で快活に笑っている。

「……なんだこりゃ。死後の世界か？」

「さーて、なんでしょう。センセの夢？　死の間際に見る幻？　死んだ後に行く楽園？　さ、どれがいい？」

「選べんのかい」

「まー、そこはセンセの問題ってことで。アタシとしては楽園がおすすめ」

「理由は？」

「もち、こんなかわいい女の子に出迎えられてるからサ」

「ぬかせ」

　苦笑する。メリッサも歯を見せてニシシと笑った。

「あー……おまえは、俺のことを恨んでないか？」

「は？　なにさそれ？　ばっっかじゃないの？」

　それなりの覚悟を決めての問いだったが、ばっさりと切り捨てられる。

「アタシはさ、いろいろ運が悪かっただけだよ。センセが気にすることじゃないって」

「……そうか」

　今になって思いだした。メリッサは決して、悪夢に見てきたように自分を責めるような少女ではなかった。

　これが夢か妄想かはわからない。それでも、長年背負い続けた荷物をやっと下ろせたような気がした。

「で、おまえが俺のお迎えなのか？」

「ん～？　別にそれでもよかったんだけどー──その前に、ちゃんと話をしなきゃいけない子がいるでしょ」

　その言葉が合図だったかのように、別の少女の声が聞こえた。

　ヒューイット様──と。

「……そうだな」

　憑つきものの落ちたような穏やかな顔でメリッサを見る。

「ん？　なに、見み惚とれちゃった？」

「はっ、ばーか。……おまえとは、最後にろくな会話もしなかったなと思ってよ」

「でしょでしょ。だからこそじゃん。あの子に最後に言いたいこと、ちゃんと整理できてる？」

「──ああ。あの時みたいなへまは、もうしない」

「うん、その意気だ。じゃあ──行って来いっ」

　背中をバシッと叩たたかれ──ヒューイットの意識は地上に引き戻された。







「──ット様……ヒューイット様……っ！」

　立ち込めた霧を抜けるように、霞かすむ視界が徐々に像を結んでいく。

　見えたのは、銀色の髪と、白い肌と、涙に濡ぬれた大きな瞳ひとみ。

　ヒューイットは内心で首を傾かしげる。

（こっちは……夢じゃねぇよな。てか、なんで俺生きて……）

　自分の肉体は分解されたはず。それなら、今こうしてフィオレンツァの膝ひざに抱えられているのは──

（ああ……そういうことか）

　ヒューイットはフィオレンツァに笑みを向ける。

「なに泣いてんだよ」

　声をかけると、そこでようやくヒューイットが意識を取り戻したことに気づく。しばし呆ぼう然ぜんとした後、フィオレンツァの顔がくしゃっと歪ゆがんだ。

「よかった……よかった、です……わたし、ソーニャ様とっ……、約束、して……」

「約束？」

「ヒューイット様を……必ず、連れて帰る、って……」

「あー……そっか。それはなんていうか……悪いことしたな」

　フィオレンツァは不思議そうに首を傾げてから、安心したように微笑ほほえむ。

　それはたぶん、自分が今まで見た中で、なによりも綺き麗れいな笑顔だった。

「お屋敷に帰りましょう、ヒューイット様。きっと、みんな待ってますよ」

　だからこそ、心苦しい。この少女をまた泣かせてしまうことが。

「いや……悪いけど、それはできそうにないな」

「え？」

　フィオレンツァが疑問の声をあげた直後。

　──乾ききった大地が風にこそぎとられるように、ヒューイットの身体からだが白い砂さ礫れきとなって崩れ始めた。

　崩壊は足の末端から始まり、身体の中心へと這はい上あがっていく。

　愕がく然ぜんとするフィオレンツァ。

「そんな……どうして……っ、だめっ、だめぇ！」

　必死になってこぼれていく砂さ礫れきをかき集めようとするが、砂礫は指の間を無慈悲にすり抜け、風に飛ばされて散る。

「フィオ……」

　その頰ほおに触れようと、まだ形が残っている右手を差し伸ばす。

　フィオレンツァがその手を握ろうと触れた途と端たん、指先から砂となって崩れた。

「……つーわけだ。俺の元の身体からだはもう、この世にはない。ここにあるのは、紛まがい物ものの搾りかすだ。何の奇跡か間違いか、俺は自分がここにいることを望んで、それが最後の魔力で中途半端に叶かなえられたらしい……それも長くは持たないみたいだけどな」

　音をたて、フィオレンツァの首輪の刻印板カースド・ギアに亀裂が走る。

　瞳ひとみから涙を溢あふれさせ、悲痛に掠かすれた声でフィオレンツァは懇願する。

「嫌です……お願いです、ヒューイット様っ、わたしを……置いていかないで……っ」

　ふっと、ヒューイットは微笑ほほえむ。

「なぁ、フィオ……最後に、俺の我がまま、聞いてくれねぇか？」

「聞きますっ、なんでも聞きますからっ！　最後なんて……言わないでください……」

　卑ひ怯きようかな、と思いながらも、ヒューイットは泣き崩れる少女に最後の願いを口にした。

「──笑って送り出してくれないか」

「え……？」

「おまえが笑ってくれたら、いい夢が見れそうだ」

「そん、な……」

「ほんと言うとな、おまえが家に来てから、玄関でおまえに見送られるの、悪くなかったんだぜ？　帰ったら誰だれかが家にいて、出迎えてくれると思えるからさ。──頼むよ」




　──やっぱり、自分の主あるじは意地悪だ。フィオレンツァは改めてそう思う。

　人の心を最後までかき乱して、挙句の果てに笑えと言う──最愛の主の死を、笑って見送れと言う。

　それでも──自分はその命めいを聞かなければならない。なぜなら、彼は自分の主であり、自分は、彼の従も者のなのだから。

「…………っ」

　こみ上げる嗚咽おえつを、歯を食いしばって飲み下す。

　勝手に泣き顔になる頰を、千切れそうな心で無理やり抑え込む。

　今にも歪ゆがみそうになる顔を、それでも必死で笑みにして──フィオレンツァは言った。




「いってらっしゃいませ──ヒューイット様」




　──ヒューイットの表情が、穏やかに和らぐ。

　確かに、そこには安らぎがあった。

　その直後、荒野を渡る風にさらわれるように、その身体からだは無数の砂さ礫れきとなり──フィオレンツァの小さな手をすり抜けていった。




　ガラス細工が割れるような、硬質の音が響く。フィオレンツァの首輪の刻印板カースド・ギアが割れ、乾いた大地に落ちた。

「…………ぁ」

　地面に落ちた刻印板カースド・ギア。それは、五年間自分を縛り続けた奴隷の証あかし。

　──それは、なにものにも代えがたい、主あるじと結んだ大切な絆の証。

「ぁ……ぁぁあぁあああぁぁああああああああああ……っ！」

　フィオレンツァは慟どう哭こくする。

　その背中の魔導紋章イコンが光を帯び、莫ばく大だいな力が流れ込んでくるのも意に介さず、行き場の無い感情の奔流を声に乗せて迸ほとばしらせる。




　──荒野に一人膝ひざをつく少女に、いくつもの黒い影が忍び寄る。獣アロステイアの生き残りだ。

　合図もなく、獣たちは一斉にフィオレンツァに飛びかかった。その爪そう牙がが少女の矮わい軀くを手折ろうと迫り、

「──────────────！」

　声なき絶叫が、純粋な魔力の波動となって解放される。

　吹き荒れる魔力は瞬時に獣たちを消滅させ、大地を抉えぐり、雲を吹き飛ばした。







　荒野の中、少女は一人慟哭する。

　痛切という言葉では到底足りない、悲哀と絶望に満ちた声が、荒野に響く。

　慰める者はいない。絶望などこの世界にはありふれているとでも言うかのように、荒野は少女に関心を持たない。

　その痛みを、悲しみを共有する者もいないまま──いつまでも、いつまでも、少女は荒野の空に、魂が枯れるような叫びを響かせ続けた。










　──聖歴五二二年、六の月、二十七日目。

　この日、神化個体〈大地を喰らう黒竜ニーズヘツグ〉と獣の軍勢約千体の襲来に対し、ヴィクティム行政府は非常事態警報を発令。都市を要よう塞さい化しての防衛戦を展開。

　神化個体は第十八代英雄、ヒューイット・クライゼルによって討伐されたものの、当人は力を使い果たして戦死。ヴィクティムは都市の四割が焼失。兵士の約八割が死亡。貴族、市民を含め死者行方不明者多数。

　この被害により、ヴィクティムは前線都市としての機能を失い、事実上人類の領土は後退した。




　──人類の滅びの日が、また一歩近づいた。










　荒野を渡ろうとすることが自殺行こう為いであるのは分かっていた。

　それでも彼がそれを強行に移したのは、行商人からも見捨てられた故郷の村に留まっていては、遠くない未来に破滅が訪れると分かっていたからだ。

　だからこそ、彼は幌もない荷馬車に数少ない財産と家族を乗せ、いちかばちか荒野を踏破する道を選んだ。そして、当たり前のように獣アロステイアに襲われた。

「や、やめろ……！」

　転倒した馬車に足を挟まれたまま、懇願するように叫ぶ。もっとも、知性無き獣が彼の訴えを聞き、気絶した妻に振り降ろさんとしている爪を止めようはずもなかったが。

　──前線都市が陥落して五年。いくつもの物資輸送ルートが断たれ、大陸西部は今や獣の跋扈する人外魔境。故に、それは珍しくもない光景だった──ここまでは。

　──乾いた風に巻き上げられた砂さ塵じんのカーテンが、金の輝きに引き裂かれる。

　ドッ、という肉を裂く鈍い音を立て、湾曲した刃が獣の首に突き立った。

　その一撃が生命を断ち、獣は黒い瘴しよう気きとなって風に溶けた。奇妙なことに、獣を仕留めた曲剣もまた金色の光の飛沫しぶきとなり、弾はじけて消える。

　瞠どう目もくする彼の前に、砂を踏む音を響かせ──その少女は現れた。

　歳としの頃は十代半ばか。目の覚めるような明るい金髪を頭の横でくくり、散歩にでもくりだすように気楽に歩を進める。どこにでもいる村娘といった風情だったが、その矮わい軀くは胸当てや脛すね当て、手甲といった防具で固められていた。

　棒付きキャンディロリポツプを口の中で転がしながら、少女は男へと歩み寄る。

「だいじょぶ？　おじさん」

　道端で転倒した相手に言うような気軽さで、少女は言う。

　と──少女の背後に、黒い影。岩の上から飛び降りた獣アロステイアが、少女の頸動脈を嚙かみちぎろうと食らいつく。

　彼が警告の声をあげようとする、一瞬前──少女の両手の指先が高速で閃ひらめき、虚空にそれぞれ青い光の紋様を刻む。直後、紋様から黄金に輝く一対の曲剣が飛び出した。

　少女は両手に曲剣を握るや、襲いかかる獣に向かって身体からだを捻ひねりながら跳躍。天地を反転させて高速回転する様は、さながら人型の竜巻だ。

　獣と場所を入れ替えるように少女が岩の上に立つと同時、獣の全身に傷口が開く。獣は全身から黒い霧を放出し、そのまま大地に叩たたきつけられて消滅した。

　自分の特技を自慢するかのように、白い歯を見せて笑う少女。そこへ、声がかかる。

「おいっ、勝手に行くなっていつも言ってるだろ！」

　新たに岩陰から現れたのは、少女と同じくらいの年齢の少年。身に纏まとうローブは魔術師メイガス養成機関の学徒の証あかしだ。いかにも気の強そうな吊り眼めで少女を睨にらみつける。

　少女はめんどうくさげに少年を一いち瞥べつ。

「うるさいなー。そっちの足がおそいんだよ」

「おまえみたいな野性児と違って僕は都市育ちだから、荒野は歩き慣れてないんだよっ」

「へーへー、さいですかー。都会派のおぼっちゃんはたいへんですねー」

「くっ、相変わらず口の減らない……っ、ていうか降りろよ！　おまえに見下ろされるのは腹が立つ！　大体、おまえはいつもいつも──」

　言い争いに夢中になる少年の背後に、さらなる黒影が忍び寄る。

　獣が少年に飛びかかり──しかし次の瞬間、その身体は空中で無数の槍やりに貫かれていた。

　奇妙なことに、槍は地面を割るように生えており、その質感は植物のようだった。

「所詮は獣だな。動きが単調で芸がない。僕を仕留めたければ、十手先まで読むことだ」

　振り返りもせずに少年が指を鳴らす。すると、植物の槍から茨いばらが一斉に伸び、獣の身体をがんじがらめにする。そのままギリギリと獣を絞めつけ、ついには絶命させた。

「まどろっこしい。なにそれ、かっこいいつもり？　十手先まで読むことだ、キリッ」

「ま、真ま似ねするなよっ、不愉快だ！」

　からかう少女に、顔を真っ赤にして言い返す少年。

「あ、あの君たちっ！　ちょっといいかな!?」

　どうにか馬車から這はい出した男が声をあげると、二人は口論をやめて彼を見た。

「とりあえず、助けてくれたことには感謝を言いたいんだけど……その、君たちはこの状況をどうにかできるのかい？」

　男が示した先には、彼らを囲むように距離を詰める獣アロステイア──その数、およそ三十強。

　少女と少年はきょとんとして顔を見合わせ、

「やー、さすがに無理っしょ。こっちが先に瘴しよう気き酔い起こすか、疲れてぶっ倒れるって」

「常識でものを言ってほしいね。あなたの目には、僕らが聖王都の精鋭部隊を率いているようにでも見えるのか？」

「だったらなんでそんなに落ちついてるんだ！」

　どうにもずれた受け答えをする二人に、男は業を煮やして叫ぶ。

「そりゃまあ、そろそろ来るだろうし」

「来るって誰だれが!?」

「うちのししょー」

　それが合図であったわけもあるまいが──天が光ったのは、正にその時だった。

　見上げる空に浮かぶのは、巨大な魔ま導どう式しき。その中心で、瘴気に侵された大地を照らすかのような神々しい光を纏まとい、高台に立つのは──杖つえを掲げた銀髪の女性。

　上空で回転する巨大魔導式から余剰魔力の火花が散る。回転は見る間に勢いを増していき、魔導式が放つ光に目が眩む。

　そして、女性が杖を振り下ろすと同時──無数の落雷が大地に降り注ぎ、周辺一帯の獣を打ちすえた。




　獣を瞬く間に一掃した銀髪の女性が、ゆっくりとこちらへ歩いてくる。その姿に、男はひとつの噂うわさを思い出していた。獣のひしめく大陸西部を旅しながら獣を狩る、〝銀髪の戦神〟がいると。確かに、その女は銀髪だった。だが──

「銀髪の……エルフ……？」

　髪から飛び出す尖とがった耳はエルフの特徴だ。どこか幼い愛らしさを残しながらも凛とした面差しには、気品すら感じる。その一方で、すらりとした体軀を包む旅装は使い込まれており、荒野を渡る者特有の力強さも垣間見える。

　間近で見る女性の風貌に呆ぼう然ぜんと呟つぶやく男に、少女と少年が得意げに言う。

「どう？　すごいっしょ、あたしらのししょー」

「光栄に思え。これが当代の英雄の姿だ」

「英雄……？　先生……？　じゃあ、君たちは──」

　呆ぼう然ぜんとする男に、少女が得意げに自分を指し示す。

「次期英雄」

「おい、馬ば鹿かを言うな。先生から英雄の座を受け継ぐのは、この僕以外にいない」

「あんだとー、やんのかーこらー」

　そこで銀髪の女性が、いがみ合う二人の頭にぽんと手を乗せて微笑ほほえむ。

「こらこら、ケンカしない」

「はーい」「くっ、なぜ僕がこんな目に……」

　少女は舌を出し、少年は顔を赤らめて目を逸そらした。




（ヒューイット様──あれから、五年が経たちました）

　少年と少女の頭を撫なでながら、フィオレンツァはふと空を見上げる。

　ヴィクティム陥落から五年。後退した人類の勢力圏の外側では、〈黙示録の獣アロステイア〉が人の生活を脅かし続けている。それでも確かに、世界は続いていた。だから──

（──わたしは生きます。あなたのいなくなった、この世界で）

　ヒューイット様。どうか見守っていてください。この世界が、行きつく未来を──





──continues to next age







あとがき







　前作をお読みいただいた方はお久しぶりです。本作からの方は初めまして、秋あき月つきです。

　空中都市を舞台とした前作から一転、今回はひとつの大陸が舞台となっております。滅びの危機に瀕している世界ではありますが、それでも人間はわりとしぶとく、それなりに日々を生きている──そんな物語です。そうだったはず。たぶん。

　今回は水鏡みかがみまみず先生にイラストを描いていただきました！　自分には到底予想がつかないクォリティで仕上がってくるキャラデザやイラストに、秋月もテンションが上がりました。水鏡先生、今後ともよろしくお願いします。

　ところでタイトルが長いです。どこを略せばいいか秋月にもわかりません。崖せか？　せかのば？　ぷちセカ？　ぷちセカとか三分アニメっぽくていいのでは。

　作者の近況。ゴジラ見た。仕事場が末期的に狭いので引っ越したい。ＰＣ新調したい。仕事用のいい椅い子すが欲しい。そんな感じ。

　スペースが限られているため、失礼ながらまとめて謝辞を。水鏡様、担当様、編集部の皆様、校正様、書店様、そしてこの本をお買い上げ頂いた読者の皆様、今回も本当にありがとうございました！　またお会いしましょう！















特別付録　書き下ろし短編







「～～♪　～～～♪」

　屋敷の玄関ホールに、フィオレンツァの鼻歌が響く。

「上機嫌だな」

「ひゃあっ!?　あ……ヒューイット様」

　背後から声をかけられ、フィオレンツァの背筋がびくんと跳ねる。鼻歌を聞かれたことが恥ずかしく、頰を染める。

「……ん？　それ、花か？　どうしたんだ？」

　どうやら、フィオレンツァは階段の横に置かれた花瓶に花を活けていたらしい。

「あ、はい。この前、お給金を頂いたので、市場で。……ダメだったでしょうか？」

　不安そうに訊ねるフィオレンツァ。

「いや、ダメってことはないけど……自分のものを買えばいいだろうに」

　ヒューイットはフィオレンツァを使用人のように扱っているが、手続き上は奴隷の身の上だ。給料をもらう権利がもともとないため、遠慮でもしているのだろうか。

「他には、なんか買ったのか？」

「えっと、庭に植えるハーブの苗にリビングのカーテン、それからランプの傘、あと――」

「……ちょっと待て、フィオ」

　指折り数えるフィオレンツァを制止すると、きょとんとした顔で見上げてくる。

「それ、屋敷の備品ばっかりだろ。服とかアクセサリーとか、他に欲しい物ないのか？」

「服にアクセサリー、ですか……」

　フィオレンツァはしばし唇に指を当てて思案し、

「……ないですね」

「ないのかよ……」

　張り合いのない答えに、ヒューイットはうな垂れる。

　フィオレンツァは慌てた様子で手を振る。

「あ、その、遠慮してるってわけじゃないんですよ？　もともとわたし森に住んでたんで、いまいちそういうのに興味なくって。だったら、お屋敷を明るくしたいなーなんて」

「明るく……？」

　言われて気づく。いつの間にか、屋敷に様々な〝色〟が溢れていたことに。

（ああ……フィオが来てからなんか変わった気がしてたけど、これか）

　どうやら、屋敷の変化にも気付かないほど、視野が狭くなっていたらしい。

　思えば、ヒューイットの屋敷は調度品の類がなく、全体が白黒のような印象だった。自分ひとりで暮らしていてはあり得なかった変化に、ヒューイットはふっと笑みをこぼす。

「なんていうか……おまえといると、気が抜けるよ」

　そう言って、ヒューイットは困惑するフィオレンツァの頭をわしわしと撫でるのだった。
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